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   序章

  

  　がやがやとかまびすしい楽らく丸まる学園高等部二年四組の教室は、今日転校してくる生徒の話題で持ちきりだった。

  　曰いわく、「比ひ嘉が財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しって[image: ]うわさ、ほんと？」「元お坊っちゃん学校の出身で親の都合で楽丸に来るらしいよ」「玉の輿こしじゃんッ？」などなど。

  　飛び交う[image: ]に、男子は舌打ちをして投げやりな表情でそっぽを向き、女子はイケメンを期待して瞳ひとみを輝かせる。

  　やがてＨＲホームルームのチャイムが鳴り、担任の女教師が現れた。最初、肩をすぼませて申し訳なさそうにしていたが、そのうち開き直ったのか胸を張って教壇に手をつく。

  「転校生の比嘉くんは遅刻です」

  「「「ええ～～ッ」」」

  　女子からのブーイングに女教師は真っ赤になって両手を振る。

  「そんなこと私に言っても仕方ないでしょ！　……あら、長なが澤さわさんはお休みなの？」

  　教師は、はたとそこで居ずまいを正すと、コホンと空から咳ぜきをする。

  「まあ、その代わりといってはなんだけど、もう一人、急きゆう遽きよ転校生が滑り込んできたので先に紹介するわ。神かみ尾おさん、入ってらっしゃい」

  　促うながされて入ってきた人物は幼い顔立ちをした少女だった。途端に教室の空気が張り詰め、男子のギラギラした視線と抑えた興奮が渦巻く。

  　身長は百五十センチ手前で、華きや奢しやな体におかっぱ頭、感情の振れ幅の少ない瞳。ぱりっと着こなしたブレザーに驚くほどピンと伸びた背せ筋すじ。短いスカートから伸びるしなやかな足に、一目でクラスの男子生徒数人が魅み了りようされる。

  　先生が黒板に『神尾紅くれ羽は』と名前を書く。少女が無表情に一歩前に進み出た。

  「坊っちゃんのお側そばに仕えるため赴ふ任にんしてきました。趣味はなし。誕生日と血液型は不明。仕事は『戦争』です。よろしくお願いします」

  　少女は深くお辞じ儀ぎをした。

  　その瞬間、背中に背負っていたカービンライフルがクラスメイト全員に見えた。

  

  　比ひ嘉が銀ぎん史し朗ろうはバスに置いていかれた。

  　転校初日なのに、だ。

  「ぼ、僕を誰だと思ってるんだ！　おい待てよ、待てったらッ。待って！」

  　運転手はサイドミラー越しに片頰ほほを歪ゆがめてニヤリと笑うと、銀史朗がいるのに気付いていながらもバスを発進させる。すでに乗車している小学校低学年らしき子供たちが、乗り遅れた銀史朗を指差し何事か囃はやし立てている。ミラー越しなので声までは聞こえないが、内容は当てるなという方が難しいほど容易に想像がつく。

  　その小憎たらしい姿も、排気音と共にだんだんと遠ざかっていき、あとには、たった十メートル走っただけで息切れを起こした銀史朗だけが停留所に残された。

  　銀史朗は舌を出し膝ひざに手を置いてゼェゼェと息を整えると、袖そでで汗を拭ぬぐい歯ぎしりしながら携帯電話を取り出してダイヤルをプッシュする。

  「見てろよ……あ、もしもし沙さ也や加かか？　ヘリをこっちに寄越せ。大至急だ！」

  

  　十分後、銀史朗はポカンと口を開けているバスの運転手に片頰を歪めてニヤリと笑いかけると、乗客席をぐるりと見渡し、腕を組む。

  「僕は今日から楽らく丸まるの高等部で世話になる比ひ嘉が銀史朗だ。庶民の気持ちを体感するために今日はバスに乗ってみた。フン、まあ見たところ、君たちの大部分は初等部の生徒のようだからあまり関係ないだろうけど、名前くらいは覚えておいて損はないよ」
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  　制服の襟えりを正しながら告げる。

  　子供たちは目を丸くして、銀ぎん史し朗ろうを見上げている。その無言の瞳ひとみは、走行中のバスにヘリコプターから乗り移ってきた銀史朗に対する称賛にも、はたまた世紀の負けず嫌いに対するあきれにも見えたが、たぶん前者だろうと銀史朗は判断する。

  　銀史朗は自分を見る羨せん望ぼうの眼差まなざしに惚ほれ惚ぼれしながら、悠ゆう然ぜんと座れそうな席を探す。

  　つり革に摑つかまっている人間こそいないが、ほとんどの座席は埋まっている。

  　最前列一人用の席には、コートにサングラス、おまけに大きなマスクとニット帽を被かぶった男が左右に分かれるように二人、俯うつむきながら座っていた。もうすぐ夏になろうというのにご苦労なことだ。他ほかは、ほとんど自分よりも低学年の子供たちで、なかには附属幼稚園のものらしき制帽を被った子供もちらほら見える。

  　その時、銀史朗の制服の端がつままれ、非難がましい小声が囁ささやかれる。

  「ちょっと君、なにしてるの」

  　銀史朗は声の方を振り向いてドキッとする。

  　美人がいた。

  　大きなアーモンド型の瞳に、育ちの良さそうなサラサラのストレートヘアは朝日を浴びて、キラキラと光っている。ブレザーのリボンの色は銀史朗と同じ、高等部二年のものだ。

  　清せい楚そな感じで、とても綺き麗れいだ。

  「ととと隣……いいかな？」

  　考え込むような一瞬の間まのあと「いいけど」とだけ言って荷物を避よけた。彼女は窓際に頰ほお杖づえをついて流れていく景色を眺めているが、ちらちらと横目でこっちを見ている。

  「君、一体何者なの？　ヘリ持ってるなら、直接学校に行けばよかったのに」

  「フン、それじゃこいつらを見返したことにならない」

  　憤ふん然ぜんと告げる銀史朗を見て、少女はあきれかえったように小さく口を開けた。

  「じゃあやっぱり、君が今日来るっていう転校生の比ひ嘉が財ざい閥ばつの跡取りくん？」

  　銀史朗はちらりと少女の方を見て、正面を見たまま告げる。

  「そ、そういう君は、長なが澤さわ楓かえでだろう？」

  　調査班に頼んで事前に入手していたクラスメイトの写真の中でもズバ抜けて可愛かわいかったので、印象に残っていた。たしか長澤代議士の娘と報告書にはあったはずだ。

  　七しち面めん倒どうくさい転校になってうんざりしていたが、思い切って登校してきて良かったかもしれないと思う。

  　名前を言い当てられた楓は一瞬驚いたような顔をしたが、すぐに「あっ」と小さく声を上げ、掌てのひらを口の前に持ってくる。比嘉財閥ならそれくらい調べかねないと思っているのだろう。残念ながら、彼女の予想は当たっている。

  「すごいね。色々比ひ嘉が一族について[image: ]うわさ聞くけど……ねぇ、お金持ちって、金銭感覚どうなってるの？」

  「どうなってるのって？」

  「美術品を無理矢理ルーブル美術館から持ち出してしばらく家に飾ってたとかいう話だし、ウィーンの楽団の公演予定をキャンセルさせて自宅に招いたり、噓うそかホントか、偽にせ札さつを作らせたっていう話も聞くし……」

  　銀ぎん史し朗ろうもむっつりと押し黙る。ルーブルとウィーンは否定しないが、最後のあれは偽札ではなく、欲しかったトレーディングカードのレアカードの精巧なニセモノを造ぞう幣へい局を借り受けて一万枚刷すっただけだ。

  　銀史朗はふて腐れながら唇を尖とがらせる。いいじゃないか、見たかったし、聴きたかったし、欲しかったんだからさ。そんなの、カネのない人間のひがみじゃないか。

  「──てめぇら聞けッ！」

  　突如、視界の端で最前列に座っていたコートの男たちが立ち上がり、コートの中からショットガンを抜くや運転手と乗客に銃口を向ける。

  　先ほど見かけたひょろ長い男と小太りの男だ。

  「このバスはたったいまから俺様たちが乗っ取った！」

  「う、動くな！　おかしな真ま似ねをしたら、あ、あ、頭を撃ち抜くぞ。ホントだぞ！」
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  　銀ぎん史し朗ろうはがっくりと項うな垂だれて、小さく首を振る。

  　まさか転校初日からバスジャックとは……僕がなにかしたか？

  

  　バスはＵターンさせられ、市街地を出て人ひと気けのない小道を行くと、『立ち入り禁止』の朽くちた看板を越え、廃工場にある倉庫の中に停車させられた。銀史朗たち乗客は銃で小こ突づかれて席を立たされると、バスの中央に固められ床に座らされる。

  　何者かを待っているのか、バスから降ろされる様子はない。

  　事態が良く理解できなかった園児と小学生は最初こそポカンと口を開けていたが、ひょろ長い男の持っている銃の台だい尻じりで運転手がガツリと殴なぐられ運転席を強ごう奪だつされると、ビクリと震え小さく嗚お咽えつを漏もらし始めた。

  　固めて座らされている現在、子供たちは泣き通しで正直うるさい。

  　隣に座らされた楓かえでも顔を蒼そう白はくにして膝ひざを抱えている。

  　怯おびえている顔も可愛かわいいなと思った。

  「ど、どうするの？　あたしたち、もう終わりよ。殺されちゃうわよ！」

  「別に、そんなことないと思うけどなぁ……」

  　銀史朗は、先ほどから少し離れたところで密談している二人組を見み遣やった。

  　彼らが威勢が良かったのは最初だけだった。明らかにバスジャック犯たちは、この手の荒あら事ごとに不慣れな感じだ。小刻みに体を揺すったり、ショットガンの引き金に指をかけたまま銃口を覗のぞき込んだりしている。

  　放っておいても死ぬんじゃないだろうか。

  　突如、小太りの方がぶるりと震えると、スマートフォンを取り出し血けつ相そうを変えて指で叩たたき始めた。

  「なにしてるの兄貴？」

  「知ってるだろ、俺はネット依存症なんだ。定期的にメールやブログをチェックしないと手が震える──よし、『バスジャックなう』送信……っと」

  「ププ、なにそれ超傑けつ作さく。兄貴ってば最高だね」

  　銀史朗はイラッとした。

  「ふう、更新完了だ。…………で、俺たちこれからどうすればいいんだ源げん太た？」

  　兄のバスジャック犯が信じがたいことを漏らし始めた。

  「迎えが来るまでここで待ってればいいんだよ。そいつらにあの二人を引き渡せば、仕事は終わりだけど──」

  　そこまで言ってなにかに気付いたのか、ノッポの方が声を荒らげる。

  「──ちょ、本名呼ばないでよ、作戦中は俺は『ポピッツ=ハインリッヒ』だって、言ったじゃないか正しよう太た郎ろう兄ぃッ」

  「バ、馬ば鹿か野郎、俺のことは『火消しの風、ウィンド』と呼べと言っただろう！」

  「なんで二つ名っぽい偽ぎ名めいなんだよ、あと長いよッ」

  　どうやらひょろ長い弟が源げん太たで、小太りの兄が正太郎というらしい。

  　銀ぎん史し朗ろうが腕時計を見ると、もうＨホームＲルームが始まっている時間だった。これ以上、アイツ等に付き合わされるのはご免だ。

  「ちょっとお前たち集まれ」

  　銀史朗は手招きで泣いている子供たちを集めると、ビシッと親指を立てて自分を指した。

  「お前たち、僕は比ひ嘉が財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しだ。つまり権力者だ。わかるか？」

  　子供たちはスンスン洟はなをすすりながらも一いつ斉せいに首を横に振る。

  「…………。僕には護衛がいるんだ。面めん通とおしはしていないが、今日新しいのが来ることになっている」

  「強いの？」

  　子供の一人が目を真っ赤にしながら聞いてきた。

  「まあ、強いだろうね。なんたって僕の護衛だからね」

  「正義のヒーロー？」

  「そうだ。ヒーローだ」

  　子供たちの表情が徐々に明るくなっていく。

  「カッコいい？」

  　きっと、仮面ライダーやプリキュアみたいなのを期待しているのだろう。

  「……前任者は、ヤクザ顔で筋肉の塊かたまりみたいな奴やつだったな」

  　子供たちの表情が一瞬にして曇くもった。

  　銀史朗は慌あわてて取りなす。

  「ま、まあ待て！　ヒーローは呼べば来る！　それにはお前たちの応援が必要なんだ。どういうことかわかるな？」

  　もう、デパート屋上のヒーローショーのノリだったが、子供たちには覿てき面めんな効果があったらしく、両拳こぶしを握りしめ瞳ひとみを輝かせ始めた。

  　その時ぐいっと肩を摑つかまれて楓かえでの方に向けられる。

  「ちょっと跡取りくん？　そんな適当なこと言って大丈夫なの？」

  「大丈夫だ。そのために護衛に高い金を払ってるんだ。もし来なかったら『職務遂すい行こう能力に問題あり』って解かい雇こする良い口実になるしな」

  「あきれた。……来なかったら君をあの二人に突き出すからね」

  　銀史朗はポケットをまさぐり、自宅のメイドに渡された紙切れを取り出す。

  「カミオ……クレハって読むのか？　女みたいな名前だな」

  　銀ぎん史し朗ろうが一番元気そうな子供の肩を叩たたくと、促うながされた全員が大きく息を吸い込んだ。

  　ようやく異変に気付いたバスジャック犯たちが慌あわてふためくが、もう遅い。

  

  「「「助けて紅くれ羽はアアアアアアアッ[image: ]」」」

  

  　突如、バスの扉とびらが内側に弾はじけ飛び運転席にぶち当たると大音響を奏でながらガラス片を飛散させ、天井や壁にピンボールのように何度も激突して銀史朗の足あし下もとに転がってくる。

  　折りたたみドアの残ざん骸がいだ。スチール製のフレームがひしゃげている。

  　銀史朗も楓かえでもバスジャック犯も子供たちも、息を呑のんでドアの方を見つめた。

  　痛いほどの静せい寂じやくの後、ギシッという音と共に、おかっぱ頭の少女がバスに乗り込んできた──ドア粉砕器バツテリングラムを改造して鋭い杭くいを装そう填てんしたものを肩に乗せながら。

  　少女は、無表情に小首をかしげた。

  「お呼びで？」

  　子供たちは恐怖のあまり泣き出し始める。

  「チェンジッ、チェンジッ！」

  　銀史朗は必死で両手を振ったあと、頭の上でバツ印を作る。

  　──一体、なんなんだこいつは？　女だなんて聞いてないぞ。

  「だ、誰だよてめぇは！」

  　図はからずも銀史朗と同じことを考えたバスジャック弟が声を荒らげショットガンの銃口を向ける。

  　銀史朗の胸元くらいの上うわ背ぜいしかない少女は、粉砕器を捨てると涼しい顔で周囲を見渡し腕を組んだ。

  「なるほど、遅いと思って来てみればこういうわけですか……」

  「源げん太た気を付けろッ！　こいつ、比ひ嘉が財ざい閥ばつの護衛だぞッ」

  　銀史朗は驚きに打たれる。こいつ、比嘉財閥に要人護衛システムがあることをリサーチしている。ということはバスジャックは偶然ではなく、狙ねらわれたのは──

  　先ほどまで腑ふ抜ぬけた様子だった二人が、素早く室内戦用の広範囲拡散ソードオフショットガンを腰だめに構えると、ためらいなく引き金を引く。

  　強烈な発砲炎と銃声に人質の悲鳴が被かぶさる。

  　紅羽は後退するどころか拡散する寸前の散弾をスライディングでくぐり、雷らい撃げきのような速度で兄に肉薄する。手しゆ刀とうで喉のどを潰つぶし、ショットガンを放すまいと固く握り込んだ腕を逆に釣り込んで窓ガラスに投げ飛ばす。

  　六十キロはくだるまいと思わせる体が宙を舞い窓ガラスにぶち当たると、けたたましい音と共に車外に投げ飛ばされる様さまに、銀史朗は驚きよう愕がくした。

  「て、てめぇ！」

  　源げん太たが二射目を構えるよりも早く、紅くれ羽はが太ふと腿ももに巻いたホルスターから拳けん銃じゆうを抜き撃ちクイツクドロウ。弾はじき飛ばされ床を滑るショットガンにギョッとした表情をするが、破れかぶれになって雄お叫たけびを上げながら突っ込んでくる。

  　もはや勝敗の帰き趨すうは明らかだった。紅羽はやれやれと小さく首を振り、兄と同じ窓から楽々弟も投げ飛ばす。車外から「グッ」「ゴエ」というくぐもった悲鳴が二つ聞こえてきて──完全に沈黙した。

  　静せい寂じやくと火薬の匂においが車内に充満する。

  　やがてヒックヒックと嗚お咽えつが漏もれ始めた。出どころは人質の少年のうちの一人だった。

  「こ、怖かったよお～お姉ちゃあああああん」

  　少年は紅羽に走り寄る。

  　恐怖の呪じゆ縛ばくから解放された人質と正義の味方の抱ほう擁ようのシーンが、スローモーションで視界に映じる。誰がどう見ても感動的な場面だった。隣にいる楓かえでなどハンカチを取り出し感動する準備をしている。

  　紅羽も微笑を浮かべると少年を抱きすくめ、少年の顔にキスの雨を降らせた──などという展開だったらどれほど素晴らしかっただろう。

  　紅羽は少年の首をがっちりホールドして太腿からクナイを抜くと、凍った瞳ひとみで少年の首に押し当てる。

  「動くと喉のどをかっ切ります！」

  　楓がハンカチを取り落とし、銀ぎん史し朗ろうは頭を抱えた。

  　一体、なんなんだこいつは。脳に異常があるとしか思えない。

  「誰に頼まれたのです。黒幕を吐きなさい」

  「し、知らないよ」

  　紅羽が顔を上げると、キロリと銀史朗を見た。

  「坊っちゃんコイツを拷ごう問もんします。着任早々悪いのですが足を押さえていてもらえませんか？」

  「やめろ馬ば鹿か！」

  　銀史朗はクナイを取り上げると、解放された少年が今度は楓に抱きついた。

  「見ろ。アイツはどう考えても、人質の一人だろう」

  　紅羽は頰ほおを染めるとそっぽを向いた。

  「失礼しました。昔これくらいの少年兵に背中から撃たれたことがあるものでつい」

  「……………………。お前……何者なんだよ」

  「言ってませんでしたか？」

  「僕は聞いてない！」

  　誰かが通報したのだろう、遠くパトカーのサイレンの音が聞こえてきて、ほどなくして倉庫内に停車してバスを包囲する。回転する赤せき色しよく灯とうにあぶられながら、紅くれ羽はは目を閉じ胸に手を当てると、バスの床にひざまずいた。

  「私は民間軍事会社ＰＭＣ『ガンホーＧ・レディジョーカーＬ・インターナショナルＩ』所属の小隊長、神かみ尾お紅羽。あなたのお父上の命めいにより推参した銀ぎん史し朗ろう坊っちゃんの八人目の護衛です」

  　どうやら、本当にコイツが護衛らしい。


  



  


   第一訓　勝利の軍というものは、先まず勝つ条件を満たしてから実際に戦い、敗北の軍は先ず戦い始め、それから勝ちを求めるのである！


  

  「僕は認めないぞ」

  　屋敷に帰り夕食を終え自室に戻ると、銀史朗はキングサイズの天てん蓋がい付きベッドに飛び込む。マイクロファイバー地の、暖かくもキメ細かい起き毛もうにくるまれ、疲れから眠りに落ちそうになる。渋々付き合った警察の事情聴取は、退屈の一言だった。

  　結局、今日のところは自宅に帰されて、明日改めて転校の手続きと自己紹介をするらしい。

  　寝返りを打ち、サイドテーブルのランプに火を灯ともす。引き出しに入っている履り歴れき書を取り出し仰あお向むけになると、薄明かりの中かざす。今日は風が強いのか小さく窓が鳴った。

  　神かみ尾お紅くれ羽は。十五歳。女。

  　アフガン、ソマリア、イラクなど幾いく多たの戦場を渡り歩いてきた最強の兵士。

  　射撃、体術、爆破、諜ちよう報ほうなど様々なスキルに通じる。

  　また知能指数が高く某ぼう国の暗号解読班に半年在籍。

  　現在はＰＭＣ組織ＧＬＩに所属し、必要に応じて全世界に貸し出される武力である──らしい。他ほかは紅羽がいかに優秀かを示す細かい資料が添付されていた。ＰＭＣとは嚙かみ砕くと、商売の幅を広げた傭よう兵へいみたいなものらしい。

  　銀ぎん史し朗ろうは履り歴れき書の末尾に不可思議な一文を見つけて目を凝こらす。

  

  ・忍者の末まつ裔えい

  

  　幾いく多たの項目のうち、これ一つだけが手書きだった。きっと調査員もこの項目を書き加えるか散さん々ざん迷ったのだろう、文字の端々にインク溜だまりができている。

  　たしかにクナイを抜いたところを銀史朗も目撃してはいるが……。

  　銀史朗は頭髪を搔かきむしり資料を投げ捨てると、強い視線で天てん蓋がいを睨にらんだ。

  「……僕は、認めないぞ」

  　警察官がバスの中になだれ込んでくる少し前に、ひざまずいた紅羽は胸元から一通の文ふみを取り出して銀史朗に差し出した。

  　開いてみると、それは銀史朗の父親からだった。

  



  『また俺が雇やとった護衛を辞やめさせたらしいな銀史朗。


  お前には次期当主の自覚が足りない。


  比ひ嘉が財ざい閥ばつには千の盟めい友ゆうと一万の敵がいる。


  今回送った紅羽はいままでの護衛とは違う。


  良い機会なので貴様を鍛きたえ直してもらうように依頼した。


  今年も帰れないがよろしく頼む』


  

  　銀史朗は怒りで視界が真っ赤になった。

  　──なんだよ、また、自分の都合だけかよ。

  　銀史朗は天蓋に視線を据すえたまま心に決めた。これまでの護衛同様、あの女もあっという間に辞めさせてやる。

  「神尾……紅羽、ね」

  　フンと鼻を鳴らす。顔だけは可愛かわいかったな。

  「お呼びで？」

  「なにッ？」

  　銀ぎん史し朗ろうは飛び起きて声のした方にランプを掲かかげると、部屋の隅で膝ひざを抱えて座っている紅くれ羽はの横顔がぼんやりと照らし出され、飛び上がりそうになった。しかもまだ制服を着ている。

  「ど、どっから入ったんだお前ッ！」

  「どこからでも侵入可能です」

  「なにしてるんだッ」

  「坊っちゃんを護衛しています」

  「夜はいいよ！　守らなくて」

  「そういうわけにはいきません。あなたのお父上には二十四時間態勢で守れと言われています」

  「お前は、いつ寝るんだよ」

  「私は右脳と左脳を交互に休ませることができるので、基本的に坊っちゃんの言うところの睡眠は取らなくとも生きていけます」

  　そんなことができる時点で、もう人類ではないと思う。

  「僕のプライバシーはどうするんだ？」

  「安心してください。基本的に坊っちゃんが女の子とデートしようが、パソコンでいかがわしいサイトを見ようが口出しはしません。しかし少しだけ意外でした。お父上のお金を好きにできることをいいことに、毎夜酒しゆ池ち肉にく林りんを催もよおしていてもおかしくはないと思っていたのですが」

  「……お前の金持ち像は歪ゆがんでるぞ。それにウチのメイドたちは、そういうのにめっぽう厳しいんだ」

  「ああ、じゃあ天井裏にあったあのいかがわしい書物は、坊っちゃんが隠していらしたんですね。失礼しました、うっかりメイドたちに渡してしまいました」

  「な、なんだとッ？」

  　銀史朗は弾はじかれたように椅い子すに飛びついてその上に乗ると、天井中央の偽ぎ装そうタイルを外す。中から出てきた八桁けたのパスコードを入力して跳はね蓋ぶた式のハッチを跳ね上げ頭を突っ込むと天井裏を覗のぞき込む。

  　驚きよう愕がくが銀史朗を貫つらぬく。

  　銀史朗は唇を震わせながら信じられない瞳ひとみで紅羽を見た。

  「お、お前……どうやってパスコードを」

  　紅羽は立ち上がると、悪びれもなく後ろ手を組んで瞳を閉じた。

  「坊っちゃん、もう少し個人情報の管理はしっかりなさってください。坊っちゃんが使っている機械の型番は、もう乱数表作成ルーチンを網もう羅らした専用のハッキングユニットが闇やみマーケットに出回っています。まあ今回の件でセキュリティについて考え直す良い機会になれば幸いです」

  　銀史朗は全身から力が抜けてへたり込んだ。

  「お、おま……でもなんでそんなこと……」

  「坊っちゃんの寝しん所じよに爆発物が仕掛けられていないか徹底的に調べるのは護衛として当然の義務です」

  　当たり前のように言う紅くれ羽はを尻しり目めに、銀ぎん史し朗ろうはいまだにあっさりパスコードが破られたことが信じられず、ひんやりした跳はね蓋ぶたの鉄板部分を撫なでる。

  　これで、夕食時、屋敷のメイドたちがやたらウキウキしていた謎なぞが解けたが、そんなことはなんの慰なぐさめにもならなかった。むしろショックだったのは、先ほどの冗談みたいな紅羽の経歴がにわかに真実味を帯びてきたことの方だ。

  　紅羽はスカートのポケットに手を突っ込むと「これを」と言って一枚の紙切れを渡してくる。

  　銀史朗は崩れ落ちるように椅い子すに腰掛けながら紙切れを受け取って目を落とす。円グラフが二つ描かれていた。

  「なんだ、これは？」

  　紅羽は小さな丸眼め鏡がねをさっとかけて中指で眼鏡のツルを押し上げる。

  「坊っちゃんの平日と、休日の二十四時間の計画表です。これからこの通りに一日を過ごしていただきます」

  　銀史朗は紙に顔がくっつくほど目を凝こらしてグラフを見た。

  「なあ紅羽……睡眠時間が三時間しかないぞ」

  「人間、三時間も寝れば生きられるものです」

  「なあ紅羽……学校に行っている以外はすべて黒い色で塗ぬられてるんだが」

  「それはトレーニングの時間です。失礼ですが坊っちゃんのことを知るために、坊っちゃんの筋力、敏びん捷しよう力、耐久性などのパラメータを数値化してみました。驚くことに、いまの坊っちゃんは幼稚園児と素す手でで殴なぐり合うと殺害される危険性があります。近年まれに見るモヤシです。これから坊っちゃんは毎日三食プロテインを食べてこのカリキュラムに沿って生活してもらいます。

  　そして来たる三か月後の実戦訓練時には、二十名からなるタリバン兵の拠点に小銃一挺ちよう持った状態であなたをヘリから突き落とし実力のほどを拝見します。

  　もちろんパラシュート降下が前提になるので、習なら志し野のに行ってパラシュート基本降下バッジも取得していただきます。私の予定では、一か月後には素手でクマを殺せるようになり、二か月後には制服のボタンが筋肉で弾はじけ飛び、三か月後には自分の所持する小銃に女性の名前をつけて愛めでるようになります。このカリキュラムが終わる頃には坊っちゃんはどこに出しても恥ずかしくない立派な殺人マシーンに仕上がっているはずです」

  「お、お前……なにか勘違いしてないか？」

  　紅羽は小こ揺ゆるぎもせず、「というと？」と聞き返してきた。

  「アイツの言う『鍛きたえ直す』っていうのは、僕を兵士にするのとは、違うだろう」

  「私はお父上から坊っちゃんの監督に関する全責任を預かっているので、私のやり方に従っていただきます」

  　銀ぎん史し朗ろうはムッとしながら紅くれ羽はの前に立った。

  　ちびっこいくせに、やたら高圧的だ。

  「はっきり言っておくぞ、僕はお前が嫌いだ」

  　紅羽は目ま蓋ぶたを閉じると小さく首を振る。

  「笑顔で追つい従しようされるより百倍マシです。では私も言いましょう。怠なまけ者、臆おく病びよう、なにより銀史朗坊っちゃんは悲しいくらいに弱い。私もあなたが大嫌いです」

  　護衛に面と向かって嫌いだと言われるのは初めてだったので、銀史朗は一瞬言葉に詰まる。

  「ぼ、僕は、いままで七人の護衛を辞やめさせている。どういうことかわかるか？」

  「ご存じだとは思いますが、私の雇こ用よう主ぬしはあなたのお父上であり、あなたに私を解かい雇こする権限はありません」

  「でも、いままでの奴やつらは辞めさせた。色々な手段を使ってな」

  「…………お嫌いなんですか？　お父上のこと」

  　瞬間的にカッとなって、銀史朗は思わず紅羽を突き飛ばしていた。

  　紅羽が一瞬驚いたような表情をする。銀史朗もハッとして顔を逸そらすと、気まずい沈黙が降りた。

  「フン……じゃあ、好きなだけ見張ってろよ」

  　それだけ言うと紅羽の顔も見ずに再びベッドに潜もぐる。

  　しばらくして、背後からわずかな衣きぬ擦ずれの音がして、また紅羽が部屋の隅に戻って膝ひざを抱えたのを悟さとった。

  　銀史朗はベッドに寝ころんで紅羽が作成した非人道的極まりないカリキュラムを見た。

  　とんでもないことになってきたものだ。

  　一つだけ確かなのは、このスケジュールを順調にこなしていけば、銀史朗は三日ももたずに死ぬということだけだ。

  　では、どうすればいいのか？

  　銀史朗は紅羽に見えないように背を向けると、ひそかに笑う。

  　彼女に恨みはないが、神かみ尾お紅羽には早々に退散してもらうことにしよう。

  

  　翌日、銀史朗は比ひ嘉が家のだだっ広い食堂で朝食をかき込んでいた。

  　銀史朗を上かみ座ざとした長テーブルには家中のメイドも全員参加させ、各おの々おの食事を取らせている。通常この手のハウスキーパーたちは、主人たちの食事が終わったあとこっそり専用の部屋で食事をするものらしいが、さすがにこの広い食堂で一人で食事する気にはなれなかったので、銀ぎん史し朗ろうの方から食事を共にしてほしいと頼み込んでいる。

  　銀史朗がスープを飲むフリをしながらこっそり紅くれ羽はを盗み見ると、かなり遠い席に座りコーンフレークをもそもそ咀そ嚼しやくしている。さして美う味まそうでも不ま味ずそうでもない。

  　さすがに着任早々なので勝手がわからないのか、所在なさげに見える。が、知ったことではない。

  　銀史朗は急いで食事を全部かき込み、いの一番に食堂から抜け出すと、そそくさとトイレの中に逃げ込みズボンを下げて便座に腰掛ける。

  　よし撒まいたぞとほくそ笑んで顔を上げると、紅羽が無関心な瞳ひとみでこちらを見下ろしていた。

  「う、うわあああああああああああ！」

  　銀史朗は便座から転がり落ちながら素早くズボンをずり上げる。

  「な、なんでいるんだお前！」

  　紅羽が小首をかしげる。

  「仰おつしゃる意味が良く……昨日、二十四時間護衛すると言ったではありませんか？」

  「トイレの中までついてくるなよ！」

  「職務規定に変更はありません」

  「それとその服ッ！」

  　銀史朗はビシッと紅羽を指差す。

  　紅羽は自分の着た切り雀すずめの制服をじっと見る。彼女のブレザーは、バスジャック犯撃退や夜っぴての護衛を通して最も早はやクタクタになっている。

  「お前の身なりが汚いと、僕の品位まで疑われる。トイレにはついてくるな。風ふ呂ろには入れ。服は着替えろ。自分の時間を持て。これは命令だ」

  　紅羽はむっつりと押し黙り、しばらく無言で銀史朗を睨にらんでいたが、やがて「わかりました」と言って、踵きびすを返してトイレから出て行った。

  　銀史朗は扉とびらの隙すき間まから紅羽が廊下の角を曲がるのを見て、さらにそのまましばし待ち、そして完全に紅羽が戻ってこないのを確認すると小さくガッツポーズを取る。

  　銀史朗は名刺入れを胸ポケットから取り出すと、逆さにして床に残らずぶちまける。

  　懐ふところから携帯電話を取り出すと嬉き々きとして名刺の番号にかけまくった。

  

  　バスは一いつ旦たん大通りまで出てめぼしい停留所に止まると、小さく左折して林の中の細い道を直進する。そこからは緑一色の単調な景色が続いたが、窓の外、澄すんだ青空から差し込む陽光が木々の葉に当たり、木こ漏もれ日が瞬またたきながら降り注いでくるので妙に新鮮に感じる。

  　今日は雲一つない快晴と言って良かった。窓を開けたらさぞかし気持ちが良いだろう。

  　だが──

  　銀史朗は首を巡めぐらせて車内を見渡すが、銀史朗たちの席を除いてすべて空席だった。

  　まあ昨日の今日なのでわからなくもない。だが貸し切りとあっては、これまでのリムジン通学となにも変わらないので、なんのためにバス通学に切り替えたのかわかったものではない。

  　銀ぎん史し朗ろうはわずかに首を傾ける。

  　隣に座っている紅くれ羽はは華きや奢しやな膝ひざの上に通学鞄かばんを載のせ、姿勢を正したまま身じろぎもしない。

  　たしかに可愛かわいい。いや、銀史朗の人生史の中でも指折りの美少女だ。化け粧しようっ気もないし、まったく表情に愛あい想そがないのにここまで可愛いというのはただごとではない。

  　チビすぎるし胸がないのはいただけないが、よく見れば胸元はちょっと膨ふくらんでるのでまあ銀史朗のぎりぎり許容範囲内だ。

  　昨日見た長なが澤さわ楓かえでとはまったく異なるタイプの美人だ。

  　が、しかしこの仏ぶつ頂ちよう面づらはなんとかならないのか。ロボットかなにかに張り付かれているようで心が落ち着かない。

  　こいつ、実は新型のターミネーターか何かじゃないのか？

  　気付かないうちに凝ぎよう視ししていたらしい、紅羽がわずかに首を傾ける。

  「朝方から、やけに機嫌が良いですね坊っちゃん」

  「え？　そ、そうか？」

  　銀史朗は自分の顔を撫なでる。

  「ええ、正直もっと露骨に嫌われるものかと思っていましたので」

  「そ、そんなことはないさ。お前だって仕事だもんな。昨日はちょっと邪険に扱ったが、いまではお前の立場に同情してるくらいだ。これからも末永くよろしくな！　紅羽！」

  　銀史朗が白い歯を光らせて笑ってみせると、紅羽がブルリと背せ筋すじを震わせて二の腕を擦こすり始めた。

  「怪しい……」

  　銀史朗は紅羽の細められた瞳ひとみから目を逸そらして口笛を吹く。

  　それ以上追究されることもなく、バスは楽らく丸まる学園高等部前に到着し、銀史朗は舗ほ装そう路ろを踏む。もちろん、バスジャックに遭あうようなことはなかった。

  「坊っちゃん、あれはなんでしょうか？」

  　紅羽が指差す方向、楽丸学園高等部の校門を少し入ったグラウンドには、異次元が広がっていた。

  　ヘッドギアにグローブを嵌はめたボクシング部、まわしを締めた相撲すもう部、胴どう着ぎを着込んだ剣道部はまだまだ序の口だった。

  　キックボクサーに覆ふく面めんレスラー、定じよう規ぎで引いたみたいな直線ばかりの劇画顔の番長風の男、胴着に袖そでを通したおじいちゃんの空手家、無理矢理ブレザーに袖を通したヤクザっぽい男が長ドスをペロペロしゃぶっている。

  　校庭に居並ぶあまりに奇き怪かいな面々に、さしもの紅羽も小さく口を開けたまま固まってしまった。

  　全員を代表してか、学生服姿の四十代くらいの男が前に進み出てくる（顔にバッテン傷があるのでこいつもヤクザだろう）。

  「やあやあ比ひ嘉が銀ぎん史し朗ろうくん、突然だが君をイジメに来た」

  　本当に突然な上、棒読みだった。

  　銀史朗は思わず顔を覆おおいたくなる。もっときっちり演技指導もしておくべきだった。こんなもので紅くれ羽はをだませるのだろうか。

  　紅羽は眦まなじりを鋭くすると銀史朗を庇かばうように一歩進み出る。

  「坊っちゃんをイジメるおつもりなら、まずは護衛である私に話を通してもらわないと困ります」

  　紅羽の日本語もたいがいおかしかったが、ともあれ、彼女が気付いた様子はない。

  　銀史朗の知りうる限り最強の武道家その他を仕事の裏表を問わず集め、果ては楽らく丸まる学園高等部の各部にまで紅羽の情報を回覧するよう言こと伝づててある。

  　五十人はいるだろうか。紅羽を討ち取った人間には莫ばく大だいな謝礼が支払われるので、みな瞳ひとみがギラギラしている。頼もしいかぎりだ。

  　銀史朗はポケットに両手を突っ込み、鼻歌を歌い出したいのをなんとか堪こらえる。

  　まあ紅羽が泣いて許しを乞こうならば、この辺でやめておいてもいいだろう。この鼻持ちならない女が瞳の端に涙を溜ためて泣きべそをかく姿は、さだめし可愛かわいく見えるだろう。なんだったら護衛を辞やめても屋敷でメイドとして再雇こ用ようしてやってもいい。

  　銀史朗はサディスティックな妄想を転がしながら首を巡めぐらせる。

  　そこでギョッとして仰のけ反ぞった。

  　紅羽は小さく微ほほ笑えむと、徒と手しゆ空くう拳けんで獣けものの群れみたいな連中の方に歩ほを進めていた。

  「退屈だと思っていた護衛の任務、我われやりがいを見つけたり。逃げる者は追いません。戦う者は帯を締め構えを取りなさい。お相手つかまつりましょう」

  　ざわりと男たちに動揺が走り、百五十センチ足らずの少女に大の男たちが気け圧おされて人垣が割れる。

  「ま、待て紅羽。いくらなんでもこの数は無理だろう。ここで降参すればなにも命までは取らないって。僕からも一言いってやるから……な？」

  「坊っちゃん、怪け我がをするので下がっていてください」

  「おいおい……」

  　どうやら、本当にやる気らしい。

  　連中もこんな子供をいたぶるのは趣味じゃないらしく、『本当にやるので？』と視線で訴えかけてくる。

  　銀史朗も一瞬気が咎とがめたが、ここで彼女を倒して『護衛としての能力に問題あり』と正当な理由をつけて父親に叩たたき返さないと、今度は銀ぎん史し朗ろうが地獄のトレーニングに付き合わされる羽は目めになる。

  　銀史朗もヤクザに向かって顎あごをしゃくる。

  『やっちまえ』

  　獣けものたちが雄お叫たけびを上げながら紅くれ羽はに殺到する。四方八方から打ち掛かられ、瞬またたく間に銀史朗の立ち位置から紅羽が見えなくなってしまった。

  　顔だけは可愛かわいかったのでそこは殴なぐってくれるなよ、と思っていたが、銀史朗の考えを裏切るように、突如ラグビーで言うところのスクラム中央が爆発した。

  　相撲すもう部の巨漢が五メートルも吹き飛ばされて校庭の砂に頭から突き刺さった。風圧に、銀史朗の前髪がなぶられる。

  　かと思うと、ボクサーが地面と水平に吹き飛ばされ、登校中だった他ほかの生徒を巻き込んで吹き飛んでゆく。

  　銀史朗は啞あ然ぜんとする。

  　一言で言うと、紅羽は鬼き神しんの如ごとき強さだった。

  　ボクサーが素早く繰り出す手て数かずの二倍のパンチを返礼として浴びせかけ、剣道部が打ち掛かると残像を残して消え、次の瞬間、下から炸さく裂れつしたアッパーが面めん頰ぽおを叩き割る。

  　レスラーには摑つかまらず、ヤクザの長ドスはかすりもしない。

  　紅羽を中心に構成されていたスクラムから一人二人と、弾はじき出されていく。まさか五十人全部が負けることはあるまいと、銀史朗は腕を組んで静観していたが、五分経たつ頃には開いた口がふさがらなくなっていた。

  　呻うめき声が響く校庭には、戦闘継続可能な人間は二人しかいなくなっていた。

  　一人は紅羽、もう一人は胴どう着ぎを着て面を被かぶり竹刀しないを正せい眼がんに構えている剣士だ。さすがに最後に残るだけあって、そのオーラや立ち居振る舞いからただ者ではないのが窺うかがい知れる。

  「……その胴着の下、学生ではありませんね？」

  　紅羽は油断ない構えのまま問いかける。

  「剣道八段、士し道どう正まさ宗むね六十五歳ッ！　恥ずかしながら孫に車を買ってやるため、凶きよう手しゆに身を落とし候そうろう！」

  「……なにを言っているのかわかりませんが、引かぬなら倒すのみ」

  　紅羽は両腿ももから二挺ちようの同じデザインの拳けん銃じゆうを抜く。

  　昨日読んだ報告書が確かなら、格闘戦用にトゲトゲしいスパイクがついているオートマチック拳銃・ストライクガンだ。右手専用の拳銃らしいが、片一方を左手用に改造しているらしい。

  　どうやら打撃武器インパクトウエポンとしてストライクガンを使うらしい。

  　紅羽は二挺拳銃を持ったまま、複雑な構えを取る。

  「──二挺拳銃体術『破は邪じや顕けん正しようの構え』」

  　紅くれ羽はは、もうノリノリだった。

  　剣士も膝ひざのバネをたわませ竹刀しないをきつく握ると、突き発動の予備動作を取る。

  　一いつ触しよく即そく発はつの張り詰めた空気が満ちる──銀ぎん史し朗ろうは唾つばを飲んだ。

  「キエエエェェェ」

  「ハッ！」

  　パアアアアアン、という交錯音が響き渡り、二人の立ち位置が反転する。あまりに早すぎてなにが起こったのかわからない。

  　二人同時に振り返ると、紅羽は拳けん銃じゆうをブンと振り、剣士は構えを解き竹刀を腰に戻す。

  　ふいに士し道どうが膝をつき、血を吐く。

  「安心してください、峰みね打うちです」

  　──いや、峰ない。峰ないから！　血ぃ吐いてるぞ大丈夫かよ！

  　士道は震えながら紅羽を見上げた。

  「一体、どのようにしてそれほど強く……」

  　紅羽は悠ゆう然ぜんと拳銃をレッグホルスターに収める。

  「我われら護衛、冥めい府ふ魔ま道どうに生きる者にて人にはあらず」

  「か、可か憐れんだ……グフッ」

  　最後の一人が倒れ、夏も近いのにどこからともなく木枯らしのような冷たい風が吹いてくる。
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  　校庭は死し屍し累るい々るいだった。

  　ここで画面が狭くなり、墨ぼつ痕こん鮮やかな『終劇』の文字が出てくれば完かん璧ぺきだろう。

  　紅くれ羽はは風に吹かれるおかっぱ髪を片手で押さえながらこちらを振り返る。

  「さ、坊っちゃん参りましょう」

  「…………あ、ああ」

  

  

  「僕は比ひ嘉が銀ぎん史し朗ろうというものだ。いままで金持ち学校にいたけど、今回初めて庶民の学校に来てみた。フンッ、正直、僕はお前たちのことを格下だと思ってるけど、上流階級の人間だからって物もの怖おじせず、なんでも聞いてくれ」

  　銀史朗にとっての転校初日。銀史朗は教壇に立ちクラスメイトを眺め渡しながら胸を張る。

  　会心の自己紹介のつもりだったが「なにアイツ」「感じわるー」「もっとイケメンなんじゃ……」「わりとフツー……」など、女子は口々に不平を囁ささやいた。なんだよ、僕は比嘉財ざい閥ばつ御おん曹ぞう司しだぞ。もっと尊敬されたって、いいじゃないか。

  　隣には紅羽もいた。

  「じゃあ神かみ尾おさんも、せっかくだからもう一回自己紹介してもらえる？」

  　福ふく本もとと名乗った女教師がやんわりと紅羽に促うながす。

  「坊っちゃんのお側そばに仕えるため赴ふ任にんしてきました。趣味はなし。誕生日と血液型は不明。仕事は『戦争』です。よろしくお願いします」

  　福本教諭は引きつった笑みを浮かべた。おそらく、昨日と一いち言ごん一いつ句く違たがわぬ調子で挨あい拶さつしたのだろう。

  　福本教諭はクラスを眺め渡し「なにか二人に質問は？」と聞く。

  　ドッと凄すごい勢いで手が上がったかと思うと、雪崩なだれを打ったような勢いでクラスメイトが教壇前に詰めかけてきた。

  「ねぇねぇ神尾さんバスジャック犯撃退したってホント？」「仕事が戦争ってどゆこと？」「今日の学校のグラウンド乱闘騒ぎってロケ？」「ファンクラブ作っていいですか？」「スリーサイズ教えてくれ！」「今日何色のパンツ履はいてるのハァハァ」など同性から変態まで様々な人間に歓迎される。

  　結構可愛かわいいんじゃないかとは思っていたが、まさかここまで人気が出るとは。

  　銀史朗はクラスメイトに気付かれぬように紅羽の脇わきを肘ひじで小こ突づく。

  「おいお前、十五歳なんだろ。なんで僕と同じ二年の教室にいるんだ？」

  「飛び級です。それに、死んだ両親は私の生年月日を覚えていなかったので十五歳という年齢もおおよそのもの。一応、適当な生年月日で届けてはいます……」

  「血液型不明って……お前、戦場で負傷したことないのか？」

  「Ｏ型は少量であればすべての血液に輸血できるので問題ありません」

  　本当に、いい加減な女だなこいつは。

  　質問が一段落して銀ぎん史し朗ろうと紅くれ羽はの席が割り当てられる。

  　銀史朗が座らされたのは、まさに教室のど真ん中だった。銀史朗はよしと小さく頷うなずく。これは目立つ席だ。自分に相応ふさわしい。

  　それに対して──銀史朗は首を巡めぐらせると満足げに鼻を鳴らす。

  　紅羽は窓際一番後ろ、つまり銀史朗からそこそこ遠い席に離れたことになる。どうやら授業中まで至近距離で張り付かれる面倒は回避できたらしい。

  　その時、いままでじっと机を見ていた紅羽がぴんと手を上げて突然立ち上がる。

  「福ふく本もと先生、異議があります」

  「き、聞くだけ聞きます」

  「私を坊っちゃんの後ろの席に移動させてください」

  　福本が困った顔でこっちを見た。銀史朗は『やめてくれ』と視線で訴える。

  「神かみ尾おさん、申し訳ないんだけど、しばらくは、このままでやってみて」

  「……この席と是非交換したいという人がいたならば、交換してもよいでしょうか？」

  「ま、まあそれなら……」

  　紅羽は立ち上がると銀史朗の真後ろに座っている気弱そうな男子生徒のこめかみに銃を突きつけて撃げき鉄てつを起こす。

  「平和的解決にしましょう。まず、これはオモチャではありません。薬室チヤンバーには弾たまが入っており、安全装置セイフテイはかかっておらず、撃鉄ハンマーが起きており、引き金トリガーには指が掛かっています。これがどういうことかわかりますか？」

  　紅羽は空あいている手で懐ふところから取り出したスマートフォンを素早くタップするとYouTubeにアクセス、スイカに四五口こう径けいの銃弾が当たって粉こな々ごなになる動画を繰り返し見せた。

  　紅羽は一度も要求を突きつけなかった。

  　だが一分後、『席を是非交換したい』という人間が現れて、紅羽は何食わぬ顔で銀史朗の後ろに座り──心に重大な傷を負った男子生徒は「スイカが、スイカが……」と呟つぶやきながら頭を抱えて震えていた。

  　銀史朗がうんざりした表情で紅羽の方を振り返ると、彼女は小首をかしげて「親切な人もいるものですね」と白しら々じらしいことを言い始めた。

  　こいつ……。

  　だが、紅羽の狼ろう藉ぜきを見み逃のがさない人物がいた。福本である。

  「か、神尾さん？　あ、あああああなた、ピストルみたいなの取り出さなかった？」

  「ご冗談を。さ、私に構わず授業を」

  「き、昨日も大きな鉄砲、背中に背負ってたわよね。あまりに自然に持ってたんで逆にツッコミそびれたけど！」

  「Ｍ４アサルトカービンのことですか？」

  「そうたぶんそれ！」

  　紅くれ羽はは顎あごに手を当てて、しばらく下を向いて考え事をしていた。

  「ご冗談を。さ、私に構わず授業を」

  　シラを切り通す方向で行くらしい。

  　福ふく本もとの目が泳ぎ、冷や汗がだらだら垂たれている。

  　銀ぎん史し朗ろうは可哀かわい想そうにと、会って間もない女教師に同情した。

  　なるべく紅羽と関わりたくないと思っているのが態度でわかったが、校内に殺人器械を持ち込んでいる生徒の存在は、教師なら絶対に見過ごせないはずだ。

  　銀史朗は、頑張れ、頑張れ、と心の中で声援を送り続ける。

  　こちらの祈りが届いたのか、福本が教卓をバシンと両手で叩たたく。

  「誤ご魔ま化かされませんッ。神かみ尾おさん、護衛だかなんだかわからないけど、ピストルを没収するので出しなさい！　いますぐに！」

  　炸さく裂れつ音がした後、教室に静せい寂じやくが訪れた。福本がおそるおそる振り返ると、彼女のすぐ横の黒板になにかがめり込んでヒビが入っている。

  　紅羽が抜いた銃から硝しよう煙えんが上がっていた。彼女は挙手しながらゆっくり立ち上がる。

  「私には任務があります。それは坊っちゃんに降りかかる万ばん難なんを排はいし坊っちゃんを鍛きたえ上げること。福本先生、邪魔立てするならあなたを排除しますッ」

  「イ、イヤアアアアアアアアアアアア！」

  　福本は脱だつ兎との如ごとく教室から逃げ出し、銀史朗は頭を抱えた。僕の華はな々ばなしいデビュー初日になるはずだったのに。

  　だが本当の地獄はここからだった。

  　五分後、福本が泣きながら学年主任の南みなみ山やまという教師を連れてくる。

  「か、かかか神尾くん、こっちには君の要求を聞く用意がある」

  　紅羽が南山の横を狙ねらって一発撃った。

  　五分後、福本と南山が半べそをかきながら校長を連れてきた。

  「神尾くんこれはどういうことかね問題は困──」

  　黒板に一発ヒビが増える。

  　校長があとずさる。

  「そ、そんな馬ば鹿かなことが……ッ」

  「警告弾は撃ちました。次は耳です」

  　かくて、真しん打うち登場となる。

  　半べそをかいた福山と南山と校長が内ない藤とうという教師を連れてきた。

  　ノリと面白さを優先するらしい一部のクラスメイトは世紀の対決だと嬉き々きとして囃はやし立てる。

  　内ない藤とう左さ近こん、どうやら生徒指導の先生らしく、赤黒い肌に竹刀しないを担いでタンクトップという姿の劇画顔。身長が二メートル近くあってクマでも素す手でで殺しそうだ。明らかに、生まれてきた時代を間違えている。

  「話は全部聞いたぞ神かみ尾お！　貴様のような腐ったミカンはこの私が──」

  　ビスッと音がして内藤の横を銃弾が擦さつ過か。つ、と血が一筋、彼の頰ほおを伝った。

  「か、かかかかかかかかかか神尾ぉぉ！　き、きっさまぁぁッ！」

  「踊ってください」

  　紅くれ羽はが内藤の足あし下もとに連続で発砲する。

  　内藤が飛び上がり、その場で即興のダンスを踊る。

  「ぎゃっ、ウヒョほちょはあぁヘアッ」

  　三十秒後。

  「お、覚えてろよおおおおおおおぉぉッ！」

  　内藤は捨て台詞ぜりふを吐きながら逃げ出した。

  

  　神尾紅羽が転校初日に学校を『制圧』したというニュースは、その日のうちに全校生徒の知るところとなった。

  　比ひ嘉が財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司し転校の方は、まったく話題にならなかった。

  

  　その日の放課後、職員室に重い沈黙が降りていた。

  　全校放送で至急招集された職員会議は、楽らく丸まる学園高等部の教師たちが膝ひざを突き合わせても一向に解決の糸口が見えない。

  「私、もう教師やっていく自信がありません……」

  　紅羽のクラスの担任、福ふく山やまがさめざめと泣く。

  「しかし、あの生徒をなんとかしないと、大変なことになりますよ。拳けん銃じゆうを好き勝手に発砲する腐ったミカンを放置すれば、一か月後には無政府状態になっていてもおかしくありません」

  「ハハハ、南みなみ山やま先生も大おお袈げ裟さですな。しかし、本当にそんなに面倒なものなのですかな？　その神尾という生徒は？　みなさん少し神経過敏になりすぎなんじゃ……」

  　楽観論を振りかざす教師に、別の教師が眉まゆをひそめる。

  「高たか川がわ先生は、三学年の担任だからいいでしょうッ。今日一日、我々二学年の教師たちは大なり小なり神尾くんの被害を受けた」

  「しかし、そんなに問題なら、この際世せ間けん体ていは脇わきに置いておいて警察を呼べばいいのでは？」

  「一番初めにやりましたよ！　だが何回電話しても『すぐ行く』『すぐ行く』と言って一向に来やしない」

  「それは一体どういう……？」

  「あの生徒のバックには比ひ嘉が財ざい閥ばつがいます。そのことと、まあ無関係ではないでしょうな」

  　絶句して黙り込んでしまった高たか川がわを見て、校長はしずしずと立ち上がる。

  「このままでは埒らちがあきません。この問題について、ひとまず率先して解決に当たってくれる責任者を決めたいのですが。誰か立候補してくれませんか？」

  　案あんの定じよう、教師たちは校長から視線を逸そらすので、校長はゴホンと空から咳ぜきをする。

  「もちろん、タダでとは言いません」

  　校長は傍かたわらのホワイトボードに『特別活動費』という実態のよくわからない費目を書き加えると、さらにその下に報ほう酬しゆう額を書き入れる。

  「では、私がやりましょう」

  　何食わぬ顔ですっと立ち上がったのは、筋肉質の内ない藤とうだった。校長は昼間ダンスを踊らされた情けない彼を見ているので逡しゆん巡じゆんしたが、他ほかに立候補者もいないので我慢することにする。

  「他には？」

  「私でよければ」

  　眼め鏡がねのブリッジを中指で押し上げながら立ち上がった教師を見て、校長の顔がほころぶ。

  「おお近ちか村むら先生。やってくれますか！」

  　数学教師の近村隆たかし。知性的な顔つきをしたスラリとした美形の教師で、それでいて嫌味なところがなく、若いのにしっかりした先生というのが校長の評だった。

  「微力ながら、私も学校のお役に立ちたく」

  　人好きしそうな邪気のない笑みに、校長まで嬉うれしくなって何度も頷うなずく。

  「この二人にお任せすれば一安心だッ。みなさん長らく拘束して申し訳ありませんでした。では、とりあえずお二人に任せて定期的に報告会を開きましょう。それでいいですね？　お二人とも、お任せしましたよ！」

  

  　会議は二時間以上続いていたらしく、窓の外は濃い夕焼けになっていた。

  　体育教師、内藤左さ近こんは隣を歩く近村を見る。

  「それにしても意外でしたな、まさか近村先生まで立候補なさるとは」

  　細ほそ面おもての近村が顔を上げてなにか口にしようとした時、「じゃあねッ、さよならチカセン！」という言葉がすれ違いざまの女生徒から投げられる。

  「まっすぐ帰るんだぞッ」

  　近村は振り返りながら、活発そうな声で返す。

  　内ない藤とうはこれで三回目の挨あい拶さつだな、と心の中で恨みっぽく呟つぶやく。しかも女生徒ばかり。

  　ちなみにその三回とも、隣を歩いていた内藤は挨拶を一いつ切さいされていない。

  　やはり、細くて清潔な感じのイケメンなのだろうか？　──近ちか村むらのピチッと決まったスーツを見ながらそう思った。一体、あと何年待てば汗と筋肉がもてはやされる時代が来るのだろうか。

  「おモテになりますなぁ、近村先生は……」

  　ひがみっぽく言うと、振り向いた近村は慌あわてて手を振る。

  「まさかッ。いまの時代、女生徒との関係が[image: ]うわさされたらＰＴＡにいきなり後ろから刺される時代ですよ。それに、高校生なんてまだまだ子供ですよ」

  「まぁ、それは同感ですが……」

  　本当に笑顔を絶やさない好青年という感じの先生だった。

  「内藤先生こそ、今回どうして立候補なされたんですか？」

  「ん？　ああ、私は神かみ尾おに一度後おくれを取っているので、そのリベンジマッチですな。生徒指導の教師が生徒にナメられるわけにはいきません。校長のボーナスは最後のだめ押しですよ」

  　内藤は腕組みしながら先を続ける。

  「それにしても、これから具体的にどう動くか、なにかプランのようなものが近村先生にはおありなのですか？」
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  「とりあえず、しばらくは交代で様子を見ましょう」

  「は？　それは策さくがないということですか？」

  　近ちか村むらはふいに立ち止まると、朗ほがらかに笑いながら両手をポケットに突っ込む。

  「内ない藤とう先生は、どこまでやれば今回の問題の解決になるとお考えですか？」

  「それは……まあ神かみ尾おから鉄砲類を没収して授業中の問題行動は控えるように言えば……」

  「それを大人しく聞く相手じゃないから他ほかの先生も苦労しているわけですよね？」

  「まあ、確かに……」

  　では、停学や退学という強制措そ置ちだろうかと考えて、それも違うなと即座に首を振った。あの生徒なら停学や退学を食らった翌日もケロッとした表情で登校してきそうだ。

  　内藤は小さく溜ため息いきをつくと、手を上げる。

  「降参です。我々はどうすればいいのですか？」

  　近村は中指で眼め鏡がねのブリッジを押し上げる。知性的な瞳ひとみがその奧で光った。

  「彼女は比ひ嘉がくんの『護衛』を名乗って学校に来ているようなのですよ。つまり彼女の行動は比嘉くんの護衛中心で回っているんですよ。だから、なんらかの理由でその遂すい行こうが困難になる、あるいは彼女が比嘉くんを護衛する意味がなくなれば、彼女としてはもう学校に来る理由がなくなると思うんです」

  「なるほど……」

  「私は『神尾紅くれ羽はを自主退学させる公式』を編み出しましょう。私が作戦を考えて内藤先生が実行する。偶然にもこの場には『知』と『力』が揃そろっている。怖いものなしじゃありませんか。ひとまず私は仲のよい女生徒に彼らの情報を集めさせます。打って出るのはそれからにしましょう」

  　内藤は思わず何度も頷うなずいていた。さすが数学教師というべきか、言っていることが理にかなっているように聞こえる。

  　腹の底から自信が湧わいてくるのがわかる。

  　顔を見合わせると、どちらともなく笑み崩れた。

  「我々は、存ぞん外がい良いコンビかもしれませんな」

  「ええ、では頑張りましょう」

  

  　その後も散発的に職員会議が招集され、紅羽に対する対抗策を会議した。

  　教師同士も情報の漏ろう洩えいを避けるため自然と符ふ丁ちようを用いて会話をするようになり、いつしかこの職員会議は『ＫＫＨ団』と呼ばれ、秘密結社的雰囲気を帯び始める。

  　ＫＫＨが『神Ｋ尾紅Ｋ羽を早Ｈくなんとかしないと団』の略称であることは、ほとんどの生徒は知らない。

  　ともあれ、教師連合が、打倒神尾紅羽のためひっそりと動き出したその初日だった。

  

  「ぐえぇ、もう駄目だ……死ぬ」

  　銀ぎん史し朗ろうはガン、ボゴンという音を立てて思い切り頭を打ち付けながら教室の机に突っ伏す。

  　指先一本すら動かす気になれず、というより体全体が思うに任せない。全身疲労物質の塊かたまりみたいだ。

  　体の芯しんに太い針金が入ったかの如ごとくギクシャクした動きになり、少し身じろぎしただけで激痛が走る。

  　銀史朗の目ま蓋ぶたは睡眠不足と気け怠だるい疲労感で重くなる。

  　絶対に目蓋を閉じてはいけないと脳内で警告が鳴るが、そうと知っていても抗あらがえないのが睡魔というものだ。

  　おやすみ、と自分に挨あい拶さつを投げて意識が拡散していくが、刹せつ那な、比ひ喩ゆではなく電撃が走り体が踊る。

  「ぎゃああああああああッ！」

  　銀史朗の絶叫にクラス中が雑談を止めるが、すぐに『またか』という雰囲気で会話を再開する。

  「紅くれ羽はぁ……お前ぇ……」

  　恨みがましく後ろを振り返ると「お呼びで？」と紅羽が無表情に小首をかしげた。

  　彼女の小さな手には大きなスタンガンが握られている。

  　転校から早はや一週間が経たっていた。

  　銀史朗は紅羽を追い払う作戦にことごとく失敗し、その代償として掛かけ値ねなしの地獄を見ていた。

  「僕を起こすのにスタンガンを使うのはやめろ！」

  「私だって最初からこれを持ち出したわけではありません。揺すってもつねっても起きない坊っちゃんが悪いのです。坊っちゃんは『刺し股こ』という言葉をご存じですか？　中国の蘇そ秦しんが勉強中の眠気を払うため、自分の股ももに錐きりを突き刺した故事から来ている言葉です──私が何が言いたいのか、おわかりになりますか？」

  「中国には、とんでもない変態がいるんだな……」

  　紅羽が少しムッとした表情をする。

  「違います。私は蘇秦の錐になろうと思うのです」

  「それは、自分でやるから美談になるんだろッ。お前が寝てる僕を背後から突き刺すのは違う。そうだ、この前世界史の授業でやったぞ。秘密警察ゲシユタポがとっつかまえたスパイを不眠の拷ごう問もんにかけるんだ。寝たりしたら殴なぐったり水かけたりして叩たたき起こして、精神を参らせる。お前がやってるのはそっちだろ」

  「睡眠時間ならちゃんと与えているかと思いますが？」

  「三時間は眠ったうちに入らない！」

  「駄目です。二十四時間を効率的に使うには、それ以上の睡眠は取らせるわけにはまいりません。ただでさえ坊っちゃんを鍛きたえ上げる計画に遅れが出ているのです。そうです、いいことを思いつきました。遅れを取り戻すため明日からはトレーニングの密度を三倍にしましょう」

  「ゲェッ！」

  　とんだやぶ蛇へびだった。

  　このＰＭＣ忍者に抗弁してもなんの意味もないのはこの一週間でイヤと言うほど思い知らされていたので、銀ぎん史し朗ろうは一応の意思表示として舌打ちと嫌そうな顔は忘れない。だが内心は溜ため息いきをつきたい気分だった。

  　よく、まだ生きているものだと思う。

  　当初は、あのカリキュラムで生活したら三日で天に召めされると思っていたが、意外なことに一週間経たっても銀史朗はまだ生きている──さすがに限界が来ていたが。

  　重たい小銃を持って匍ほ匐ふく前進でネットの下をくぐったり、跳び箱、鉄棒、ランニングなどの軍隊式のトレーニングをやらされることは、なんとなく彼女の経歴から予想がついていたが、それに加えて『水の上を走る（右足が沈む前に左足を出せとか言われた）』『縄なわ抜け（縛しばられて巨大水すい槽そうの中に突き落とされた）』などの摩ま訶か不思議なカリキュラムは一体なんなのだろうか。これはもう、忍者になるための修行以外考えづらいのだが……。

  　自分の部屋に毎夜勝手に侵入してきて、夜通し部屋の隅で膝ひざを抱えていることには慣れた。ただの人型の置物かなにかだと思えばいいのだ。実際、ほとんど身じろぎもしないし、呼吸をしているのかすら怪しくなる時がある。

  「お前、なにか弱点みたいなものはないのか？」

  　銀史朗は瞳ひとみを細くして、つぶさに紅くれ羽はを観察しながら聞く。

  「質問の意図がよく……」

  　銀史朗はボリボリと頭を搔かいて唸うなる。

  「あーもうッ。だから降参だといったんだよ。僕がこの一週間お前に色々やってきたこと、気付いてるんだろ？　例えば、お前が僕の位置を摑つかむために僕の服や靴くつや携帯電話とかにＧＰＳ発信機を仕込んでいるのは知ってる。だから妨害電波発信機ジヤマーを持ってＧＰＳをキャンセルしたのにそれでもお前はすぐ僕を見つける。一体あれはどういうことなんだ！　タネを教えてくれ」

  　銀史朗の悲鳴に近い投とう了りようを聞き、紅羽はわずかに嬉うれしそうに口元をゆるませた。

  「わけもないことです。坊っちゃんが悪わる巧だくみをする時、いくら表面上は普通を装っても濃いアドレナリンの匂においがします。その時だけ坊っちゃんの動向に注意を払っていれば良いのです」

  「ア、アドレナリン？　そんな匂い、人間に嗅かぎ分けられるのか？」

  　紅くれ羽はは小首をかしげる。

  「坊っちゃんはできないのですか？」

  「できないよ！　ずっと思ってたけどお前やっぱ人類じゃないだろ！」

  　じゃあ、一体どうやってこいつを辞やめさせればいいんだよ！

  　途端に気け怠だるさがぶり返してきて銀ぎん史し朗ろうは力なく前を向くと、机に突っ伏す。再び目ま蓋ぶたが重くなってきたが、今度こそ眠るわけにはいかない。

  　机に顔をくっつけたまま、なんとはなしに窓際の方に視線をさまよわせると、そこで心臓が大きく高鳴った。

  　長なが澤さわ楓かえでが笑っていた。

  　窓際前から二番目の席にいる楓が、席に座りながら級友とお喋しやべりしているのだ。

  　会話は聞き取れないが、時とき折おり口元に手を当てて笑う姿に、口が半開きになり魂たましいを抜かれかける。

  　──やっぱり可愛かわいいなぁ。

  　銀史朗が転校して早はや一週間経たち、だいぶクラスや学校についても理解してきた。そして色々見えてきたことがある。

  　ひそかにクラス一可愛いのではないかと思っていた楓は、クラスどころか学年一の美少女で、ファンクラブまで存在することまでは調査書には書かれていなかった（新設された紅羽のファンクラブもほぼ同数の会員を保持しているのは不思議というほかないが）。

  　まあ当然だろうと思う。綺き麗れいだし、性格もいいし、スタイルも抜群だ。朝、彼女に挨あい拶さつされた日は、それだけで一日中ウキウキした気分になる。

  　銀史朗は突っ伏したまま、楓の体の部分にフォーカスを当てる。

  　Ｂカップ？　いや、Ｃくらいはあるな。将来的にはもっと大きくなるんだろうなぁ。あっ、いまおっぱい揺れた。絶対揺れた！　かすかだけど絶対揺れたぞ。あ、また笑った、可愛いなぁ。おい一緒に喋ってる一般庶民Ａ。そうだお前だよ。お前は、もっと楓ちゃんを笑わせろ。そのためだけにいるんだ。僕のために笑わせるんだ。あ、なに手を振ってるんだ。もう行っちゃうのか？　一般庶民Ａ、お前にはがっかりだよ！

  　銀史朗にクソ味み噌そに言われている女生徒が楓に手を振って別れると、銀史朗は溜ため息いきをついた。

  『楓ちゃんと仲良くなりたい』という思いは日増しに強くなってくるが、あれ以降、目立った会話もないままである。

  「誰を見ているのですか？」

  「うわっ」

  　銀史朗は驚いて椅い子すから転げ落ちる。いつの間にか、すぐ横に顔をつけて銀史朗の視線の先を追っていた紅羽がいる。

  「お、お前……」

  「あれはバスジャックの時に一緒にいた長なが澤さわ楓かえでですね。そんなに彼女がいいのですか？」

  　頰ほおが紅こう潮ちようするのを感じながらも勢いよく立ち上がると、背伸びして彼女に顔を近づける。

  「す、少なくともお前よりはなッ」

  　紅くれ羽はは理解に苦しむように少しだけ眉まゆを下げる。

  「そんなにお好きなら話しかければよいではないですか？　坊っちゃんは大抵の人間には自信に満ちた調子で振る舞えると思っていたのですが……？」

  「僕は、自分より格下だと思ってる奴やつらには普通に振る舞えるけど、そうじゃない人間とはまともに喋しやべれないんだ！」

  　紅羽は一瞬、残念な生き物を見るような目で銀ぎん史し朗ろうを見た。

  　やがて、小さく首を振ると何気ない調子で呟つぶやく。

  

  「──そのご縁、私が結んであげましょうか？」

  

  「え……？　ほ、本当かッ？」

  「ええ」

  「な、なんでお前がそんなことする必要があるんだよ」

  「比ひ嘉が財ざい閥ばつの嫡ちやく男なんたるもの、女性の扱い方くらい心得ていなければなりません。ならば私が実地でそれを教えるのも悪くはないと思いましたので」

  　二つ返事で紅羽の提案に飛びつきそうになるが、その時、脳裏で素早く警報が鳴って彼女から飛び退すさる。

  「そ、そうはいかないぞ。お前にはここ一週間ひどい目に遭あわされてるんだ！　それに失敗したらそれこそ普通のクラスメイトですらいられなくなる。もしそうなったら、どうしてくれるんだよ？」

  「その時は私も職を辞じしましょう」

  「は……？」

  　銀史朗は、何かの聞き間違いかと思った。

  「坊っちゃんが長澤楓と修復不可能な関係に陥おちいってしまったら、あなたのお父上に私を護衛から外してもらうようにお願いします。つまり、私もリスクを負えばいいのでしょう？」

  　銀史朗は絶句していた。

  　ここ一週間、彼女を辞やめさせるためだけに巨額の資金を投じてきたのに、まさかこんな簡単に言げん質ちが取れるとは思ってもみなかった。

  　紅羽は、おかっぱ髪の下にある冷たい瞳ひとみで、射すくめるように銀史朗を見る。

  「そのかわり、わざと失敗するような真ま似ねは謹つつしんでください。やるからには全力で、です。その約束を守っていただけるのなら──坊っちゃんの恋愛、私がプロデュースしましょうッ」

  「おおッ！」

  　銀ぎん史し朗ろうはその迫力に思わず仰のけ反ぞる。

  　そこまで自信満々に言うからには、おそらく紅くれ羽はは恋愛に関して海うみ千せん山やま千せんのプロなのだろう。ここら辺はさすが帰国子女と言うべきか。

  　紅羽は背せ筋すじをピンと伸ばし、手をスカートの前で重ねると銀史朗の覚悟を問う。

  「どうしますか坊っちゃん？」

  　紅羽の存在はたしかに目め障ざわりだが、それよりも好きな女の子といちゃいちゃしたりそれ以上のことをしたいと、かなりぶっちゃけ思う。

  　断る理由などなかった。

  　銀史朗が大きく頷うなずくと、紅羽は「では、契約完了ですね。男らしい決断です、坊っちゃん」とうっすら笑う。一瞬ドキリとしたが、すぐにハッとして首を横に振った。

  

  　次の時間とその次の時間の授業中ずっと、紅羽はもの凄すごい速度でノートになにかを書き込んでいた。

  　何度かチラチラ覗のぞき見たが、見たこともない数式が書き込まれており、銀史朗の知識を総動員しても、それが因数分解ではないということくらいしかわからなかった。

  　紅羽が授業をまったく聞いていないのが明白だったので、堪たえかねた数学と生物の教師が難問を当てたが、顔も上げず答えを言ってのける。教師たちはハンカチ嚙かんで悔しがった。

  　そして昼休み。

  「できました」

  　紅羽がシャープペンシルを静かに置くと、持ち前のツンとおすましした顔で銀史朗を見た。

  「よ、よしッ。じゃあ、なにをすればいいんだッ」

  「シッ、少し待ってください」

  　紅羽は横目で楓かえでが弁当を持って教室から出て行くのを見送ってスッと立ち上がると、チョークを手にカツカツ黒板に書き殴なぐり、やがてチョークを置くと掌てのひらでバンと叩たたく。

  『七つのＳＬＰ』とあった。

  「私がソマリア、アフガン、イラクなどの戦場を通して学んだ戦訓を複雑な計算式を使って言語化した恋愛における七つの絶対法則『Survivalサバイバル Loveラブ Programプログラム』通称ＳＬＰです」

  　一体ソマリアと数式がどういう化学反応を起こして恋愛法則になるのかさっぱりわからなかったが、ここは真ま面じ目めな場面なのでたぶん気にしちゃ駄目なんだろう。

  　紅羽はチョークを取り出すと第一訓を書く。『勝利の軍というものは、先まず勝つ条件を満たしてから実際に戦い、敗北の軍は先ず戦い始め、それから勝ちを求めるのである！』とあった。

  「まずは坊っちゃんは私を通じて一般的な女性の心理を知ってもらいます。しかるのちに行動です。『断じて行おこなえば鬼き神しんもこれを避く』と『史記』にもありますし、行動のないところに成果はありません」

  　一般的な女性は『史記』の文章を引いてきたりしないような気もしたが、ここも真ま面じ目めな場面なのでたぶん気にしちゃ駄目なんだろう。

  　銀ぎん史し朗ろうは腕組みをする。

  「お前の言いたいことはわかった。じゃあ、さっそく僕にその女性心理というのをレクチャーしてくれ」

  「まず、女性は自分を酔わせてくれる甘い言葉を囁ささやかれるのが大好きです。頭のいい男性も好きなので、自分が知的に洗練されていることを彼女にアピールすることも大いに効果的でしょう。ただ、喋しやべりすぎてボロを出さないことです。男は多くを語らないことで語るのです」

  「そ、その知識、本当にアテになるんだろうな……」

  「ええ、南アの戦場で知り合った傭よう兵へい仲間が私に教えてくれました。最さい期ごは渡と河かの際、アリゲーターの大群に食われて死にましたが」

  　──縁起悪ッ！

  「おや、[image: ]うわさをすれば、長なが澤さわ楓かえでが帰ってきましたね」

  「なんだってッ？」

  　慌あわてて振り返ると本当に楓が教室に戻ってきた。弁当の包みは開封された様子がなく、やや俯うつむき加減だ。さっき出て行ったばかりじゃないか。

  「一体、どうしたのでしょうか？」

  　銀史朗はそこでハッとして手を打った。

  「今日は、風が強いから屋上の扉とびらに鍵かぎが掛かってたんだよ。彼女はいつも屋上で友達と待ち合わせてお弁当を食べているからな」

  　紅くれ羽はの瞳ひとみが細められる。

  「ほぉ、坊っちゃん随ずい分ぶんお詳しいのですね」

  「そ、そうか？　このくらい常識じゃないか？」

  　銀史朗は視線を逸そらしながら口笛を吹き、左手で制服の裏に縫ぬい留めた『楓ちゃんファンクラブ会員Ｎｏ．０１３３』のワッペンをぎゅっと押さえた。

  　紅羽の監視のわずかな隙すきをついて、電話加入＆宅配されてきた銀史朗の大切な宝物だ。

  「まあ、なんであれ構いません。ではさっき教えた通り話しかけてみてください。坊っちゃんがどの程度やれるものか一度見てみないことには」

  　掌てのひらから出てきた変な汗をズボンにこすりつけ、喉のどを鳴らす。

  「ほ、ホントにやるのか？　バスジャック事件以降、僕たちはまったく会話をしていないんだぞ」

  「坊っちゃん、男を見せてください」

  　銀ぎん史し朗ろうはぎゅっと拳こぶしを握ると顔を上げ顎あごを引いた。

  「行ってくるッ」

  　彼女の机の前に行くと、楓かえでが顔を上げ、くりっとした大きな瞳ひとみで銀史朗を見た。

  「あ、跡取りくん」

  「や、やあ楓ちゃん」

  　銀史朗はどさくさに紛まぎれて名前で呼んだ。

  　唇の端が不気味に震え、ブワッと脂あぶら汗が吹き出る。銀史朗はさっそくなにを言えばいいのか忘れた。紅くれ羽はの方をちらりと見ると、彼女は『酔わせる台詞せりふ』と黒板に書いたところを指示棒で指していた。

  「フ……いま天界では天使がいなくなったって大騒ぎなんだ。なぜかって？　こんなところに天使がいるんだからね」

  　楓は小さく口を開けたままフリーズしてしまった。

  　銀史朗は黒板を見る。今度は『知性』に指示棒が当てられている。

  「ねぇ知ってる？　ザリガニって頭からおしっこをするんだ」

  　楓はフリーズしている。

  　黒板を見る。『素早く撤てつ退たい』

  「言いたかったことはそれだけさ。じゃあね」

  　銀史朗は右手と右足を同時に出すピョコピョコした動作で歩きながら紅羽の元に戻ってきた。額ひたいの汗を拭ぬぐい、一仕事終えた男の顔をする。

  　はっきり言おう、会心の出来だ。

  「どうだった？」

  「…………………………。坊っちゃん、良い評価と悪い評価の二つあります。どちらから聞きたいですか？」

  「えっ、じゃ、じゃあ良い評価」

  「結果はともあれ過程のみに焦点を当てるならば、よく長なが澤さわ楓に声をかけましたね。大変ご立派です」

  「なんで、目を逸そらしながら言うんだ？　じゃあ……悪い評価は？」

  「坊っちゃんは史上最低の変態です」

  「お前、絶対解かい雇こしてやるッ！」

  　紅羽はやれやれという風に首を振った。

  「坊っちゃん、一説には人間は第一印象が九十％とも言われています。いま坊っちゃんはその九十％をまるごと失いました」

  「僕と楓ちゃんが最初に会ったのはバスジャックの時だぞ」

  「いえ、男性としてアプローチしたのは今回が最初です。いまこの瞬間も長澤楓の中で『天使とおしっこの話題を出して脱だつ兎との如ごとく逃げ出した世にも奇妙な変態』という坊っちゃんの第一印象が醸じよう成せいされつつあります」

  　銀ぎん史し朗ろうは真っ青になった。

  「ど、どどどどどどどどうすればいいんだよ！　なんとかしろ紅くれ羽はッ！」

  　紅羽はスカートに手を入れてホルスターから拳けん銃じゆうを抜くと、銀史朗に握らせた。

  「さっきの発言より強烈な印象を与えて第一印象を上書きするのです。昔の人間は、梅毒を治療するのにマラリアを感染させて高熱で菌を殺したそうです。坊っちゃんはマラリアでなければなりません」

  　それ、症状としては悪化してるんじゃ……。紅羽が何を言いたいのかさっぱりわからなかったが急がなければならないのだけはわかった。

  「坊っちゃん時間がありません。さあ早くッ」

  　銀史朗は変な汗が出てきて耳の奧がくわんくわん鳴る。

  「行ってくるッ！」

  　銀史朗は楓かえでの席に取って返すと血走った瞳ひとみで彼女のこめかみに銃を突きつけた。

  「さっきのはナシでこっちが俺の本性だ！　いいかッ、いつかお前を俺のモノしてやる。覚悟しろこのアマッ！　ゲヘヘッ」

  「ヒイイィィィ！」

  　銀史朗は怯おびえる楓に鼻を鳴らし唾つばを吐いて立ち去った。

  「大変ご立派です坊っちゃん。頭がおかしくなったような格好良さでした。これで第一印象の最悪さは完全に消え去りました。見違えるようです」

  　いや、見違えるというかなんというか……。

  「さっきは優やさ男おとこ路線だったのに急に狂犬じみた感じになってて混乱しないかな？」

  「いいのでは？　ジキル博士とハイド氏みたいで」

  「それ誉ほめてるんだよな？」

  　楓の方に首を巡めぐらせると、椅い子すに座ってワナワナ震えていた楓が突如、「いい人だと思ってたのにッ」と女友達に泣き付いた。女友達の方は「犬に嚙かまれたと思って忘れなさい」と言いながら優しく楓の肩を叩たたいている。

  「楓ちゃん泣いてないか？」

  「泣くほど嬉うれしかったのでしょう」

  「ほ、ホントかなぁ……」

  　紅羽は黒板のＳＬＰにチョークで花丸をつけこちらを振り返ると、なぜか足を開き、後ろ手にして胸を張った。

  「これにて第一訓を終了します。作戦は大成功と言えましょう！」

  　銀史朗は言いしれぬ不安を抱えたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。


  



  


   第二訓　銃は常に弾が入っているものとして扱え！


  

  　大気がやや冷え込み、夕日が地平線の向こうに傾き始めた。

  　昇降口で靴くつに履はき替え家に帰ると、机の上に『もうＳＬＰは始まっています』という犯行予告めいた不気味な文もん言ごんが書き付けられた紙と、集合時刻、そして手書きの地図が置かれていた。

  　間違いなく紅くれ羽はの仕し業わざだ。

  　正直行きたくなかったが、一度約束をしてしまった以上、いきなり破るわけにもいかない。

  　地図を頼りに歩くと、学校の近くの雑ぞう木き林だった。

  　今度は何を企たくらんでいるのかと腕組みしながら待つこと三十分、一向に紅羽は姿を現さない。時刻を確認すると、すでに約束の時刻を過ぎていた。

  　空が暗くなり、街灯が明滅しながら点灯する。

  　人を呼びつけておいてどういうことなのかと思うが、すぐに首をかしげる。いままで几き帳ちよう面めんなアイツが、一度でも約束の時刻に遅れたことがあっただろうか。

  　おそるおそる雑ぞう木き林の向こうに顔を向け、小さく囁ささやく。

  「お、おい紅羽……いるのか？」

  「やれやれ、今頃お気付きになりましたか坊っちゃん」

  　突如、二メートル手前の林が立ち上がった。

  「うわあああああああああああ！」

  　腰を抜かしながら見上げると、それは林を身にまとった人間だった。毛のように見えたものは、偽物イミテーシヨンの草らしい。

  　草人間は顔の部分を手で払うと、中から迷めい彩さい色のフェイスペイントをした紅羽が現れる。

  「お、お前かよ。なにやってるんだ！　てか、それはなんだ」

  　紅羽は胸元の草を一束たば摑つかむ。

  「これはギリースーツといって、隠おん形ぎようと迷彩を兼ねた特殊作戦用スーツです。坊っちゃんがいつ気付くのかと思って隠れていましたが、最後まで気付かないのではないかと思ってこちらが不安にさせられました」

  「いや……」

  　危うく気付かないところだったと言いかけて、なんとか口をつぐむ。

  　人間は普通、呼吸もすれば体温も発散するし、動けば大気を搔かき回すだろう。ここまで完全に気配を消すことができること自体、驚きよう異い的なことだ。

  　銀ぎん史し朗ろうは立ち上がり、パッと尻しりについた草を払うと、偉そうに咳せき払ばらいする。

  「で、一体、今回のサバイバルラブなんちゃらってのは、なんなんだよ？」

  「もうすぐ長なが澤さわ楓かえでの下校時刻です。坊っちゃんは長澤楓の住所をご存じですか？」

  「うん？　いや、知らないけど……」

  　転校前にクラスメイトのことは簡単に調べさせていたが、住所はどうでもいいと思ってその対象に入れていなかった。そこまで考えて、紅くれ羽はの意図に思い当たる。

  「まさかお前……」

  「その通り。尾つけるのです。住所さえ突き止めればあとはこちらのもの。これからの戦術も随ずい分ぶん練りやすくなるというものです」

  　戦術、という言葉に銀史朗はうそ寒いものを覚える。

  「でもそんなの、うちお抱えの調査員に調べさせればいいじゃないか？」

  「それでは意味がありません。坊っちゃんが調べてこそ意味があるのです。男というものは、常に女を追い続けるもの。狩しゆ猟りようの醍だい醐ご味みは、自分で追跡して獲え物ものを仕留めることにあるのです」

  「狩猟ってお前……」

  　自分は楓とデートしたり、手を繫つないだり、キスしたり、そういうのを夢見ているのだ。断じて、楓を狩り出そうなどと考えたことはない。

  　紅羽は無表情に小首をかしげる。

  「わからないのですが、男性の目的とはつまるところ、美しい女性と関係を持って、女性を所有しているという所有欲、及び達成欲と征服欲を満たすことにあるのではないので？」

  　銀史朗の頰ほおが熱くなる。

  「そ、そうかもしれないけれど、お前の言い方は露ろ骨こつすぎだろ！」

  　紅羽はもう一度首を傾けるが、すぐに理解を放棄したらしく「ともあれ、坊っちゃんは私のやり方に従っていただきます。さあ、これを着てください」と、ずずい、ともう一着ギリースーツを取り出し、銀史朗に押しつけてきた。

  　紅羽と契約した手前、嫌々着るが、重いし暑いし肌がチクチクする。一言で言うと最悪だ。

  「顔料を忘れてきてしまいましたが、これで代用してください」

  　今度はいきなり顔に泥を塗りたくられる。

  「ブェッ、ペッ、ペッ！　お前なにすんだ！」

  「シッ、じっとして。顔だけ迷めい彩さいを施ほどこさないわけには、いかないでしょう」

  　比ひ嘉が財ざい閥ばつ御おん曹ぞう司しの顔に文字通り泥を塗っていく紅羽の所しよ業ぎようを我慢するのは、大変な忍耐を必要とした。

  　そして十分後、「さあ、生まれ変わったご自分を見てください」と言って紅羽が差し出した手鏡を見る。

  　──悪魔のような男が傲ごう然ぜんと鏡を睨にらんでいた。

  　ギリースーツの怪しさはもはや説明の必要すらないが、問題は顔に厚く塗ぬられた泥だ。

  　昔、家庭教師の一人から、人間はコミュニケーションの大部分を表情などのボディランゲージに頼っていると聞いたことがあるが、まったくその通りだと頷うなずいてしまう。

  　喜き怒ど哀あい楽らくのいずれも示さない泥の仮面は、なるほど何を考えているのかわからない怖さがある。なにしろ、鏡を見た銀ぎん史し朗ろうが竦すくみ上がったほどなのだから。

  　紅くれ羽はは満足そうに頷く。

  「どうです？　生まれ変わったようでしょう？」

  「いや、生まれ変わったというか……」

  　ミュータントに変へん貌ぼうさせられた気分だ。

  「気に入りませんか？」

  「……僕が警察官で、夜道をこいつが歩いてたら警告弾抜きで撃ち殺す」

  「それほど強そうに見えるということです」

  「ほ、ホントかなぁ……」

  　その時、銀史朗の口元に紅羽の掌てのひらが当てられる。

  「シッ、坊っちゃん。長なが澤さわ楓かえでが来ましたよ」

  　紅羽の視線を追うと、楓が部活の仲間と一緒に、遠く校門から出てきたところだった。家の方向が違うらしく、すぐに手を振って別れてしまう。

  　その様子を二人は、茂みに隠れながら眺めていた。

  「楓ちゃん、こんな時間まで大変だなぁ」

  「テニス部、でしたか？」

  「そうだよ。すごく才能があるし、可愛かわいいからいつもギャラリーが多いしね。僕も見に行っている」

  「坊っちゃんが見に行くのは、ミニスカートから覗のぞく見せパンでしょう」

  「アンダースコートって言えよッ」

  　しまったと思って紅羽を見ると、紅羽が軽けい蔑べつしきった眼差まなざしで銀史朗を見ていた。

  　銀史朗は歯は嚙がみする。誘導尋じん問もんじゃないかこの卑ひ怯きよう者め。

  「坊っちゃん、そろそろこちらも動きますよ」

  「ホントにやるのか？」

  　ガッシと銀史朗の両肩に紅羽の手が置かれる。

  「いいですか坊っちゃん、愛と言えば男と女の追いかけっこ。ホラよくあるでしょうテレビドラマなどで砂浜で追いかけっこをするカップル『ホラ私を捕まえてごらんなさいウフフアハハ』という、あれです！　なぜ我々が長澤楓に追跡をかけることが咎とがめられましょうか？」

  　銀史朗は草スーツをもう一度見てから、泥仮面を撫なでた。

  　それとこれを同列に考えても良いものかと思ったが、紅くれ羽はの真剣な目め力ぢからに気け圧おされて頷うなずく。

  「わ、わかった、じゃあやろう……」

  　銀ぎん史し朗ろうたちは、茂みから立ち上がるとそろそろと追跡を開始した。

  

  

  　その光景をさらに後ろから見ていた内ない藤とう左さ近こんは、眼前に広がる光景に絶句した。

  　夜道を歩く女生徒の後ろを二匹の怪物が追跡している。

  　背の低い方の怪物の動きは洗練されている。影のように闇やみの中を泳ぎ、電柱に身をひそめ息を殺し、ゴミ集積場ではさっと伏せ、まるで周囲のゴミと一体化したような動きをする。

  　それに比べて背の高い方の怪物は動きはなんともお粗そ末まつだ。電柱に頭をぶつけ、ゴミ箱を蹴け倒たおし、歩行もふらついておりなんとも不慣れな感じがする。

  「なんですか、あれは……？」

  　地球外生物？　ビッグフット？　略奪者プレデター？

  「内藤先生、あれはたしか迷めい彩さいスーツか何かですよ。中に入っているのは神かみ尾お紅羽と比ひ嘉が銀史朗くんでしょう」

  　隣で暗あん視し装置付きの双眼鏡を覗のぞいている近ちか村むらは、真剣な眼差まなざしで彼女たちを監視していた。

  　近村の報告で、紅羽と銀史朗が動き出したと連絡を受けて駆けつけてみるとこの有あり様さまだった。見れば追跡されている女生徒は、後ろこそ振り返らないものの、緊張に背せ筋すじを伸ばしたまま足早に帰路を急いでいる。どうやら追跡者の存在には気付いているらしい。可哀かわい想そうに、あんな連中に追跡されてはさぞや恐ろしかろう。

  　とは言っても、紅羽に悟さとられないように大きく間隔をあけて、さらにその後ろを追跡している自分たちも滑こつ稽けいといえば滑稽なのだが。

  「近村先生、あの女生徒、長なが澤さわじゃないですか？」

  　近村は双眼鏡を見たまま「そのようですね。どうやら、情報は確かなようだ」と不思議なことを呟つぶやく。

  「情報、といいますと？」

  「どうも比嘉くんは、長澤くんに想おもいを寄せていて、その成じよう就じゆを神尾紅羽にお願いしているようなのですよ」

  「ははぁ……」

  　それで、あんなことになっているのか。

  　近村は、双眼鏡から視線を外してこちらを見ると微ほほ笑えむ。

  「しかも聞いてください。どうやら、比嘉くんと神尾紅羽は賭かけをしていて、長澤くんを振り向かせられなければ神尾紅羽は護衛を外れるらしいですよ」

  「なんですと！」

  　慌あわてて口元を押さえてから、驚きよう愕がくのまま近ちか村むらと顔を見合わせる。

  　早くも運が向いてきた。

  　つまり、自分たちは紅くれ羽はと銀ぎん史し朗ろうの計画が実を結ばないようにすればよいのではないか。

  　教師としてはあるまじき行為だが、この際、背に腹はかえられまい。

  　そこでおや、と思った。

  　楓かえでと紅羽たち以外にもう一つ、怪しい影が彼女に接近していたからだ。

  

  　異様な人影の接近に、すぐに紅羽と銀史朗も気付き、電柱の脇わきに身をひそめる。

  　通りを曲がって道が細くなり街灯の数が減ってきたところで、銀史朗たちと楓の間をさらに一人、コートの男が追跡し始めていた。

  　真っ黒なフード付きのレインコート。挙動が不審で、どう見ても変質者かストーカーの類たぐいだろう。一瞬、先日のバスジャック犯かとも思ったが（紅羽の突然の登場に僕らが驚いているうちに、彼らは逃亡してしまったのだ）、小柄で痩やせており、バスジャック兄弟のどちらとも違うとわかる。

  　幸いにも、まだこちらに気付いた様子はない。

  　銀史朗は電柱の脇に身を伏せたまま怒りに拳こぶしを震わせる。

  「なんて奴やつだ！　ホラ、楓ちゃん怖がってるだろ。こそこそとつけ回して不気味な奴だなアイツ！」

  　横を見ると、無表情に紅羽がこちらを見つめていた。

  「な、なんだよ？」

  「………………。いえ、別になにも。坊っちゃんがなにも感じていないならそれで良いのです」

  　それだけ言うと、紅羽は腕組みをする。

  「しかし、由ゆ々ゆしき事態になってきましたね。あれは任務の障害になります。排除しますか？」

  「当然だろ。計画変更だ紅羽、アイツをなんとかしよう」

  「では先回りして奴を排除しましょう」

  　先回りといってもどうすればいいのかと思い、首を巡めぐらせる。道は狭いし左右は住宅街の石いし塀べいがそそり立った一本道だ。

  　銀史朗が手をこまねいていると、おもむろに紅羽が一飛びでジャンプして塀の上に飛び乗り銀史朗は啞あ然ぜんとする。

  　そういえばコイツは忍者だったか。

  　ギリースーツのせいで全身草人間になっているので、この生命体が軽々と塀に飛び乗る姿はますますホラー映画のようで不気味だが。

  「さ、坊っちゃん」と言って差し出された腕をしばらく眺めてから、考えていても仕方ないと思いがっしりと摑つかむ。

  　苦労して乗り越えた塀へいの向こう側は、二階建ての青い洋風建築だった。犬小屋に繫つながれた犬が跳はね起きてギャンギャン吠ほえ始める。

  　草人間Ａこと神かみ尾お紅くれ羽はが小さな竹筒を口に当ててフッと吹くと、悲痛な泣き声と共に番犬が横倒しにぱったり倒れる。

  「……いまなにした」

  「吹き矢です」

  「……毒じゃないよな」

  「麻ま痺ひする薬を塗っているだけです」

  　銀ぎん史し朗ろうは釈然としない思いを抱えながらその脇わきを通り抜け、紅羽の手を借りながら塀へい伝いに次々と家を移動する。

  　草人間ＡとＢが庭を横断する姿を見た子供が、小さく口を開けながら固まってしまい、帰宅途中のサラリーマンが真っ青になり、窓辺の揺り椅い子すで編み物をしていたおばあさんがショックで失神した。

  　家々に絶望と恐怖をまき散らしながら、銀史朗と紅羽は塀越しに走りながら楓かえでたちを先回りするため塀を越え続ける。

  　いったいいくつ数えただろうか、紅羽が表門まで回りその脇に伏せると「ここです」と小さく言う。

  　銀史朗はチラッと門から首だけ出して通りを眺める。

  　先回りは成功したようだった。

  　正面、振り返らないようにしながらも早足で逃げる楓の後ろをぴったりとストーカーがついていっている。

  　気のせいか、先ほど見た時より二人の距離が縮まっているような気がした。

  　悪くない位置取りだ、と銀史朗は内心頷うなずく。ストーカーがここを通りがかった瞬間、横合いから飛びついて取り押さえてやる。

  　銀史朗は、ばくばくする心臓を押さえながら、じっと門前に伏せチャンスを待つ。

  　楓との距離が十メートルを切った時、ふいに楓が鞄かばんを握る手に力を込め、次の瞬間走り出す。

  　驚いたのは銀史朗もストーカーも同じだった。ストーカーは懐ふところから月光を反射するナイフを取り出し走り出す。

  　──アイツ、楓ちゃんに危害を加えるつもりなのか？

  「紅羽！」

  　銀史朗と紅羽も顔を見合わせて走る。

  　楓は必死の形ぎよう相そうで近くの家に飛び込むと「助けてください！」と叫びながら戸を叩たたきチャイムを連打する。

  　だが、聞こえないのか無人なのか、明かりはついているのに反応がない。

  　真っ青になった楓かえでの元に、黒いレインコートの男が現れ、ナイフ片手ににじり寄る。

  「ぼ、ぼ、僕を見てお嬢ちゃん……」

  「あ……あ……あ」

  　楓は腰砕けになって戸口に背をつけ、へたり込んでしまう。

  「楓ちゃんに触さわるなああぁぁ！」

  　銀ぎん史し朗ろうは男の腰にタックルの要領で摑つかみかかり、間かん髪はつを容いれずに紅くれ羽はが側頭部を蹴けりつける。レインコートが「ぐっ」と呻うめき倒れる。

  　まだ意識がある。銀史朗の中にカッと怒りが燃え、そのまま馬乗りになると、黒レインコートの男がこちらを見て驚きよう愕がくした。

  「ば、化け物！」

  「うるさいっ、そっちこそ変質者じゃないか！」

  　戦意を喪そう失しつしたストーカーは銀史朗の拳こぶしをかわせない。そこからは圧倒的だった。怒りのままに銀史朗はマウントを取りボコボコにする。

  　ふいに振り上げた拳をぴたりと止め、荒い息をついて口元を袖そでで拭ぬぐい、変質者を見下ろす。

  　完全に伸びている。ひ弱だった自分が、紅羽の助けがあったにせよストーカーを倒したのだ。

  　やっぱり愛の力は偉大だ。僕は、楓ちゃんのためならなんだってできるじゃないか。

  　僕の姿を見た楓ちゃんが僕に惚ほれ直すに決まっていると思い、キリッとした表情で銀史朗は立ち上がった──泥仮面とギリースーツをつけたまま。

  　草人間ＡとＢは、一いつ斉せいにぐるりと楓の方を向く。

  　楓は「ヒィッ」と怯おびえた声を出し、尻しりであとじさる。

  　銀史朗は一歩一歩、戦いで疲れた息を整えながら楓に詰め寄る。

  「楓チャン？　僕ダヨ？　……楓ちゃんってハァハァ思ったよりもハァハァ逃げ足が、早いん、だね。何を、怖がって、るんだいハァハァ」

  　楓を扉とびらまで追い詰める。

  「こないでぇ……」と恐怖に震えていた楓が、突然ふっと意識を失い倒れ込むのを慌あわてて抱き留める。

  「あれ？　楓ちゃん！　楓ちゃんッ？」

  　そこで銀史朗は自分の顔に手を当て、泥仮面と草のスーツをまとったままであることに気付き、しまったと思った。

  　痛つう恨こんのミスだ。折せつ角かく自分の株を上げるチャンスだったのに。

  「楓ちゃんを無理矢理起こして、僕がやったって教えるべきかな？」

  「いえ、善意は気付かれずにやるのです。色々計画は狂いましたが、あとは警察に任せて我々は速すみやかに撤てつ収しゆうすべきでしょう」

  　銀ぎん史し朗ろうは自分の手柄を派手に周囲に宣伝したい気分だったが、紅くれ羽はの言うことも一理あると思い、唇を尖とがらせながらも黒レインコートの男をふん縛り、撤収の準備をする。

  　草人間は足を開き、後ろ手にして胸を張った。

  「これにて第二訓を終了します。作戦は大成功と言えましょう！」

  　スーツ脱げよ。


  



  


   第三訓　撃ちたくない者に銃口を向けるな！


  

  「『吊つり橋効果』だぁ？」

  　銀史朗の素すっ頓とん狂きような声は化学実験室中に響き渡った。

  　実験の手を止め、クラスメイトと教師がこちらを見ていることに気付き、こっち見るなよ一般庶民たちめ、と睨にらみ返しながら、仕方なく声をひそめる。

  「なんだよ、その吊り橋効果って」

  　正面、ぶかぶかな白衣を着て神妙な表情でフラスコの中の試薬を混ぜている紅羽は視線を上げる。化学の実験、銀史朗と紅羽は他ほか四人と一緒に班を組んで実験をしていた。

  「ストレス共有理論とも言います。男女が恐怖を共有すると、脳が恐怖を恋愛感情だと錯覚する現象です。ホラー映画で怪物や殺人鬼から生き延びた男女が恋仲になるではありませんか」

  「……なるほど、確かにな」

  　でも映画の主人公たちって、絶対長続きしなさそうだよな、とも思う。

  「不ふ肖しよう私にも、同様の体験があります」

  「お前がぁ？」

  　危うく鼻で笑い出しそうになるが、紅くれ羽はは真ま面じ目めくさった表情で目を閉じ胸に手を当てる。

  「はい、戦場で敵に囲まれ孤立した時、共に背中を預ける仲間の傭よう兵へいに信頼を超えたものを覚えたものです。私のいた小隊の半分が手足を吹き飛ばされ、残った仲間も半はん死し半はん生しようでしたが、ナパーム弾の嵐あらしの中を背中を預けながら駆け抜けた一体感はいまでも忘れられません。戦場の絆きずなも一種のストレス共有理論と言えましょう」

  　紅羽の混ぜ合わせた薬液が赤く染まり、鉄錆さびくさい血の匂においが辺りに充満して銀ぎん史し朗ろうを含めた班員が嫌そうな顔をしながら鼻をつまむ。おいお前、用量間違ってないか？

  　銀史朗は眉まゆをひそめて腕組みする。

  　まあ、今度はきちんとした心理学的根拠があるわけだから、前回より悪くはなることはあるまい。

  「でも、だからってどうするんだよ。ここは平和な日本だから、紛争もなければホラー映画みたいな殺人鬼なんかもそうそういないぞ。ストレスを共有する場がない」

  「まあ見ていてください」

  　紅羽は小さく微ほほ笑えむと、楓かえでのいる隣の班に行き雑談を始めた。

  　自分は大抵の人間には人見知りしないが、紅羽のマイペースぶりは明らかに自分よりも格が上だな、とつくづく思う。

  　楓は先日のストーカー騒ぎなどさっぱり忘れてしまったのか、紅羽の冗談に口元に手を当てて笑い、奥ゆかしい笑顔を振りまいている。ここからでは良く聞こえないが、二人ともなんだか楽しそうだ。

  　突如、ゴスッという重い音が教室に響き渡り、なんの前触れもなく楓の身体が宙に浮いた。見れば紅羽が放った拳こぶしが胸元にめり込んでいる。「ぐっ」と妙にリアルな声を漏もらし、楓は沈黙した。クラスメイトはみな、息を止め見守っている。

  　実験室に死の静せい寂じやくが訪れる中、紅羽はぐったりした楓を担ぎ上げながらこちらに戻ってくる。

  「戻りました」

  「なにやってるんだよお前ええええええええええッ！」

  「安心してください、当て身です」

  「問題はそこじゃない！」

  　銀史朗はこめかみを押さえながら紅羽に聞いた。

  「お前、これからなにする気なんだ」

  「お二人に恐怖を共有していただきます。ちょっとした趣向を凝こらした場にお二人を招待しますので、そこで存分に恐怖を味わってください」

  「お前が恐怖を作り出すのかよ！」

  　なんて奴やつだ。やっぱり即刻こいつを解かい雇こしないと──

  　銀ぎん史し朗ろうはその時、紅くれ羽はがジッとこちらを見ていることに気がついてゾッとする。

  「ま、まさか紅羽！　僕にもさっきの技をかけるつもりじゃ……」

  　あとずさりするが、すぐに背中が壁に当たり逃げ場を失う。

  「安心してください。痛みなど、ありません」

  「だから怖いんじゃないか！」

  　紅羽はことさらゆっくりとこちらに近づいてきた。進退きわまって壁際で座り込んだ銀史朗に紅羽の作る濃い影が覆おおい被かぶさっていく。

  「う、うわあああああああああああああああああああッ！」

  

  　最初に聞こえてきたのはピュウピュウというもの悲しい音だった。

  　かび臭くさく湿った空気を鼻で感じ、ふいに肩口が寒くなって寝返りを打ちながら自分の肩を抱く。

  　毛布をたくし上げようと手探りで腰に手を伸ばすが、いつまで経たっても手は空くうを摑つかむばかり。

  　なにかおかしいと思って重い目ま蓋ぶたを震えさせながら開けると、黒っぽい天井が見えた。

  　天井にはつらら状に垂たれ下がった鍾しよう乳にゆう石、どうやら洞どう窟くつかどこかに寝かされているらしい。

  　洞窟──？

  　はっと起き上がると、刺すような頭痛が襲ってきて頭を押さえる。

  　おまけに背中まで痛いと思っていると、今し方自分が寝ていたのは、ふかふかの高級羽毛ベッドではなく固く歪いびつな岩石の上だった。

  　銀史朗は首を巡めぐらせる。

  　ひんやりと静かな空間だが、体の芯しんから冷え込み、吐く息が白くなるほど寒い。

  　耳を澄すませると、再びピュウピュウと鳴っている。音の方向に首を向けると、洞窟出口から外は雪景色だ。

  　降雪、などという言葉では生やさしすぎる。真横から殴なぐりつけるような強烈なブリザードが視界を真っ白に染め上げている。洞窟の壁に手をつきながら出口まで行くが、洞窟から外、十メートル先すらも見渡せない。

  　ここは、どこだ。

  　霞かすみがかった思考の中でどうしてこんなところにと思って、はっと気がつく。

  　そうだ、自分は紅羽に当て身だかをかけられてそれで──

  　あのＰＭＣ忍者め、護衛対象に手を上げやがってと思って銀史朗は辺りを見渡すが、紅羽の影も形もない。

  　そのかわり、洞どう窟くつ奧に自分と同じように寝かされている人影を見つけた。

  「か、楓かえでちゃん！」

  　銀ぎん史し朗ろうは駆け寄って助け起こすが、自分同様昏こん倒とうさせられている。軽く揺すってみるがかすかに唸うなり声を上げるだけで目を覚ます気配はない。

  　スカートから伸びた白い太ふと腿ももと、制服を押し上げる大きく隆起した胸元に目が行ってしまい喉のどを鳴らす。何をやってるんだ僕はこんな時に馬ば鹿かか、と自分の頰ほおをぴしゃりとやる。

  　と、楓の側そばに膨ふくらんだ小型リュックを見つけた。

  　嫌な予感がしつつも開封すると、『洞窟生活でのしおり』という冗談みたいなタイトルの本が出てきて目め眩まいがしてくる。

  　もう疑いようがなかった。紅くれ羽はは自分と楓をこの洞窟に放置したのだ。

  　銀史朗はもう一度、寒々とした洞窟の外を見る。

  　そろそろ夏も本格的に到来しようという時節に、外は猛吹雪ふぶき。よほど標ひよう高こうの高い山の上なのか、あるいは日本ではないのかもしれない。いま外に出るのは自殺行為以外のなにものでもないだろう。

  　気を取り直して小型リュックを漁あさると、懐中電灯、毛布、マッチ、携帯燃料、食器、食料の缶詰、塩の錠剤、無線機などなどが出てくる。

  　小型リュックの底に、紅羽の書き置きがあった。

  『坊っちゃん、女性は自分をリードしてくれる男性に弱いものです。併あわせて私が作り上げたストレス共有理論に基づいた極限状況。この二つがあればきっと坊っちゃんは長なが澤さわ楓を虜とりこにすることができるでしょう。健闘を祈ります』

  「いや、健闘を祈るって……」

  　その時、背後でううんと唸る声が聞こえてきて慌あわてて紙を破り捨てる。楓が目を覚ましたのだ。

  

  　オレンジ色の炎が伸び上がり、暗い洞窟内に銀史朗と楓の影を投げる。

  　楓はぼんやりと炎を見つめたまま足を崩して毛布にくるまっている。

  　定まらない焦点は、まだ少しだけ頭がぼうっとしている証拠だ。

  　日が落ちて夜になると、足あし下もとから侵入してくる寒さを払うことは喫きつ緊きんの課題になった。

  　紅羽が用意したマッチが湿し気けっていた時はさすがに顔色を失ったが、マッチ箱の底で何本か生き残っていたものを擦すって携帯燃料に火を移し、段取りよく洞窟の隅に積まれていた枯れ枝（たぶん紅羽のお膳ぜん立だてだろう）を投下すると勢いよく火勢が増す。

  　とりあえずは一安心といったところだった。

  　紅羽の残した食料の量から察するに、およそ三日分といったところだろうか。荷物の中にあった無線機は、おそらく非常用のもの。

  　なんのことはない、一見、絶望的な状況に追い込まれたように見えるが、死ぬようなことはないのだ。

  　楓かえではそれを知らないので、さぞかし不安に駆られているだろう。ここは格好良くて頼りがいのある自分を見せるチャンスではないか。銀ぎん史し朗ろうは鼻息が荒くなっていき、楓に見えないように拳こぶしを握った。

  　楓が焚たき火の炎を見ながら小さく頭を振る。

  「私、そもそもどうしてこんなところにいるんだっけ？　確か化学室で実験をしててそれで──」

  「あーあーあーッ！」

  「どうしたの跡取りくん」

  「い、いや、なんでもないんだ」

  　その時、楓の肩がブルリと震える。やはり火を焚いて毛布を被かぶっても夏服では寒いらしい。

  　銀史朗はぎゅっと目をつぶり心の中で僕ならできると何度も唱える。

  「か、かかかかか楓ちゃんッ！　どうかな、僕と一緒に毛布を被れば、二枚の毛布と人肌で、とても暖かいと思うんだ」

  　銀史朗はそう言いながら、一歩分、尻しりをもぞりと動かして楓に詰め寄るが、楓は尻で一歩分銀史朗から逃げると、プウッと頰ほおを膨ふくらませる。

  「こないでッ」

  「え、な、なんでッ？」

  「怪しい。大体、私どうして都合良く跡取りくんと一緒なの？　最近、なにかとひどい目に遭あうことが多いんだけど、もしかして全部、跡取りくんのせいでこうなったんじゃないわよね？」

  「そ、そんな……これは全部紅くれ羽はのせいで……」

  　言ってからしまったと思って口を押さえるが遅かった。

  「やっぱり！　紅羽ちゃんに命令してるのは跡取りくんでしょ」

  「いや、でもアイツは僕の命令なんて聞かないよ」

  「言い訳しない！　こっちからこっちに入ってこないで」

  　楓は薪たきぎを一本拾うと、地面に大きく線を引く。

  　銀史朗は地面に引かれた絶望的な国境線を見ながらしゅんと項うな垂だれて、心の中で紅羽にブチブチと恨み言を垂れた。お前のせいで、僕まで嫌われちゃったじゃないか。

  　一転、楓の瞳ひとみが不安げに揺れる。

  「じゃあ、いつ紅羽ちゃんは助けに来るの？」

  「それは僕も聞いてない」

  「じゃあ食べ物は……」

  　銀史朗はどうしようかと迷いバリバリと頭を搔かくが、ままよと呟つぶやき立ち上がると、洞どう窟くつの奧に隠していた小型リュックを持ってくる。

  「実は紅くれ羽はが用意した缶詰があるんだ。結構たくさんあるから一緒に食べようよ。乾パン缶、桃缶、ミカン缶、パイナップル缶、どれがいい？」

  　銀ぎん史し朗ろうは言いながら一つ一つ地面に並べていくと、少しだけ楓かえでの表情が明るくなる。やっぱり女の子は笑顔の方が可愛かわいいな、と思う。

  「じゃあ……桃缶」

  「よしきたッ」

  　銀史朗は桃缶を開けるべく、小型リュックの中をまさぐる。最初はアレ、という違和感だった。次に焦しよう燥そう、しまいには、銀史朗は泣き出しそうになっていた。

  　銀史朗は肩を落として伏し目がちに楓の方に向き直ると「缶切りが入ってない」と告げた。

  　楓は幻げん滅めつしたような視線を銀史朗に寄越す。銀史朗は肩をすぼめて、そのまま消え入りたくなった。僕じゃないんだ、紅羽が、紅羽が……。

  　ふと、楓が溜ため息いきをついて周囲を見渡す。

  「いいわよね、跡取りくんは自分のお金でなんでも自由にできて」

  「楓ちゃんは長なが澤さわ代議士の娘なのに、そうじゃないの？」

  　一瞬、小さく口を開けてあきれたように楓がこちらを見た。

  「当たり前でしょ。自分で稼いだわけでもないお金で好き勝手して、跡取りくんのお父さんとお母さんはなんにも言わないの？」

  　銀史朗は楓から視線を逸そらす。

  「母さんは死んだ。父さんはもうずっと家に帰ってきてない」

  「あ……ゴメン」

  「いいよ」

  　薪たきぎを火の中に放ると、歓喜を示すように火の粉こを吹き、熱い炎が銀史朗の頰ほおをあぶり、轟ごう々ごうという吹雪ふぶきの音が洞窟内に反響する。

  　気まずい沈黙に俯うつむきながらも、銀史朗はいまさらながらにしまったと思っていた。こんな話題を出したら、盛り上がるどころではないではないか。

  「か、楓ちゃんはその点完かん璧ぺきだよね！　その、僕と違って、悩みなんかなにもないんじゃないかな？」

  　楓はなぜか、寂しそうに微笑しながら首を振った。

  「そんなこと、ない。あたしの家が幸福だったのは、貧乏だった時だけ」

  「それ……どういうこと？」

  　楓は薪が爆はぜる音を聞きながら膝ひざを抱えた。

  「この前、部活がなくなって早くに帰った時、家にお母さんと知らない男の人がいてね。お母さん、あたしを見ると慌あわててお小こ遣づかいをくれたわ」

  「それって……」

  　不倫なんじゃ、と言いかけて口をつぐむ。

  　ふいに理り不ふ尽じんな怒りがこみ上げてきて、膝ひざの上に置いた手が震える。

  　いつだって両親の勝手のせいで振り回されるのは自分たち子供だ。アイツらは、どうして子供が傷つくことを平然とできるんだ。

  　萎しおれたように俯うつむく楓かえでを見ていると胸が痛み、どうしても他人事には思えない。気付くと銀ぎん史し朗ろうは身を乗り出していた。

  「ぼ、僕が──ッ」

  「ん？」

  「僕がなんとかしてあげるよ。お金とかコネとか全部使って、その男を二度と楓ちゃんの家に近づけないようにしてあげるよ！」

  　楓は微笑しながら首を振った。

  「嬉うれしいけど、遠慮する」

  　銀史朗は面食らう。

  「な、なんでッ？」

  「これは私の家の問題だから。他人が介入して解決してもそれは、根っこの部分では解決してないと思うの」

  　楓は丸めていた背を張り、ぐっと胸を張ると微ほほ笑えんだ。

  「でも私、諦あきらめてないのよ。いつかきっと私の力で家族を元通りにするから」

  　銀史朗は言葉を失っていた。楓のような人間ならば、悩みなんてなにもないんだと思っていたのに、そうではないのだ。

  　彼女は明るい楽観で悲ひ愴そうを吹き飛ばして頑張っている。

  　では、翻ひるがえって紅くれ羽はの力を借りて楓を手に入れようとしている自分は……。

  　居たたまれない気持ちになり伏し目がちに視線だけ上げると、楓は膝を抱えた姿勢のまま薄い微笑みを浮かべて銀史朗を見ていた。

  「ど、どうしたの楓ちゃん？」

  「うん？　別に……ただ、跡取りくんも苦労してるんだなーって思っただけ」

  　銀史朗は首をかしげた。僕が苦労してるとどうして楓ちゃんは嬉しいんだ？

  「それに、それにね……さっき真剣な顔で私のことなんとかしてくれようとした時、ちょっとだけ……………………嬉しかったし」

  「ん？　最後なんて言ったの？」

  　楓は首を振る。

  「ううん、なんでもない」

  　再び、微妙な沈黙が降りた。ああもう、会話が弾はずまないな、と思い頭を搔かきながら顔を上げると、思いがけず楓かえでの顔が近くにあってびっくりして顎あごを引く。

  「か、楓ちゃん……？」

  「跡取りくん……」

  　楓の頰ほおは紅潮しており、銀ぎん史し朗ろうを見る目は潤うるんでいる。彼女が先ほど自分で引いた国境線も越えてきていた。

  　急なことで銀史朗は脳が沸ふつ騰とうしながらも驚嘆していた。凄すごいぞ、凄いじゃないか吊つり橋効果。まさかこんな即効性の効果があるなんて。

  　銀史朗はドキドキしながら心持ち唇を突き出し、ぎゅっと目を閉じる。

  　銀史朗の肩口に楓の顎が乗せられる。全身の血液が収縮するような緊張を覚えながら、だが期待した唇の柔らかい感触だけが訪れない。

  　おかしいなと思い片目だけ開けると、銀史朗の肩口で楓が荒い息をついていた。

  　顔は、紅潮しているというより真っ赤だ。

  「か、楓ちゃん？　熱があるの？」

  　楓は苦しげな表情で頷うなずく。

  「ど、どうすればいいんだ？」

  　大変なことになってきたと思い慌あわてふためきながらも、とりあえず寝かせて自分の毛布をかけ水を飲ませる。しばらく待つが、一向に病状に回復の兆きざしが見えない。
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  　自分がなんとかしなければ。

  　銀ぎん史し朗ろうはスッと目を細くすると、顎あごに手を当て超高速で思考を巡らせる。

  　紅くれ羽はの用意したサバイバルアイテムには、さすがに解熱剤の用意はなかった。

  　銀史朗はリュックの中にある無線機を取ると、しばらく見つめる。

  　背に腹はかえられないと思い電源を入れるが、うんともすんとも言わない。すぐに背部の電池パックの裏蓋ぶたが開いていることに気付き、まさかこれも紅羽が入れ忘れたのかと愕がく然ぜんとするが、一番初めに装備品を検あらためた時、確かに裏蓋は嵌はまっていたことを思い出す。

  　懐中電灯を口にくわえて周囲を探すと、ほどなくして裏蓋と電池が一本見つかる。やはりさっき銀史朗が荒っぽくリュックの中身を搔かき回していた時、電池と裏蓋が飛んでしまっていたらしい。電池を嵌はめてみるが依い然ぜん作動しない。

  　電池を嵌めるための空白があと二つ。残り二本も探さないといけないらしい。

  　二本目は、焚たき火から随ずい分ぶん離れた箇所に飛んでいた。

  　楓かえでの呼吸が荒くなって、いかにも苦しげな寝汗をかいている。早く助けを呼ばないと、と焦るが三本目だけが一向に見つからない。

  　銀史朗ははたと立ち止まり洞どう窟くつの奧を照らした。

  　考えてみれば、まだ一度として洞窟の奧がどこまで延びているのか確認していない。

  　銀史朗は壁に手をつきながら一歩一歩、地面があるのを確かめるように進んでいく。洞窟奧は緩ゆるい下り坂になっていて、進むごとにだんだんと天井が低くなっていく。

  　二十メートルほど進んだところで道は完全に途絶えてしまっていた。足あし下もとに手をかざすとごくわずかに風の流れを感じ、かがみ込む。小動物なら通過できるだろうが人間が歩いて通れる高さではない。

  　念のためと思い隙すき間まにライトをかざすと、狭い岩棚の向こうでなにかがキラッと一瞬光る。見間違いかと思ったが、すぐにアルカリ電池の黄金色の輝きだと認識した。

  　こんなところまで転がっていたのだ。

  　楓ちゃんのためだと自分に喝かつを入れ、銀史朗は掌てのひらにかいた汗をズボンの裾すそで拭ぬぐうと、腹ばいになって狭い空間に自分の体を割り込ませ、小刻みに体を動かす。

  　鼻び孔こうに湿っぽい土の匂においが広がり、ぬめぬめとした岩肌に不快感を覚え、上下を岩盤に挟み込まれ異様な息苦しさを感じる。閉所恐怖症ならずとも、これはかなり怖い。

  　小休止を取りながら七メートルほど腹ばいで進んだところで、ついに手を伸ばせば電池が届く距離まで来た。

  　思い切り身を乗り出し手を伸ばすと、電池を摑つかみ取ることに成功する。

  　やったと思い、あとは戻るだけだと体を引き戻しかけた時、ふいに胸がつっかえて身動きが取れなくなっていることに気付く。

  　銀史朗は恐怖に竦すくみ上がる。

  　呼吸が浅く短くなり、肺が膨張して、ますます身動きが取れなくなる。

  　少しずつ天井が落ちてきているのではないか、という馬ば鹿かな妄想を一いつ蹴しゆうできない。いま天井が落ちてくるようなことになったら、銀ぎん史し朗ろうは一巻の終わりだ。

  　不安で吐きそうになりながら目を閉じ、紅くれ羽はとの連日の訓練を思い出す。

  『坊っちゃん、戦場では算さんを乱して無む謀ぼうな行動に出た人間から順番に死んでいきます。どんな極限状態でも常に明めい晰せきな思考を保ち続けた人間だけが生き残るのです』

  　銀史朗の呼吸が徐々に落ち着いていく。やがてゆっくりと体を動かし、ぐっと胸を反そらしながら上半身を岩棚から脱出させると、そのまま下半身を引き抜く。

  　擦すり傷だらけになった体を引きずって焚たき火まで戻ると無線機に電池を入れ、矢や継つぎ早ばやに救助を求める。

  　無線機を放り出すと、すやすやと眠る楓かえでを見る。

  　自分が英雄的行動を取っているときに限って楓が気付かないのは癪しやくだが、ともあれ、これで助かる。

  　安心すると全身から力が抜けてへたり込んでしまう。

  　銀史朗はそのまま意識を失った。

  　どれくらい時間が経たっただろうか、焚き火の炎は消えており、洞どう窟くつ内は薄暗くなっている。

  　誰かがこちらを見下ろしていた。無感情な瞳ひとみで見返すシルエットは紅羽のものだった。

  「長なが澤さわ楓と恋に落ちましたか？」

  「しんみり……しちゃった、よ、馬鹿」

  　ああ……紅羽が来ればもう安心だ。

  　ふっと笑ってそれだけ言うと、銀史朗は安心して再び眠りについた。


  


   インターミッション１

  

  　太陽が東の空に輝き、比ひ嘉が家の屋敷の窓に斜めに朝日が差し込む。

  　銀ぎん史し朗ろうは朝の爽そう気きを吸い込みながら静かに椅い子すに腰掛けると、机の上に置かれた組みかけのジグソーパズルを眺めて腕まくりをする。

  　よし、今日こそ完成させるぞ。

  　その時、控えめな音がして背後のドアが開く。

  「ここにいたのですか、坊っちゃん」

  　やれやれと思いながら椅子を半回転させると、案あんの定じよう、戸口から顔を覗のぞかせていたのは紅くれ羽はだった。

  「お前は、休みの日まで僕の位置を把握しておかないと安心できないのか？　お前も少しぐらい休めよ。午後の訓練にはちゃんと出るから」

  　銀史朗はあきれかえっていた。

  『あくまで護衛任務は屋敷の外での活動の際にしてのみ行おこない、屋敷の中にいる際は護衛は必要ない』──この条件を紅羽になんとか呑のませたのはつい先日のことだった。

  　だがそうしてできた自由時間に紅羽がなにをしているのかと思えば、銀史朗の情報を探るため屋敷のメイドに聞き込みをしたり、屋敷の内外にある監視カメラの位置をチェックしたりといった、どうみても仕事の一環だろうとツッコミを入れたくなる作業ばかりだった。

  　こうして暇さえあれば自分の現在位置を探していることから見ても、まったく仕事とプライベートを切り離せていない証拠だ。

  　どっか行けよと視線で訴えるが、紅羽は視線に気付いた様子もなく、部屋に足を踏み入れると物珍しげに部屋の中を見渡す。

  「この広いお屋敷には、こんな部屋もあったのですね」

  　銀史朗は「まあな」と呟つぶやきながらも紅羽につられて視線を部屋に移す。

  　十畳ほどの部屋に、様々な物品が置かれている。埃ほこりを被かぶった段ボール箱、使われなくなった本棚には絵本が詰まっており、地球儀や地図などが並ぶ。中央にはリボンのついた箱がうず高く積まれていた。ここは銀史朗の私物を置いておく物置部屋だ。

  「なんですかそれは？」

  　紅羽の視線が銀史朗の机の上に注がれているのを見て、咄とつ嗟さに体で覆おおい隠す。

  「べ、別になんでもいいじゃないか！」

  　紅くれ羽ははひょいっと銀ぎん史し朗ろうの腕をかわすと、パズルを見つけてしまう。

  「ああ、これがメイド長が言っていた坊っちゃんの趣味の……」

  「ジグソーパズルだよ！　いいだろ、なんだって。どうせ暗い趣味だとか思ってるんだろ」

  「いえ、そんなことは。でも意外ではあります。坊っちゃんの趣味はどうせテレビゲームかネット徘はい徊かいくらいだろうと思っていたので」

  「フン」

  　銀史朗はもう隠す必要もないと思い、堂々と机の上に広げる。

  　銀史朗がいま組み上げているのはレンブラント絵画『夜警』の千ピースパズルだった。実寸大ではないが、すでに半なかばまで組み上がっており、残すところあと半分といったところだ。

  　当然ピースが嵌はまっていくほど残ピースは減って難易度は下がっていくので、銀史朗の経験上ここまで来れば完成は見えたも同然だ。

  　紙製のピースをぱちぱち嵌はめていくと、後ろから覗のぞき込む紅羽が「上う手まいものですね」と抑揚のない声で誉ほめる。

  「気持ち悪いこと言うな」

  　紅羽が再び部屋の方に視線を移す。

  「これは？」

  　紅羽がリボンのついた箱の一つを手に取る。

  「それは去年のクリスマス会でメイドたちが僕にプレゼントしてくれたやつだ。毎年、行事ごとがある度たびに何かにつけてプレゼントをくれるんだ。いらないって言ってるのにな」

  「この家のメイドたちが身にまとっているメイド服、あれは、なかなかに可愛かわいらしいと思います」

  　なんの話だといぶかってから銀史朗は、ハハァと顎あごに手を当てた。

  「まさかお前、着てみたいのか？」

  　紅羽はツイと視線を逸そらす。

  　随ずい分ぶん経たってから「いえ、別に」と呟つぶやく。わかりやすい奴やつだな、と思いながら銀史朗はパズルを組み立てる作業に戻る。

  　物置部屋にパチ、パチ、とピースを嵌める音が響く。

  　静かだった。日々の雑多な喧けん噪そうがなく、安らかだった。

  　どれくらい経っただろうか、ふと顔を上げると紅羽が不思議そうな顔で銀史朗を見ていた。思わず銀史朗は顎を引く。

  「な、なんだよ……」

  「坊っちゃんは、なぜか家のメイドからは人気がありますね。屋敷内の見回りの際メイドたちに坊っちゃんの人となりを聞いて回るのですが、総じて良い評判ばかり聞きます。彼女たちは元々は孤児だったり、不当に解かい雇こされた者を坊っちゃんが拾い上げているとか。なぜです？」

  「フン、逆に聞く。どうして能力のある者が不当な評価を受けているのに誰も正当な評価をしてやらないんだ。そっちの方が僕には不当だ。それに、僕は慈じ善ぜん事業のつもりで彼女たちを雇やとってるんじゃない。不正を働く奴やつは屋敷を出て行ってもらっているしな」

  　紅くれ羽はは分厚い手帳を繙ひもとくと目を落とす。

  「私の調査によると屋敷のメイドのうち、坊っちゃんと年の近い数名は坊っちゃんに男性として好意を寄せています」

  　思わずドキリとする。

  「は、はぁ？　お前、突然何を言い出すんだよ」

  　紅羽は手帳から視線だけ上げて銀ぎん史し朗ろうを見る。

  「いえ、なにも長なが澤さわ楓かえででなくとも、良いのではないですか？　たしかに長澤楓は美人でしょうが、身近にこれほど慕ってくれる人間がいるのならば──」

  「──お前、なんにもわかってないな」

  「え？」

  　銀史朗はパズルを再開しながら気のない調子で言う。

  「僕はアイツらの主人だ。すべての人に公平でいたかったら、誰とも特別な関係にはなれない」

  　紅羽がびっくりしたように動きを止めたのがわかった。

  「同じ言葉を、あなたのお父上から聞いたことがあります」

  　今度は銀史朗のパズルを嵌はめる手が止まる番だった。

  　銀史朗はなるべく平静を装って、ゆっくり振り返る。

  「紅羽、お前のいるガンホーＧ・レディジョーカーＬ・インターナショナルＩってなんなんだ？」

  「坊っちゃんも私のことを調べたのなら知っているはずでは？　膨ぼう大だいな数の企業を束たばねる比ひ嘉が財ざい閥ばつが経営している組織の一つです。その存在目的は、必要に応じて全世界に武力を貸し出すこと」

  「武力のレンタル要請があったとき誰がゴーサインを出すんだ」

  「あなたのお父上です」

  「正義はどこにあるんだ？」

  「お父上こそが正義です」

  「アイツの正義の尺度がくるってたら？」

  「そんなことはあり得ません」

  「アイツを信じてるのか？　どうしてだよ？」

  「私の家族が亡くなった時、私の父と親しかったあなたのお父上が私を引き取ってくれたのです」

  「お前は…………アイツの養子なのか？」

  　──つまり、僕の義妹いもうとにあたるのか？

  　紅くれ羽ははゆっくりと首を振った。

  「養子は、大前提として父親と母親がいることが条件です。坊っちゃんの母上は亡くなっておられるので、私を養子にすることはできません。あくまで私の身元を引き受けていただいたに

  過ぎません」

  「でも、似たようなもんじゃないかッ」

  「まあ、坊っちゃんよりお父上のことを知っているという点では、そうかもしれません」

  　紅羽はうず高く積まれたプレゼントの山の方に視線をやる。

  「毎年、お父上はクリスマスと誕生日に坊っちゃんにプレゼントを贈っていると記憶しています」

  「全部捨てた。箱ごとな」

  「………………。坊っちゃん、お父上は偉大な方です。この世界を光で満たそうとしている」

  　気付けば机を叩たたき立ち上がっていた。

  「いい加減なこと言うなよ！」

  　パン、という音がして、紅羽が小さく「あ」と漏もらす。組み上がりかけていたジグソーパズルが机の下に叩きつけられ、四方八方に散らばっていた。

  　銀ぎん史し朗ろうは無感動に足あし下もとを見下ろしながら「いいよ、組み直すのは嫌いじゃない」と呟つぶやき、視線を上げて紅羽に据すえた。

  「お前はアイツの味方なんだな。じゃあ僕の敵だ」

  「……坊っちゃんは、復ふく讐しゆうのためにお父上のお金を使っているのですか？」

  「違う。僕の正当な権利だ」

  「坊っちゃん……」

  「いいんだ。もう行けよ、命令だ。これまで通り、お前は、僕と楓かえでちゃんの縁を結ぶ。僕はお前のプログラムに従うよ。お互い、もっとビジネスライクでいい」

  　紅羽は少しためらったあと、「わかりました」と言ってその場をあとにする。

  　扉とびらを閉める直前、紅羽が扉から顔だけ出す。

  「銀史朗坊っちゃん、血は否定できません。あなたはお父上のご子息であり、いずれ比ひ嘉が財ざい閥ばつを継ぐ者です。たとえ坊っちゃんがそれを望んでいなくとも。それだけは、忘れないでください」

  　静かに扉が閉まり、紅羽の靴くつ音おとが遠ざかっていく音を聞きながら立ち尽くす。

  『紅羽が、父親が引き取っていた自分の義妹』という事実が頭の中をぐるぐると回っていた。

  　思い出したように足下に散らばったジグソーを拾い集めるが、ふと、銀史朗の手が止まる。

  「……バラバラだな」


  



  


   第四訓　撃つ準備が整うまで引き金トリガーに指をかけるな！


  

  「共通の趣味？」

  　ザッザッ、と靴くつの底でグラウンドの土を踏む音に負けないように、銀ぎん史し朗ろうは息いき急せき切らせながらそう言った。

  「はい、そうです」

  「でも、そんな、の……ゼェゼェなにが、あるん……だよッ」

  　銀史朗の疲労などまったく意に介さず、紅くれ羽ははいつもと変わらぬ様子で手帳を取り出し視線を落とす──体操着で走りながら。

  　体育の授業、五キロマラソン。

  　全身汗まみれでくたくたになり、舌を出しながら走る銀史朗の真横をぴったりと紅羽が並走してきていた。

  　彼女は平素と変わらぬ様子どころか、息一つ乱していないし、背せ筋すじはピンと伸びており、人形めいた非人間的な美しさにわずかばかりの疲労の影も見られない。

  　銀史朗は視線を下げて生なま唾つばを飲んだ。なぜこの学校の女子の体操着がブルマなのかはわからないが、紅羽のストライドに合わせて動く腿もものラインを見ていると、頭がおかしくなりそうになる。

  「クソッ、悪魔よ、悪魔よ去れッ！」

  　紅羽が無防備に小首をかしげる。

  「どうしたのですか坊っちゃん？」

  「退魔師エクソシストになる練習だよ！　お前には関係ない！」

  　見れば、彼女のすぐ後ろにはクラスの男子生徒たちが黒山の一群になって追走しており、どいつもこいつもクンカクンカ鼻を動かしながら紅羽の匂においを嗅かいで恍こう惚こつとした表情を浮かべている。

  　なにを期待しているのか知らないが、こいつから血と火薬以外の匂いがするものか。

  　長距離走に小こ揺ゆるぎもしない紅羽を見てつくづく怪物的な女だと思いながら、銀史朗は悔しくなって袖そでで顔を拭ぬぐうと、疲れていないフリをしてツンと顎あごを上げた。

  「で、共通の趣味を作るって言うけど、そもそも楓かえでちゃんの趣味ってなんなんだ？」

  「彼女が犬を飼っているのはご存じで？」

  「いや……」

  「犬種はトイ・プードルで名前は『マルグリット』、メスです。長なが澤さわ楓かえでが溺でき愛あいしており、雨の日以外、毎日散歩に連れて行きます。なかでも土日は必ず近場の公園に、少し長めの散歩にでかけるようです」

  「それが、どうしたんだよ」

  「坊っちゃんも犬を飼いましょう。そして偶然を装って長澤楓と遭そう遇ぐうして、共通の趣味を持っていることをアピールして親密度を上げるのです」

  　銀ぎん史し朗ろうは眉まゆをひそめる。

  「でも、僕は犬のことなんてまったく知らないぞ。小さい頃ブルドッグにお尻しりを嚙かまれて十針縫ぬってから、なるべく犬の情報は耳に入れないようにしてるんだ」

  「適当に話を合わせればいいのです。お互いの犬の長所を誉ほめ合ってそれで充分、親交が深まります。すでに一流のブリーダーからボクサーを手配しています」

  「ボクサー？」

  「犬種です。名前は『ライオネル』、オスです。坊っちゃんの命令を完かん璧ぺきに聞くように調教してあります。嚙まれる心配もありません」

  　銀史朗は走りながら顎あごに手を当てて、イメージトレーニングに努める。

  　燦さん々さんと降り注ぐ太陽、新緑の匂におい。楓と並んで歩く散歩道。

  　振りまかれる笑顔。

  　そしていつしか二人は──

  　しばらくしてから、銀史朗は鼻の穴を膨ふくらませながらグッを手を握る。

  「いけるような気がしてきた！　いままでの破は天てん荒こうなプログラムと違って素朴なのがいいな。しかも一回限りじゃなくて、上う手まくいけば何回でも使える」

  　紅くれ羽はが小さく微ほほ笑えむ。

  「ここからがＳＬＰの本領です」

  　銀史朗は、運動によって紅潮した紅羽の頰ほおを見てドキリとした。なんだよ、笑うと可愛かわいいじゃないか、お前。

  　その時、体育教師の内ない藤とう左さ近こんが竹刀しないを掲かかげて「コルァァアア神かみ尾おぉ！　女子はそっちのコースじゃないだろ！」と吠ほえる。

  　紅羽は「では、私は失礼します」と軍隊式の敬礼をすると、途端に猛スピードで駆け出す。

  　銀史朗は濛もう々もうたる土つち煙けむりをモロに顔面に浴びてペッペっと口に入った砂を吐き出す。見れば、紅羽を追走していた男子たちも紅羽の速度についていけず次々と脱落していく。

  　銀史朗も立ち止まり膝ひざに手を当てると、いままでの疲労が一気に襲ってきて、たまらずその場にへたり込んだ。

  　アイツの体は、一体どうなっているんだ。

  

  　昨日の夜半に降った雨はカラリと上がり、朝露が葉の上を滑り落ちる。

  　比ひ嘉が家の門もん扉ぴを出ると、目の前でスラリとしたライオネルが『お座り』でスタンバイしている。

  　茶色くつややかな体毛に細くてしなやかな体たい躯く。昨日の夜到着したばかりだが銀ぎん史し朗ろうはこの犬が一目で気に入った。なによりまったく吠ほえないのがいい。

  　天気は快晴で朝から過ごしやすい快適な陽気だった。銀史朗は一つ伸びをする。

  　時刻確認、朝五時。右手には犬の手た綱づな。

  　歯磨き良し、洗髪良し。洗顔良し。

  　決戦の日、来たれり。

  

  　目的の公園は、徒歩で四十分もかかる、お世辞でも近場とは言えない場所にあった。

  　公園はすり鉢状に中央が抉えぐれた構造になっており、その中央には東あずま屋や、さらにその周りに遊具が配置されている。

  　周囲に首を巡めぐらせると愛犬の散歩以外にもジョギング、ウォーキングをしている人間がそこかしこに見える。平均年齢は総じて高めだ。

  　携帯電話のナビ機能を頼りに歩ほを進めたのだが、銀史朗はいままでここに公園があることすら知らなかった。楓かえでが散歩に使っているのでなければ、ついぞ知ることもなかっただろう。

  　紅くれ羽はもどこかで自分を監視しているはずだが、隠おん密みつ行動に特化した紅羽をこちらから見つけるのは容易なことではないので、早々に捜すのを諦あきらめる。

  「あ、もしかして跡取りくん？　どうしたの、こんなところで」

  　ふいに後ろから声をかけられ、心臓が飛びはねる。

  　おそるおそる振り返ると、トイ・プードルを連れてピンク色の運動用ジャージに袖そでを通している楓がいた。

  　先日の雪山での一件が脳裏をよぎり、お互い一瞬言葉に詰まったが、楓の方から微ほほ笑えんでくれたので、銀史朗もぎこちないながらも微笑み返せた。

  　相変わらず楓の笑顔は眩まばゆいばかりで、朝の光を受けて輝くつややかな髪に一度でいいから触れてみたいと思う。

  　銀史朗はだらしなく鼻の下が伸びていることに気付くと慌あわてて顔を叩たたき、昨日、鏡の前で練習した好青年の表情を作って笑いかける。

  「や、やあ楓ちゃん、奇遇だね」

  「散歩？」

  「う、うん」

  　楓かえでがかがみ込むと、怖おじる様子もなくボクサーを撫なでる。

  「この犬、随ずい分ぶん慣れてるのね。跡取りくんも犬を飼ってるなんてちょっと意外。名前、なんていうの？」

  「ライオネル」

  「へぇ──こんにちはライオネル。ん？　お腹なか空すいたの？　君、格好いいね。ん？」

  　ライオネルに微ほほ笑えみかけながら揉もみくちゃにする楓の表情に銀ぎん史し朗ろうは魂たましいが抜かれかける。気付けば呆ぼう然ぜんとした表情で「可愛かわいい……」と口から漏もれていた。

  「え？」

  「あ、いや、そっちのマルグリットのことだよ！　可愛い犬だよね！」

  「うちの犬の名前、教えてたっけ？」

  「いや、なんか高貴な感じがマルグリットっぽいなと思って──」

  「──あーら、格好いい犬ね！」

  　突然、横合いから声が割り込んでくる。見れば、犬連れの恰かつ幅ぷくの良いおばさんが銀史朗のボクサーを見て目を輝かせていた。楓が「あ、おばさん、おはようございます」と会え釈しやくしたところをみると、どうやら楓の知り合いらしい。

  　おばさんは興奮気味に鋭角的な眼め鏡がねのフレームを持ち上げながらライオネルを品定めし始める。

  「凄すごく良い毛並みね。良く人に慣れてるし、もしかして……あなたブリーダー？」

  　惜しい。銀史朗がブリーダーなのではなく、比ひ嘉が財ざい閥ばつで手配したのが、超一流のブリーダーなのだ。

  「いや、ちが──」

  　そこまで言ってから、おばさんと楓が揃そろって期待を込めた眼差まなざしでこちらを見ていることに気付く。

  　咄とつ嗟さに「実は僕が育てたんだ」と見栄を張りたくなって首を振る。噓うそはいけない、噓はいけない、噓はいけないと心の中で繰り返す。

  　しばらくのち、葛かつ藤とうを振り切り銀史朗は顎あごを引いてグッと胸を反そらした。

  「まあね！　何を隠そう僕はブリーダーなんだ。実はこの犬は僕が育てたんだ」

  「まあ！」「えー跡取りくん凄い！」

  　銀史朗はチクリと罪悪感が胸を刺すのを感じながらも、楓の羨せん望ぼうの眼差しに気をよくしていた。だが──

  「ねぇみなさん聞いて！　ここにブリーダーの方がおられるわよ！」

  　おばさんが仲間を呼んだ。

  「え？　ブリーダーって本物？」おじさんＡが現れた。「なになにブリーダー？」おばさんＢが現れた。「噓うそ、うちのラムセスの健康状態を見てもらわなくちゃ」おばさんＣが現れた。

  　どこから湧わいてきたのか、おばさんＡの鶴つるの一ひと声こえでぞろぞろと愛犬コミュニティ（？）の面々が集まってくる。

  　気付けば銀ぎん史し朗ろうは取り囲まれて祭り上げられていた。

  　たいそう犬くさくて、銀史朗は鼻をつまみたくなるのを必死で我慢する。

  「あ、いや、えーと、あのさ……」

  「みんな！　ブリーダー様が発言なさるわよ！　シーッ、シーッ」

  　おばさんＡが音おん頭どを取って口に人差し指を当てる。

  　シンと静まりかえり、集まってきたコミュニティの面々が好奇の視線を向けてきて「うっ」と呻うめく。

  　いまさら、犬には微み塵じんも詳しくないとは絶対に言い出せない雰囲気だった。

  「その……なにか、僕に質問はないかな、と思って」

  　すっと手が上がる。

  「お宅のライオネルちゃん、とっても素敵だけど、やっぱり大会にも出場されてるの？」

  「ん……ま、まあね」

  「どんな大会に出したのかしら？」

  　知らないよ大会の名前なんて。

  「しょ、将来的には天下一武闘会の出場も視野に入れて……」

  「天下一武闘会？」

  「まあ、知らないのも無理はないかなッ。なんたって選ばれた犬しか参加できないからね！」

  「どんな犬種がお好きなんですか？」

  「え……人じん面めん犬、とか……？」

  「………………」

  　おじさんが眉み間けんにシワを寄せるのを見て、銀史朗は慌あわてて手を振る。

  「いやでも、慣れれば結構可愛かわいいよ！　『ヒヒッ、ヒヒッ』ってハイエナみたいに笑うんだけどさ」

  　パンチパーマのおばさんが犬を抱え上げて挙手する。

  「ブリーダーさん、ウチの犬を見てくださらない？」

  「毛が抜けてるけど病気？」

  「え？　……チャイニーズ・クレステッド・ドッグですけど」

  「ああもちろん知ってるよ！」

  「ウチの犬も見てくださらない？」

  「胴が長すぎるね。引っ張ってるの？　動物虐ぎやく待たいは感心できないなぁ」

  「え？　ダックスフント……」

  「ま、当然知ってたけどね」

  　銀ぎん史し朗ろうは余裕の表情で質問を捌さばきながら、だが内心はだらだら流れる脂あぶら汗を拭ぬぐいたくて仕方がなかった。心なしか楓かえでのこっちを見る目が冷たくなっていくような気がする。

  「ライオネルちゃん、毛並みがとってもいいですね」

  「ああきっと、ご飯がいいんだよ」

  「ドッグフードはどこの会社のを？」

  　知らないよドッグフードのメーカーなんて。

  「い、いや、ドッグフードは使ってないんだ」

  「使ってない？」

  「ウチは自給自足を徹底させてるんだ。野生がいちばんいいんだ。ネズミの死し骸がい、カラス、ハト、小型犬までなんでも食べるよ」

  　小型犬を飼っている飼い主が真っ青になってあとずさりしていく。

  「さ、みなさん。ブリーダーさんも忙しいからこの辺でお開きにしましょ！」

  　眼め鏡がねのおばさんが冷や汗を搔かきながら、解散を宣言すると、全員がクモの子を散らすように逃げ散っていく。あとには不機嫌そうに頰ほおを膨ふくらませた楓だけが残っていた。

  「跡取りくん、それ跡取りくんが育てたんじゃなくて比ひ嘉が家で手配した犬なんでしょ？　違う？」

  　──うわ、バレた。

  「で、でも楓ちゃん、僕は──」

  「言い訳しない！　跡取りくんってサイテー！」

  　楓が肩を怒らせて去っていく。銀史朗はその背に手を伸ばしながらも蹴け躓つまずいて舗ほ装そうタイルにがっくり膝ひざをつくと、ライオネルが頰をペロペロ舐なめてくれる。うぅ、ライオネル、お前だけだよ、僕の苦しみをわかってくれるのは。

  　音もなく舗装路を歩きながら近づいてくる女性靴ぐつが見えて、銀史朗は顔を上げる。おかっぱ頭のチビ護衛がこちらを醒さめた瞳ひとみで見下ろしていた。

  「これにて第四訓を終了します。──作戦は大成功とは……」

  　紅くれ羽はが言い淀よどむ。当然、言えないだろう。

  　今回ばかりはさすがの紅羽も強きよう弁べんできないようだった。


  


   インターミッション２

  

  「これから人の殺し方を教えます」

  　ＰＭＣ忍者は、開口一番、脳に問題があるんじゃないかと不安になるようなことを言った。

  　早朝に「非常呼こ集しゆう！」とドラを叩たたきながら枕まくら元もとに現れた紅くれ羽はにびっくりして飛び起きつつも、服を着替えさせられ半なかば引きずられるように格技場に連れてこられる。

  　比ひ嘉が家の敷地面積は、知らない者が迷い込むと遭難するくらい広く、中央にある銀ぎん史し朗ろうやメイドたちが住んでいる屋敷の他ほかにも、敷地の各所に銀史朗すら存在を忘れていた建物がいくつもある。

  　格技場もその一つだ。

  　昔、習い事の一つとして空手をやらされていた時は足あし繁しげく通っていたが、銀史朗に武道の才能がからきしないことがわかると、早々に見放され、使う者もないまま埃ほこりとクモの巣だらけになっていたはずだ。

  　銀史朗は口を半開きにしながら格技場の中に首を巡めぐらせた。

  　床は当然のこと、天井の梁はりの一本一本に至るまでピカピカに磨き抜かれている。

  　まず間違いなく紅羽が掃除したのだろう。『破壊』と『殲せん滅めつ』しか能のなさそうな殺人マシーンに『掃除する』という行為が（物騒な意味ではなく）インプットされていることに驚いていた。

  　現在、目の前の紅羽は白と紺のぶかぶかの胴どう着ぎと袴はかまを着ており、床に突き立てた竹刀しないの柄つかの上に両手を重ねている。その凛りんとした佇たたずまいに、不覚にも一瞬、和装も似合うじゃないかと見とれてしまったことになぜだか無性に腹が立ち、わざと憤ふん然ぜんとした調子で腕組みする。

  「で、人の殺し方を教えるって、なんだよ」

  「いままで坊っちゃんには基礎体力向上のみを重視してトレーニングしていただきましたが、いよいよ実践も交えようというわけです」

  　紅羽がもう一本、竹刀をこっちに放ってくるのをキャッチし、銀史朗は竹刀の重さを確かめながら二、三回素す振ぶりする。

  　紅羽の言うことが意味するのは即すなわち、銀史朗が基礎体力面で紅羽の合格基準に達したということだろう。

  　銀史朗は絶対に顔に出ないように注意しながら、ひそかに鼻息を荒くする。大嫌いな紅羽に認められたことがこんなに嬉うれしいというのは、不思議な気分だ。

  「坊っちゃん、好きな時に打ち掛かってきて結構です。拳こぶしでも結構ですし、嚙かみつこうが引っ搔かこうが私に物理的ダメージを与えられる方法ならばなんでも構いません」

  「ず、随ずい分ぶん荒っぽい方法も許可するんだな」

  「言ったでしょう、私が教えるのは戦場で生き残るための掟おきてです。昔の戦場には騎き士し道どう精神などの様式美が存在しましたが、現在は純粋に生きるか死ぬかだけです。そのためには騙し討ちスニークアタツクや背面奇襲バツクアタツク、待ち伏せアンブツシユといった行為は当然予想して然しかるべき、と私は考えます」

  「……奇き襲しゆうや騙だまし討ちされるのはお前なんだぞ」

  　おかっぱ髪の奧の瞳ひとみが輝き、わずかに口の端を上げて嬉うれしそうな表情をする。

  「私が坊っちゃんに負けるとでも？」

  　銀ぎん史し朗ろうはムッとしながらも、内心では紅くれ羽はの言いたいことはわからなくもなかった。

  　初登校日、紅羽にけしかけた手て練だれが全員返り討ちにされて以降、銀史朗は継続的に刺し客かくを送り込んでいるが、そのすべては無む惨ざんに負け、叩たたき返されている。

  　登校風景に、校庭での果たし合いが含まれるのは、もはや楽らく丸まる学園高等部の朝の習慣となっており、最近はギャラリーや応援団も板いたについてきた感がある。

  　当然、紅羽の戦績は百戦不敗。最近はついに銀史朗の力で呼べる人材も払ふつ底ていしかけており、ほとほと困り果てている。

  　銀史朗は竹刀しないを持ったまま背後に跳ぶと、見よう見まねで漫画で見た正せい眼がんに構える。

  　すり足で紅羽との間合いを計りながら、厳しい視線で紅羽を圧するが、紅羽は竹刀の柄つかの上に両手を重ねた姿勢のままだ。

  「なあ、前から聞きたかったんだけど、お前ホントに忍者なのか？」

  　直接聞くのは、これが初めてだった。

  「はい」

  　思いのほかあっさりと答えが返ってきて、逆に銀史朗の方がとまどう。

  　最初は上段から、次に返す刀で胴を狙ねらう二連撃を見舞うが、紅羽は涼やかな表情のまま、わずかな体の動きだけで躱かわす。

  「でも忍者って……ゲームに出てくるサイボーグ忍者とかなら見たことあるけど……まさかお前、忍者刀で銃弾を次々と弾はじけたりとかするのか？」

  「それこそまさか、です」

  　銀史朗はそりゃそうだよなと安心する。

  「一発が精せい々ぜいです」

  「一発なら弾けるのか！」

  　銀史朗は突きで間合いを一気に詰めるとそのまま畳たたみかけるように三発素早く叩きつける。紅羽が最後の一撃でようやく竹刀を跳はね上げブロックしたのを好機と、そのまま鍔つば迫ぜり合いに持っていく。男の力でもって全力で竹刀しないを押し込むが、いくら力を込めても壁を押しているような手て応ごたえしかない。このッ、このッ。

  「に、忍者って言っても、お前、女だからくのいちってことになるんだよな」

  「ええまあ」

  　銀ぎん史し朗ろうはふと不ふ埒らちな妄想が頭の中をよぎってパッと紅くれ羽はから距離を取る。

  「い、いやでもくのいちってことは、あんなことやこんなことも学んでるのか？」

  「……房ぼう中ちゆう術じゆつのことを仰おつしゃりたいので？」

  「わからないけどたぶんそれだ！　つまりお前は──」

  「……男性を寝しん所じよに誘い込んで、情報を得ているのかと？」

  「う、うん」

  　紅羽は若干言い淀よどんで視線を斜め下に下ろす。頰ほおがわずかに赤かった。

  「座学──いわゆるペーパーテストでは満点ですが、実地訓練はまだです」

  　なぜだか銀史朗はほっとして胸を撫なで下ろすと、自然に軽口も出てきた。

  「ふ、ふん、そんなことだろうと思ったよ。どうせ、ＳＬＰの元になった知識も聞きかじったのばっかりで、恋愛経験なんてロクにないんだろ？」

  　紅羽はムッとして言い返す。

  「たしかにそうですが坊っちゃん、理論上、これで攻略できない女性はこの地球上に存在しないはずです。よって大たい勢せいに影響はありません」

  　一体どこからその自信は来るんだよとあきれてしまう。一度ＳＬＰの契約をしてしまった手前、途中放棄はしないつもりだが、先行きが甚はなはだしく不安なことに変わりはない。

  　こうなったら、と思い三度、銀史朗は竹刀を構えて間合いを計る。

  　いままでのＳＬＰ失敗による鬱うつ憤ぷんを竹刀に込めて叩たたきつけてやる。

  　銀史朗は竹刀の柄つかを持って大きく振りかぶると──意表をついてそのまま彼女の顔を狙ねらって竹刀を投げつける。

  　紅羽が危なげなく手持ちの竹刀で弾はじいたのを見て、開いた胴に向かって下から潜もぐり込むように接近、胴どう着ぎを両手で摑つかむと紅羽がハッとした表情をする。

  　ここで華か麗れいに投げ技に持っていくことができれば大したものだったのだが、摑んでから気付く。銀史朗は投げ技のかけ方など何一つ知らない。

  「え、えいッ！」

  　銀史朗は破れかぶれになって胴着を思い切り左右に引っ張る。

  　当然のようにぶかぶかの胴着は容易に脱げ──そして、時間が凍結した。

  「キャ」と声を上げ、次の瞬間、自分の叫びを恥じるように紅羽が両手で口元を押さえる。

  　彼女は胴着の下になにもつけていなかった。あまりにも視界に大きく広がる肌色分の多さに銀史朗の思考もフリーズする。

  　さらに転瞬、パァンという高い音を立てて、銀ぎん史し朗ろうの視界が傾かしぐ。ローキックで蹴けられたと気付くのも束つかの間ま、銀史朗の視界がぐるりと一回転して板張りの道場にボキグシャリと叩たたきつけられた。

  「ぐぎゃあああああああッ！」

  　仰あお向むけになった状態から見上げる紅くれ羽はは、胸元を押さえ歯を食いしばり、羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくに歪ゆがんだ表情でこちらを見下ろしている。

  「この……ケダモノッ！　坊っちゃんあなたは野良犬です！　あなたは長なが澤さわ楓かえで一筋ではないのですか？　女性と見れば裸に剝むくのですかッ！」

  　銀史朗は痛みで涙が出てくるのを堪こらえながら立ち上がり、紅羽の前に顔を突き合わせる。

  「変な言い方するな！　い、いまのはどう見ても不可抗力だろう。あとサラシくらい巻けよ」

  「どこまで見たのです？」

  「どこまでって……」

  　そりゃ、細い首から肩までの丸っこいラインとか、首筋から浮き出る薄いピンク色の鎖さ骨こつとか、その下に二つあった──

  「──うわああああああああああ」

  　銀史朗は真っ赤になって妄想を手を振って払うのを見て、紅羽の歯を食いしばった歯がギリ、と音を立てる。
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  「つ、つまり全部見たと？」

  「見てない見てない僕はなんにも見てないぞ！」

  　そこで紅くれ羽はがなにか思いついたのか、残忍な微ほほ笑えみを浮かべる。

  「坊っちゃん、どういう形であれ私に一発でも入れられたら、今日の訓練はすべて中止にして全部自由時間にして構いませんよ」

  「え？　ど、どういう風の吹き回しだよ急に……」

  　喜ぶより前に警戒心が先に立つ。

  　紅羽は素早く胴着をつけ直すと、用具室からありったけの竹刀しないのストックを持ってきて床にぶちまける。

  「その代わりに、私に一発入れるまでこの道場から生きて帰──出すわけにはまいりません」

  「お前いま生きて帰さないって言おうとしただろ！」

  「ご冗談を。さあ始めましょう。──来ないなら、こちらから行きますッ！」

  「おい、ちょ待……ッ！　冗談だろ！　う、うわあああああああああ」

  

  　同刻、銀ぎん史し朗ろうを捜して道場の前まで来た比ひ嘉が家のメイド長の芝しば原はら沙さ也や加かは、中から断続的に響く轟ごう音おんと、激しい悲鳴に思わず足を止めた。

  　そっと中を覗のぞくと、中は残ざん虐ぎやくな処刑場と化していた。

  　道場の壁には紅羽が投げつけたクナイが無数に突き刺さっており、壁を背にした銀史朗は直撃こそ躱かわしているが、クナイの隙すき間まに縫ぬい留められている。まるで虫ピンで留められた昆虫標本のようだ。

  「く、紅羽、話せばわかる！」

  「問もん答どう無む用ようです」

  　ビス、と壁に突き立ったクナイが一本増える。

  　銀史朗の泣きそうな声が聞こえてきた。

  　沙也加は戸口に手を掛けた姿勢のまま固まってしまい、声をかけるのがためらわれる。

  　見る者が見ればただの戯ざれ合いにしか見えないだろう光景だが、沙也加の目には違って映った。

  　紅羽も、もう本気で怒ってはおらず、口元にはわずかに楽しそうな笑みすら浮かんでいる。

  　なにより、銀史朗がこんなにも感情をオープンにして人と接することがあっただろうか。

  　沙也加はしばらくの間、時を忘れてその光景に魅み入いった。

  

  　比嘉家の屋敷内には様々な部屋がある。

  　ローンドリやラーダとか妙に格式張った名前がついているが、つまるところ洗濯室だったり、食料貯蔵庫だったりする。

  　全員集合して食事を取ることに決めて以降、使われなくなった使用人食堂サーヴアンツ・ホールを通過したところで銀ぎん史し朗ろうの鼻が芳ほう醇じゆんな匂においを捉とらえて立ち止まり、ひくひくと鼻を動かす。

  　弾はじけるような甘あま酸ずっぱいイチゴの匂いと、煮詰めた砂糖の香ばしい匂いを嗅かぐとお腹なかがきゅっと鳴る。

  　出どころはスティル・ルームと呼ばれている調理室だった。

  　広い屋敷の清掃・保全・管理に人数が必要とされるので、必然的に食料もたくさん必要になってくる。調理室の大鍋は常にぐつぐつと煮えて、なんらかの料理が調理されている。

  　左右を見渡して周囲に他ほかのメイドがいないのを確認すると、銀史朗は大鍋の蓋ふたを取って中身のジャムをすくうと冷ましながら口に運ぶ。お、これはなかなか──

  「あら、銀史朗坊っちゃん、こんなところに」

  「うわッ」

  　慌あわてて振り返ると、そこにいたのは、にこやかな笑顔を振りまくメイド長の芝しば原はら沙さ也や加かだった。

  　栗くり色いろのウェーブの掛かった髪に黒を基調にしてフリルばかりの白いエプロン。

  　先代から仕えていた召し使いの子供で、銀史朗が物心つく頃からすでに屋敷にいたのを覚えている。

  　仕えている年数に比して年は自分とそう変わらないはずだ。

  　沙也加は楽しそうな表情でペコリと礼をすると「坊っちゃんを捜しておりました」と言う。

  　まさかお説教だろうかと顎あごを引きながら「な、なんだよ」と言う。

  「紅くれ羽はちゃんのことで」

  「紅羽の？」

  　沙也加は少しだけ憤ふん然ぜんとした調子で腰に手を当てる。

  「紅羽ちゃん、すでに学校の制服を四着も駄目にしてるんですよ。今日も朝早くからススだらけだった格技場を掃除して、その結果また一着制服を駄目にしてるんです」

  　ははぁと銀史朗は唸うなった。紅羽は学校では毎日のように派手な大立ち回りを演じているし、私服というものを持たないゆえ、屋敷の中でも基本的に制服姿だ。

  　彼女曰いわく『学校でも屋敷でも使えるオールマイティな服装なら、着替える手間が省けて好都合というもの。もっとも野Ｂ戦Ｄ服Ｕより下腹部がスースーするのはいただけませんが』ということらしい。

  　着ている物にまったく頓とん着ちやくしない女性、というものを銀史朗は初めて見たので最初こそ驚いていたが、まあそんなものかとすぐに納得してしまった。だがどうやら、オシャレにうるさい沙也加から見れば信じがたいほどの暴挙なのだろう。

  「折せつ角かく可愛かわいいらしい制服なのにすぐにズタボロになって洗濯カゴに放り込まれているんですよッ。洗濯する方の身にもなってほしいものです」

  　なんだそんなことかと思いながら銀ぎん史し朗ろうはヒラヒラと手を振った。

  「じゃあ僕からの命令っていうことで、適当に言っておいていいぞ。最近、少しだけアイツも融通が利きくようになってきたしな」

  　いや、譲歩してくれていると言うべきか。

  　その時、沙さ也や加かが待ってましたとばかりににっこりと笑い、掌てのひらを打ち合わせる。

  「実はそう言ってくれるだろうと思って、もう先に紅くれ羽はちゃんに命令を出しておきました」

  「な、なにッ？」

  「紅羽ちゃん、入ってきていいわよ」

  　沙也加が廊下に声をかけると、ほどなくして紅羽が入ってくる──メイド服を着た状態で。

  　銀史朗は思わず生なま唾つばを飲んだ。

  　黒と白の対比を強調したエプロンドレス姿は、細い紅羽の体のラインに良く合っている。化け粧しようもされているのか頰ほおにもツヤがあった。メイド服は屋敷内で見慣れているとはいえ、紅羽が袖そでを通すと、まったく違って見える。

  　あまりにも銀史朗がまじまじと見ているので、紅羽も心なしか恥ずかしそうに俯うつむき、自分の体を抱きながら非難がましい瞳ひとみで沙也加を見た。

  「……騙だましましたねメイド長。坊っちゃんの命令だというから着たというのに」

  「でもほら、いま許可取りましたから」

  　紅羽は視線を真横にずらして太ふと腿ももを擦こすり合わせる。

  「私には、こういうものは似合いません。フリルが多くて空気抵抗があり、任務の妨さまたげになります。大体このヘッドドレスというものが理解できません。頭部を銃撃された時のために防弾機能が付加されているならまだしも、単純な装飾以上の意味合いがまったく確認できないではありませんか」

  「でもこの服装でなら、掃除とかで存分に汚してもいいのよ。なにより──」

  　沙也加が素早く紅羽の背後に回ると彼女の背中に両手を置き、銀史朗の方にぐいっと押し出してくる。

  「ねぇ銀史朗坊っちゃん、紅羽ちゃん、とっても可愛いですよね？」

  「あ、いや、そんなこと急に言われたって……」

  　銀史朗は言葉を濁すが、紅羽まで感想を待っているような上うわ目め遣づかいでこちらを見ながら、スカートの裾すそを両手で引っ張っている。銀史朗の頭の中がぐるぐると回り、脳がパニックを起こしかける。

  「そ、そりゃ可愛いけどさ……」

  　かあああ、と紅羽の頰が赤くなり肩をすぼめ顔を伏せる。

  「う、うあ…………」

  　銀ぎん史し朗ろうは呻うめく。

  　──可愛かわいい。なんだよこの反応、めちゃくちゃ可愛い。

  　だがその時、銀史朗の頭の中でカチリと音がして防衛本能が働いた。

  　自分の紅くれ羽はを見る目がおかしくなってしまう。そうなったらいままでみたいに軽口で話せなくなってしまう。ふざけ合えなくなってしまう。

  　いままで感じたことのない感情に、銀史朗はとまどうより先に恐怖した。

  　そして──

  「う、噓うそだよバーカ！　全然可愛くないね！」

  　思わずそう叫んでいた。

  「楓かえでちゃんと比べてガリガリだしッ、楓ちゃんと比べてチビだしッ、楓ちゃんと比べて胸もないしッ、全然可愛くないって言ったんだよ！　大体、キャラじゃないだろ。お前が可愛い格好なんかしても無意味だからやめろよ！」

  　直後に激しい後悔に襲われる。

  　めいっぱい見開かれた紅羽の瞳ひとみ。見る見る表情が蒼あお褪ざめ、ふいに俯うつむくと口元を押さえ部屋から駆け出していく。

  「坊っちゃんッ、女の子にあんな言い方ないでしょう！　坊っちゃんが喜ぶからって言ったのがだめ押しになって紅くれ羽はちゃん、あれを着てくれたんですよ」
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  　沙さ也や加かが冷ややかな一いち瞥べつをこちらにくれると、刹せつ那な、「紅羽ちゃん！」と叫びながら紅羽のあとを追っていく。

  　取り残された銀ぎん史し朗ろうは小さく口を開け、呆ぼう然ぜんとして立ち尽くした。

  「なんだよ、あの表情……。なんだよ…………？」

  　どれくらい経たっただろうか、銀史朗はぐしゃりと髪を搔かきながら自室に向かって歩き出す。ゆっくり歩いているつもりが、気付けばほとんど走り出さんばかりになっていた。

  　素早く自室に飛び込んで扉とびらを背で閉めると、扉を背にしたままずるずるとへたり込む。

  　心臓に手を当てると、紅羽を見てからずっと、信じられない速度で早はや鐘がねを打っている。

  「しょうがないじゃないかッ、急にあんな可愛かわいい格好されたって、なんて言っていいのか、わかんないよ！」


  



  


   第五訓　兵器に人道的、非人道的などという区別はない！


  

  「ラブレターと来たか……」

  「そうです、恋文です」

  　比ひ嘉が家の勉強部屋、うんざりしながら勉強机に座り宿題を片付ける銀史朗の傍かたわらに、紅羽が教科書片手に立っている。教科書に視線を落とす紅羽は小さな丸眼め鏡がねを鼻の上にひっかけていた。

  「それ……」

  「はい何か？」

  「お前、眼鏡かけなきゃならないほど目が悪いのに傭よう兵へいなんてやってるのか？」

  「ああこれですか。いえ、逆です」

  「逆？」

  「私は裸ら眼がんで五百メートル先の敵のハンドシグナルまで見分けることができるので、反面、あまりに近距離になるとかえって物が見えづらくなるのでこうして眼め鏡がねでピントを合わせる必要があるのです」

  「………………」

  　銀ぎん史し朗ろうは目め頭がしらを揉もみながらもう驚いてやるまいと固く誓う。そのまま机の上に頰ほお杖づえをつくと胡う乱ろんな瞳ひとみで紅くれ羽はを見た。

  「さっきの話だけど、でもメール全盛の時代にいまさら直じき筆ひつのラブレターなんて古くないかな？」

  「直筆だからこそ、伝わるものもあるというものです」

  「でも、さすがにまだ早いだろ。それに僕と楓かえでちゃんは充分に仲良くなったわけじゃないから、いきなり送ったりしたらびっくりしちゃうだろうしさ……。大体、ラブレターなんて本当に書く奴やついるのか？　僕は見たことないぞ」

  「坊っちゃん、攻めの姿勢を忘れてはいけません。攻撃は最大の防御と言うでしょう。それに誰も自分の書いたラブレターを他人に見せたりはしないでしょうから、世の中にどれほどのラブレターが出回っているのかは神のみぞ知る、といったところでは？」

  「まあ、確かに……」

  　一本取られたと思いつつ頭を搔かく。

  「坊っちゃんは長なが澤さわ楓の前に出ると例外なく過度に緊張したり舞い上がったりするので、坊っちゃんの性格の良い部分が隠れて悪い部分だけが突出して見えてしまうのです……まあ悪い部分しかないという説もありますが」

  「オイいまなにか言ったか？」

  「いえなにも。ともあれ、文章ならば充分考えてご自分の心の中の思いを最適な言葉に変換することもできますし、修正が利きくのも大きな利点です。坊っちゃんのこれまで弱かった、アガってしまう部分を補強できるわけです」

  「な、なるほど。言われてみれば確かに」

  　紅羽の言葉に腕組みして、ラブレターのもたらす効用について真剣に考えている自分に気付きはっとすると、紅羽をじっと睨にらむ。

  　肝心のＳＬＰは、いまのところからっきし効果がないのに、こいつは人を屁へ理り屈くつで丸め込むのだけは得意だな。

  　目の前にすっといきなり万年筆と便びん箋せんが差し出され、「うっ」と呻うめきながら嫌々顔を上げる。

  「今日の勉強はこれくらいにして、ここからはラブレターを書きましょう」

  　紅羽は有う無むを言わさず万年筆を握らせてくる。

  「投とう函かんの任は私が引き受けます。坊っちゃんがやるのは、書くだけです」

  　紅羽がずずい、と顔を近づけてくる。

  　思いがけず紅くれ羽はの顔が近い。数日前までならなにも感じなかったのに、なぜか妙に気き後おくれしてしまう。

  　銀ぎん史し朗ろうの心しん中ちゆうなど知る由よしもなく、紅羽が「どうしたのですか坊っちゃん？」とおかっぱ髪をうなじの辺りで搔かき上げながら不思議そうな表情で小首をかしげた。

  　銀史朗は造作の整った小こ綺ぎ麗れいな顔をぼうっとしながら見る。紅羽の柔らかそうな唇が銀史朗の目と鼻の先にある。ちゃんと女の子の良い匂においもする。いきなり抱きしめたりキスしたら、こいつ、どんな反応するのかな？

  　気付けば紅羽の手首を握っていた。そこでようやく銀史朗の反応に気付いたのか、紅羽の瞳ひとみが見開かれ、頰ほおが染まる。

  「坊っちゃん……？　あの、なんの……おつもり、ですか………？」

  　そこでハッと我われに返り、思わず紅羽から顔をそむけた。

  　紅羽は一歩下がって、スカートをきつく握りながら首を真横に傾けている。おかっぱ髪の奧で紅羽がどんな表情をしているのかは、想像するほかなかった。

  　なんとも言えない気まずい空気が流れる。

  「坊っちゃん……すみませんが、いま一度問わせていただきます。あなたは長なが澤さわ楓かえでと恋仲になりたい……間違いありませんね？」

  　答えるまで、随ずい分ぶん時間がかかった。

  「うん、そうだ」

  　紅羽が首を正面に持ってきて、まっすぐこっちを見た。いつもの紅羽だった。

  「じゃあ、これからやることは私の考案したＳＬＰです。些さ末まつなことに関わっている暇はありません」

  　些末なこと…………。

  　銀史朗の脳内でその言葉だけがぐるぐると回る。

  　外を見れば、もう夜だった。銀史朗は手元のスタンドのスイッチを押し、頰をぴしゃりと叩たたくと気持ちを入れ直し腕まくりする。

  　混同はしない。いまはＳＬＰだ。

  「じゃあ、書くぞ」

  　便びん箋せんに向き直ることしばし──

  

  『拝啓、長澤楓様』

  

  「ところで、書き出しは何を書けばいいのかな」

  　紅羽があきれたような溜ため息いきをついた。

  「坊っちゃんは長澤楓のどこが好きなのですか？」

  「そりゃ、清せい楚そだし、可か憐れんだし、髪が綺き麗れいだし、胸が大きいし──」

  　ぴくり、と紅くれ羽はの表情が強こわ張ばる。おや、と思ってまじまじと見るが、その時はもう平素と変わらぬ紅羽だった。

  「坊っちゃん、その『好き』の部分を誉ほめて文章化すべきです」

  　とりあえず、紅羽に言われたまま楓かえでを誉めてみる。

  「あと、巧みな比ひ喩ゆを使って恋愛を美化するのも手です。恋愛とはファンタジーなのです」

  「な、なるほど」

  　銀ぎん史し朗ろうは自分の詩的感性を爆発させようと、目を閉じ思いつくままにそらんじる。

  「恋、それはまるで──」

  　──野に咲くバラの花？

  　──燃えさかる炎？

  　──画布に絵筆で塗られた情熱の赤？

  

  　思いつく言葉を端から書いては捨て、捨てては書きながら紙を丸めてポイポイとくずかごに放っていく。

  　頭を抱えて机に突っ伏すまでそう時間は掛からなかった。

  　自分の語ご彙いの貧困さに目め眩まいがしてきた。なんで僕はシェイクスピアじゃないんだ？

  　銀史朗は視線で紅羽に助けを求めると、紅羽がすっと銀史朗の腕を取って万年筆をさらさらと走らせる。

  　恋、それは──

  

  『──脳のニューロン発火による情報錯さく誤ご、壮大なる脳の勘違い』

  

  　銀史朗は眉まゆをひそめて文面を何度も読み返した。

  「紅羽……お前これ………………」

  　紅羽はきょとんとした表情で小首をかしげた。

  「何か？」

  「いや、お前、こんな文言が書き付けられた文章もらって嬉うれしいのか？」

  「少なくとも私は」

  　銀史朗は目め頭がしらの辺りを強く揉もむ。

  「ま、まあいい。続き書いてみてくれ」

  　もしかしたら、ここから大化けする可能性もあるかもしれないし。

  

  『恋、それは脳のニューロン発火による情報錯誤、壮大なる脳の勘違い。性衝動に基づく男女間の激情であり、ヒトのみが持ちうる性的煩はん悶もん。愛の初期段階であり、人生の墓場であるところの結婚の二つ前の段階。人類の多産を願うため敢あえてそのメリットのみを強調し、デメリットを巧妙に黙殺した、非常に高度な政治的思おも惑わくの介在する言葉。夢と希望に[image: ]あふれ、いまのところ失望にまで至っていない人間の状態を指す精神疾しつ患かんの一種であり、好色と性欲を美び辞じ麗れい句くによって巧妙に隠いん蔽ぺいし言いつくろいしもの』

  

  「もういい良くわかった！　良・く・わ・か・り・ま・し・た！」

  「どうしたのですか坊っちゃん？」

  　頭痛がしてきた。

  「……お前、もっと別な感じの文体を使い分けられないのか？」

  　紅くれ羽はは無表情に顎あごに手を当てる。

  「海兵隊式の文面で良ければ」

  「……どんなのだよ」

  「『お前のパパとママがベッドでよろしくやった時のシーツのシミ、それがお前だ』──とか、そんな感じの文面です」

  「是非やめてくれ！」

  　紅羽はむっつり押し黙る。顔に『注文が多い』と書いてある。

  　銀ぎん史し朗ろうは天井を振り仰いだ。参った。

  　銀史朗の語ご彙いは貧弱でとても恋文を書くに値あたいするレベルではないし、紅羽に至ってはそれ以前の問題だ。

  　まさに八方ふさがり。

  　いや、と思い直す。紅羽は語彙だけはそこそこなので、それを自分がロマンチックな感じに書き直せば済むのではないか。

  　そう考えると、わずかに光こう明みようが見えてきたような気がした。

  　時計を見れば、結構いい時間になっていたが、ここからが本領発揮だ。

  　そこから銀史朗は猛然と書き進めた。

  　銀史朗は度たび々たび文面に詰まったので、その度に紅羽の助けを借りねばならなかった。

  

  「楓かえでさん、あなたの髪は綺き麗れいだ。まるで──」

  

  『──もずくのようだ』

  

  「楓さん、あなたのくびれた腰のラインは綺麗だ。まるで──」

  

  『──〝縄じよう文もんのビーナス〟こと、棚たな畑ばたけ遺跡出土の土ど偶ぐうのようだ』

  

  「楓かえでさん、あなたの胸は綺き麗れいだ。まるで──」

  

  『──高額な費用を払ってシリコンや生理食塩水を詰め込んだ偽にせ巨乳のようだ』

  

  「楓さん、つまり僕が言いたいことは、この一言に尽きるのであります──」

  

  『──地獄の雌めす豚ぶた』

  

  　時計の分針が五回転して遠くからチュンチュンとスズメの鳴く声が聞こえる。

  　顔を上げると、地平線の向こうから太陽が顔を覗のぞかせていた。

  　銀ぎん史し朗ろうはショボショボした目を擦こする。傍かたわらの紅くれ羽はも心なしか憔しよう悴すいして見える。

  　机の端には、紅羽特製栄養ドリンクの空から瓶びんが山と積まれている。彼女がどこからともなく持ってきたドリンクを服用してからというもの妙な多た幸こう感と全能感に支配されっぱなしで、ぶっちゃけ書いた内容すらロクに覚えていない有あり様さまだった。

  　銀史朗は不眠で煮えた脳で、たったいま筆を置いた文面を読み返す。と、自分の鼻息が荒くなるのを感じる。

  　読めば読むほど名文のような気がしてくるではないか。直す必要など、どこにあるのだろうか。

  「紅羽、これは傑作だぞ！　いますぐ楓ちゃんの下駄箱に投下してこい」

  「お任せください坊っちゃん」

  　銀史朗はあとのことは紅羽に任せて、わずかな仮眠を取ったあと、学校に向かう。

  　教室に入ると楓がぐるりとこちらを向いた。

  　拳こぶしを握り両腕を突っ張って、ツカツカと一直線にこちらに歩いてくる。唇を引き結び、髪は逆立ち、瞳ひとみの端には涙まで溜たまっていた。

  　銀史朗は白い歯を見せながら大きく手を振る。

  　楓が銀史朗の前で立ち止まると平手を高々と振りかぶる。

  

  　パチィィィン、と小気味の好よい音が、二つ隣の教室まで響き渡った。


  



  


   第六訓　一個の道具のように己おのれを分析せよ！


  

  「この度たびは素敵なお誕生会にお招きいただきありがとうございます」

  　清潔な白いドレスの端をつまんでお辞じ儀ぎをする楓かえでを、銀ぎん史し朗ろうはにやにやするのを堪こらえきれずに見る。

  　ドレス姿の楓は、普段の十倍綺き麗れいだった。今回のＳＬＰはこれだけでほとんど元が取れたようなものではないか。

  「跡取りくん、ところで、今日は誰のお誕生会なの？」

  「ああ、紹介するよ、うちのメイド長の芝しば原はら沙さ也や加か──」

  　沙也加がペコリとお辞儀をするのを見て、楓が掌てのひらを合わせて「まあ」と感嘆の声を上げる。

  「──の飼っているジャンガリアンハムスターの『アンソニー』」

  　銀史朗は沙也加の持っているカゴの中身を指すと、楓が怪け訝げんな表情をしてカゴに顔を近づける。

  「ハムスター？」

  　楓が信じられないといった表情で周囲に首を巡めぐらせる。

  　その時、空気を震わせる汽笛の音がして、銀史朗もつられて周囲に首を巡らせている。

  　バイオリンやチェロを弾く楽がく士しの調べに乗って、談笑の声があちこちから聞こえる。パラソル付きのテーブルセットが置かれ、その隙すき間まを縫ぬうように給きゆう仕じ服を着たウェイターやウェイトレスがそこかしこを行き来している。かくいう銀史朗もネクタイを締め、バッチリ決めたスーツ姿だ。

  　降り注ぐ日差し、鼻び孔こうには強い潮の匂におい。重量五万二千トンの豪華客船の甲かん板ぱん上に銀史朗と楓はいた。

  「跡取りくんはハムスターのために豪華客船でクルージングするの？」

  「えーと、う、うちはハムスターの誕生日を祝うときは豪華客船を貸し切ることに決めているんだ…………宗教上の理由で」

  「なんだか、ハムスターのためにパーティをやるんじゃなくて、パーティをやりたいからハムスターの誕生日を口実にしてるみたい」

  　銀史朗はぎくりとした。鋭いなぁ楓ちゃん。

  　楓が首をかしげる。

  「この船も比ひ嘉が財ざい閥ばつの持ち物なの？」

  「そうなんだ！　よくぞ聞いてくれたねッ。これは『キング・ギンシロウ号』っていってね。日本でも有数の超豪華客船さ」

  　楓かえでがあきれたような表情で銀ぎん史し朗ろうを見た。

  「跡取りくんって、よっぽど自分のことが好きなのね」

  　どういう意味か判じかねて聞き返そうとした時、横合いから「やあやあ」と陽気な声が差し挟まれる。

  　声の主ぬしを見て、銀史朗は眉まゆをしかめた。眼め鏡がねをかけたインテリ数学教師・近ちか村むらと、その横には長身筋肉質の体育教師・内ない藤とうがシャンパン片手に現れた。

  　近村がすっとシャンパンの杯グラスを掲かかげる。

  「銀史朗くん、今日はお招きいただいてありがとうございます」

  　──お前らは、別に呼んでないよ。

  　銀史朗はむっつりと押し黙ったまま二人を睨にらむ。

  　銀史朗は先日のラブレター事件以降、楓に必死に平ひら謝あやまりした。毎回謝って許してもらっているのだが、今回はその『お詫わび』を口実に豪華客船パーティを主催した（先日のラブレターは告白ではなくてイタズラ文章だと思われているのでなんとか事なきを得た）。

  　当然、楓一人を招いたらこちらの意図が見え見えになってしまうので、学校関係者であることを証明するものを持っていれば無条件で乗船できるように手配している。

  　周囲を見渡せば、なんだかんだでクラスの三分の二くらいは参加しているのではないか。

  　だが──と銀史朗はもう一度、教師二人に視線をやる。

  　断じて、内藤と近村をこちらから招いた覚えはない。

  「おや、銀史朗くん、なにやらご機嫌斜めのようだ」

  「フン」と銀史朗はそっぽを向く。

  　最近、妙にこの二人を周囲で見かけることが多いのも気がかりな問題だった。紅くれ羽はは捨て置けと言っているが、気が付くとこちらをじっと監視している二人の視線が、妙に居心地悪く感じる。

  　ふと、先日紅羽と交わした会話を思い出す。

  

  『なあ紅羽、あの刺し客かくたちを僕が送り込んだこと、もうお前なら気付いてるんだろ』

  『まあ』

  『一いつ遍ぺん聞いてみたかったんだけど……どいつが一番骨があった？』

  　紅羽は首を振る。

  『特に苦戦した相手はいませんでした。でも、戦えば、私といい勝負ができるだろう相手はいます』

  『誰だよ？』

  『内ない藤とう先生です』

  『内藤先生って……、あの筋肉ばっかの体育教師か？　お前が拳けん銃じゆうで追っ払ったとき情けない声上げて逃げた奴やつだろ？』

  『強いですよ、あの方。立ち居振る舞いや物腰でわかります。私を除けば間違いなく学内最強でしょう』

  

  　紅くれ羽は流の冗談かと思って、近ちか村むらの背後に控えている内藤を見る。

  　内藤がこちらの視線に気付き、とぼけた表情をする。やはり、紅羽の冗談だ、間違いない。

  「楓かえでちゃん、行こう」

  　楓の腕を取ると、返事も聞かずに二人に背を向ける。

  　船内に入ると、きらびやかなシャンデリアに洪水のような音楽が流れていて、そこそこの広さのホールで目まぐるしい人数がひしめいて立食パーティが行おこなわれていた。

  　映画スターや芸能人、政治家などのセレブな顔ぶれもちらほら見える。

  　楓が目を丸くしている。

  「これ全部、ジャンガリアンハムスターの誕生日のために集まったの？」

  「う、うん、まあね」

  　やはり少しやり過ぎたか、いまさらながら後悔に歯は嚙がみする。

  「か、楓ちゃんも折せつ角かくなんだからなにか食べ物取ってきたら？　結構いけるよ」

  「そ、そう？　じゃあ行ってくる」

  　楓がやや気き後おくれしながら人込みに入っていくのをやっぱり可愛かわいいなぁと思いながら見送り、ウェイターの盆ぼんからオレンジジュースのグラスを取ってぐっと呷あおる。

  　だが、そこではてと首をかしげる。

  　そういえば、乗船してからというもの、まだ紅羽の姿を見ていない。一体どこにいるのだろうか。

  「坊っちゃん」

  　声の方に振り向く。

  　銀ぎん史し朗ろうは盛大にジュースを噴ふき出した。

  　目の前に巨大ハムスターがいた。

  　正確には、ハムスターの着ぐるみを着た紅羽が立っていた。

  　白い体毛に覆おおわれた胸部にぽっこりと紅羽の無表情な顔が嵌はまっていて、手足が短いので難なん儀ぎしながらよたよた歩行している。

  「どうしたんだ、それ」

  「坊っちゃんの家のメイドたちに着せられました」

  「断れよ」

  「いえ、私のために寸法を合わせたということで、強く断るのも憚はばかられたもので」

  　こいつはちっとも愛あい想そを振りまかないくせに、どうしてクラスメイトや屋敷のメイドとすぐうち解けることができるのか。銀ぎん史し朗ろうには不思議でならない。

  　紅くれ羽ははハムスターの短い右手を上げる。

  「しかし、悪いことばかりではありません。この姿は隠おん密みつ・諜ちよう報ほう活動にもってこいと言えなくもありません」

  「……気に入ってるのか？」

  「ええ」

  　銀史朗はもう一度、つま先からてっぺんまで紅羽の姿を見る。紅羽のコスプレは会場内で異様な存在感を放っているので間違っても隠密という感じはしないが、まあ本人が気に入っているのならそれで良しとしよう。

  「坊っちゃん、折せつ角かくお膳ぜん立だてしたのですから、今回こそは長なが澤さわ楓かえでと恋仲になるのです。手はず通りに長澤楓をエスコートすれば間違いありません」

  　その時、「あ、見つけた」という声と共に、屋敷の若いメイドたちが紅羽を取り囲み、「これつけてみて」「ずるい、これ被かぶってみて」と言って、やがてキャッキャと笑いながら去っていく。

  　あとには、パーティ用帽子を被せられて、カメレオンの舌みたいな吹き流しを口にくわえさせられた紅羽が残った。

  　完全にオモチャにされている。

  「ともかくッ、お前こそ余計な邪魔をするなよな」

  　ＹＥＳ、を意味するように吹き流しがピョロリ、と伸びる。そこで何かに気付いたのか、紅羽がさっと反転して歩き去っていった。

  「跡取りくん……」

  　びっくりして振り返ると、楓が不安げな表情をしていた。

  「どうしたの楓ちゃん？」

  「なんだか、さっきからウェイターさんとか芸能界のヒトとかがやたらこっちに話しかけてきて……まるで私が主しゆ賓ひんみたいな扱いを受けてるんだけど、これなんなの？」

  「ま、まさかそんな。楓ちゃんが綺き麗れいだからちょっと話しかけたくなったんじゃないかな？」

  「え？　綺麗って…………」

  「あ、いや綺麗っていうのはそういう意味じゃなくて、いや、そういう意味と言えなくもないんだけど」銀史朗はしどろもどろに弁解し始める。

  　クソー、やっぱり緊張で全然普通に喋しやべれないぞ。

  「そ、そうだッ！　あっちで個別に色々催もよおし物を用意しているんだけど、一緒にどうかな『ワインテイスティング講座』とか」

  「私たち未成年」

  「だよね！　というのは冗談で『ダンスクラブ』」

  「ごめんなさい、私ダンスはちょっと踊れなくて……」

  「まあ当然予測してたよ！　あっちに読書サロンがあるんだけど」

  「ちょっと船酔いしちゃってるから、いま文字は……」

  　船酔いがひどくなってきたのか、楓かえではその場にうずくまってしまう。

  　その時、船内音楽が銀ぎん史し朗ろうのオーダーしていたムーディな音楽──ピーター・ガブリエルの『パッション』になるが、顔色の悪い楓にそれを楽しむ余裕などあるはずもなく。

  　銀史朗は両手で頭髪を搔かきむしりたい気分だった。

  　どうしてこう上う手まくいかないんだ。

  　今回のプログラムが、早くも頓とん挫ざしかけている。史上最速ではないか。

  　銀史朗の中に、かすかな不安がよぎる。

  　なにか、自分は根本的なことを見落としているのではないか。

  　その時、口元を押さえた楓がよろよろと立ち上がる。

  「跡取りくん、甲かん板ぱんに出たいんだけど、案内してくれない？」

  「え？」

  「どうしたの？」

  「あ、いや……」

  　こんなことは、事前に紅くれ羽はと詰めたシナリオには想定されていなかったので一瞬どうすればいいのかと思ったが、やがてぎゅっと目をつぶり拳こぶしを握ると、へどもどしながらも楓に肩を貸す。

  　楓の髪から香る柑かん橘きつ系の匂においに、この世の至し福ふくを嚙かみしめながら甲板に出ると、清涼な海風が頰ほおを撫なで、楓は一瞬、船酔いも忘れたように海面に魅み入いる。

  　楓を船首に近い手すりにもたせかけると「ちょっと待ってて」と言って、走って船員の元まで行き、酔い止めの薬をもらってきて取って返す。

  「楓ちゃん、酔ってからじゃ効き目薄いかもしれないけど、これ」

  「ありがとう」

  　酔い止めを飲んでしばらく風に当たると、見る見る楓の顔色が良くなっていく。

  　気分が快方に向かっても、楓はパーティに戻ろうせず、目を細めながら海を眺めているばかりだった。

  　もしかしてパーティが気に入らなかったんじゃないかと気が気ではなかったが、ふいに楓が傍かたわらにあるテーブルセットからパンを取ると、ちぎって青空に撒まく。

  「なにを」と言いかけてすぐに楓の意図を悟さとった。

  　船を追いかけて飛んでいたカモメが、短い鳴き声を上げながらすぐにパンくずを空中でキャッチする。数回に渡ってやると、あっという間に高い声を上げながらカモメが群がってきた。

  「跡取りくんもやったら？　楽しいよ」

  「いや、僕は……」

  　楓かえでがパンをちぎって掌てのひらに載のせ高く掲かかげると、今度はそれを目がけてカモメが群れをなす。

  　白いドレスの裾すそが風ではためき、楓がもう片方の手を口元に持ってきてくすぐったそうに笑っている。

  　銀ぎん史し朗ろうは小さく口を開けてのぼせあがった。あれこれ苦労しても手に入れられなかった巨費を投じても買えなかった楓の笑顔が、こんなに簡単に見ることができている。不思議だ。

  　銀史朗は胸を突かれたような気がしてふと自分の掌を見る。自分が、なにか大切なことに気付きかけているような気がした。

  　そこで、視界の端で紅くれ羽はがじっとこちらを見ていることに気付く。紅羽が口パクで『いまです』と言うのが見える。

  　頷うなずきを返すと、銀史朗は一歩、楓の前に進み出る。

  「楓ちゃんって、恋をしている時、どんな気持ちになるの？」

  　楓は、風に吹かれる長い髪を押さえながら微ほほ笑えむ。

  「え？　どうしたの急に？」

  　銀史朗の真しん摯しな表情を見て楓はおやっという表情をしたが、やがて微笑すると手すりに半身を乗り出し、海に視線を戻す。

  「跡取りくんは、アニメの『小公女』とか見たことある？　どんなに辛つらい目にあってもくじけない女の子が最後に報われる話なんだけどね。主人公のセーラは、『女の子はみんなお姫様』って繰り返し唱えてそれを信じるの」

  　銀史朗は肩をすくめて笑った。ごく自然に。

  「ちょっと子供っぽいね」

  「ん、そうよ？　私って結構、子供っぽいところがあるの。シンデレラストーリーとか大好きだもん」

  「たとえばどんな？　楓ちゃんの好きなお姫様の物語、聞かせてよ」

  　楓が顎あごに人差し指を当てて「んー」と唸うなる。

  「お母さんに話してもらったお話なんだけどね──塔に閉じこめられたお姫様を救うために、王子様が悪い魔女と戦い、それを倒すんだけど、王子様も魔女の呪のろいを受けてヒツジに姿を変えられちゃうお話とか好きよ。あ、もちろん最後は王女様のキスで元の姿に戻るけどね」

  「どうしてお姫様は、ヒツジが王子様だってわかるの？」

  　楓は首に掛けられたチェーンを手でたぐると、ドレスの胸元から銀のロザリオを引き出した。

  　彫り物が施ほどこされ、中央に紅こう玉ぎよく色のルビーが嵌はまっており、眩まばゆく陽光を弾はじいている。

  「お姫様は王子様が戦いに出る前に、王子様にこれを渡すの。これだけが、魔女の呪いから二人を再会に導いてくれる切り札なの」

  　その時、ドサリと音がして遠くのハムスターの着ぐるみを着た紅くれ羽はが倒れる。

  　銀ぎん史し朗ろうはイラッとした。なにやってるんだアイツ。こんなところで転ぶなよ。

  　銀史朗は相手にせず気分を入れ替えると楓かえでを正面から見る。

  「その……とっても素敵だよ楓ちゃん。ずっと思ってた、ぼ、僕はそんな君のことがずっと──」

  「え？　ずっと？」

  　銀史朗は拳こぶしを固めてぎゅっと目をつぶる。

  　──言え、言え、言え比ひ嘉が銀史朗！　いましかない！

  「だ、だから僕は、つまり、君のことが──」

  「──ちょっと誰か来て！　女の子が倒れてる！」

  　悲鳴が上がり、ハッとしてそちらを見ると、乗船客が倒れたハムスターの着ぐるみの周りを取り囲んでいる。

  　銀史朗は突然のことに呆ぼう然ぜんとして立ち尽くす。

  　──なんだ、これは？　紅羽が倒れてる？

  　銀史朗の脇わきを、血けつ相そうを変えて楓が走り去り、人垣の中央に消えていく。

  「紅羽ちゃんッ？　どうしたの紅羽ちゃんッ？」

  　楓の叫び声に反応して、ようやく銀史朗の足が動いた。

  　人垣をすり抜けると、中央に倒れている着ぐるみを見て背せ筋すじがゾッとする。

  「楓ちゃん、どいてッ！」

  　ぐっと腕で楓を押しのけると、楓が一瞬、信じられないというような表情でこちらを見る。

  　銀史朗は紅羽の前にかがみ込むと、着ぐるみを脱がせて紅羽を抱き留める。驚くほど軽くて華きや奢しやで、銀史朗の方がとまどう。

  　紅羽は意識を失っていた。息が荒く、大量の発汗。

  　なんで？　どうしてだ？　こいつが病気なんてしたことがあったか？

  「船医ッ、おい船医はいないのかッ！　僕は比嘉銀史朗だ！」

  　その時、人垣の中に、こちらを見てニヤニヤと笑う数学教師の近ちか村むらの姿を認め、銀史朗は彼を睨にらみ付ける。なんだよお前！　何がおかしいんだ！

  　ウェイターの一人が額ひたいにハンカチを当てながら進み出てくる。

  「すみません銀史朗様、人が多くてすぐには船医がつかまりそうにありません」

  　銀史朗はカッとなると、紅羽を両手で抱え上げウェイターを体当たりで押しのけて内部のホールに向かって突っ走る。

  　やんやの喝かつ采さいが響き渡る大広間には、招待した芸人が漫談を始めていた。

  　銀史朗は登壇して芸人に体当たりしてマイクを奪うと、叫ぶ。

  「船医出てこいッ、比ひ嘉が銀ぎん史し朗ろうの命令だ！　それとみなさん、申し訳ないけど、今回のクルーズはこれでお開きだ。これからこの船はＵターンして港に戻す！　いますぐに！」
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   インターミッション３

  

  　雨が強く窓を叩たたいていた。

  　遠くで、胃の底を震わせるような重低音の雷らい鳴めいが鳴っている。

  　銀ぎん史し朗ろうは洗面器に張った冷たい水にタオルを浸すと、音を立てないようにゆっくり絞しぼって紅くれ羽はの額ひたいに乗せる。

  　紅羽は寝苦しそうに体をもぞりと動かす。

  　紅羽が身を横たえているのは、銀史朗の自室のベッドだった。本来ならば紅羽の部屋に寝かせるべきところだが、紅羽は自室どころか、ベッドすら持たずに夜っぴて銀史朗の部屋の隅で膝ひざを抱えているので、緊急時はこうするよりほかない。

  　銀史朗は紅羽の顔を見ながら、まだ紅羽が目を覚ましたときの自分の態度を決めかねている自分に気付いていた。

  　プログラムを邪魔されたと怒るべきなのか？

  　いつも通り、横おう柄へいに接するべきなのか？

  　もう一度手ぬぐいを取って絞ると、水音に気付き、やがて紅羽がうっすらと目を開けた。

  「坊っちゃん、私は……？」

  「……船で倒れたんだよ」

  　紅羽がゆっくりと首を横に移動させサイドテーブルに載のせられた洗面器に視線が行く。

  「私を、ずっと看病していたので？」

  「違うよ。いままで沙さ也や加かがやってたんだけど、たったいま僕が交代したんだ」

  　紅羽の目が優しく細められる。

  「噓うそおっしゃい。先ほどから、絞り切れていない水っぽいタオルが乗せられていたのは感じておりました」

  　銀史朗は腕組みしてそっぽを向いた。

  「フン、起きてるならさっさと言えよ」

  　紅羽が起き上がろうとして「お、おい」と手を伸ばすが、紅羽は小さく首を振って体を起こす。

  「まだ寝てろよ、お前だって不死身じゃないんだろ？」

  「不死身です。──少なくとも、護衛対象者にはそう見えなければなりません」

  「どうして？」

  「銀ぎん史し朗ろう坊っちゃんが、不安になるでしょう？」

  「お前……」

  　どちらともなく言葉が切れて、窓を叩たたく雨う滴てきの音が混じる。

  　外は暗く、唯ゆい一いつサイドテーブルのランプだけが紅くれ羽はの横顔を照らす。伏し目がちの紅羽は、いつもより儚はかなげに見えた。

  「クルーズを終了してきたのですか？」

  「そうだよ、お前のせいで大損だ。今回の準備にいくら費やしたか、お前が聞いたらきっと驚くぞ」

  「折せつ角かく上う手まくいきかけていたのに、勿もつ体たいないことを」

  「まったくだ」

  「招待客にも、さぞ迷惑を掛けたでしょうね」

  「別にいいよ、嫌われるのは慣れてるからな」

  「坊っちゃん……」

  　銀史朗は紅羽の視線から逃げ、顔を伏せるが、やがてゆっくり目線を上げる。

  「なあ紅羽……お前が倒れたのって、ロザリオを見たからだよな？」

  　紅羽がきゅっと自分の体を抱く手に力を込めるのを見て、銀史朗は自分の推理が当たったことを悟さとった。

  　最初は船酔いや熱中症、過労などを疑ったが、ホールで会った時の紅羽には、その兆候は見られなかった。

  　いくらなんでも、あんな短時間で急激に体調が悪化することはあり得ない。

  　となると、他ほかの外的要因を疑うほかない。

  　そこまで考えたとき、ようやく楓かえでが取り出したロザリオと紅羽の昏こん倒とうが繫つながった。

  「どうしてなんだ？　理由、教えろよな」

  　膝ひざを抱えたまま正面を睨にらむ紅羽の横顔は、冷たく乾いていた。

  「坊っちゃんは、私があなたのお父上の元に引き取られることになった経緯をご存じですか？」

  「経緯？　いや……」

  「五年前、私の家族は戦場で死にました」

  　銀史朗の洗面器を片付ける手が止まる。

  「続き、聞かせてくれ」

  　紅羽は一瞬こちらを見てから視線を戻し、努めて平静を装うと、「国外で受けた、ある仕事でのことです」と話し始めた。

  「私の父と兄は隊商キヤラバンの護衛をしながら砂漠を横断する依頼を受けました。想定されていた敵はもっぱら砂すな嵐あらしと強盗くらいなものなので、簡単な装備だけ身につけてラクダを引いて歩きました。

  　ですが依頼の途中、通りがかる予定だった巨大石油精製施設がテロリストに襲われたとの報告が入ったのです。

  　迂う回かいしていくという選択肢もあったのですが、予定が遅れているということで、依頼主の都合でそのまま突っ切ることになりました。

  　その時十歳だった私も隊商キヤラバンに随ずい伴はんしていたので、あの時のことはよく覚えています。

  　進んでいくごとに空気が熱くなり、鼻には油が燃えるひどい臭においがしてきました。空は黒く、辺りには黒い重油の雨が降り注ぎ、火柱と化した石油施設が濛もう々もうたる黒煙を吐き出し続ける地獄のような光景でした」

  　空に稲いな妻ずまが瞬またたき、次の瞬間、腹を揺すり上げるようなゴロゴロという音が響き渡る。

  　紅くれ羽はがチラリとこちらを見た。

  「まず、先頭を歩いていた私の父が、頭を撃ち抜かれて死にました。砂丘の上から銃撃されたのです。次々とキャラバン隊が銃殺されていき、兄が──当時最強の傭よう兵へいと呼ばれていた年の離れた兄がいたのですが、彼が応戦に出ました。

  　驚くことに敵はたった一人で、二人の戦闘は熾し烈れつを極めました。長い撃ち合いで勝負がつかなかったので、最後はサバイバルナイフでの格闘戦に移行し、私は隊商の仲間が静止するのも振り切って兄の元に駆けつけたのですが、私が砂丘を駆け上がって視界が開けた時、丁ちよう度ど勝負の決着もついていました」

  　紅羽が言葉に詰まって唇を震わせていたが、上唇を強く嚙かむと先を続けた。

  「兄の胸には深々とナイフが突き刺さっており、兄は紫色になった唇でこちらを見ると、ゆっくり口を動かしました。何を言ったのか、いまでもわかりません。兄の口から[image: ]あふれた黒い血が、ゆっくりと糸を引いて胸にかけていたロザリオに垂たれました。兄は倒れ、もう起き上がることはありませんでした。襲撃者は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私の首にもナイフを突きつけましたが、結局、気まぐれで見み逃のがされて、いまに至ります」

  　──それでロザリオが……。

  　紅羽は、疲れた表情で顔を上げ、こちらを見る。顔は微笑を浮かべているのに、瞳ひとみは泣きそうだった。

  「砂漠の砂を盛って父と兄の墓を作りました。もう場所も覚えていません。お墓参りにも、行けません」

  「紅羽……」

  「私は、あなたのお父上に感謝しています。身寄りのない私を引き取ってくれたこと、私に強くなる機会を与えてくれたこと」

  「……いまのお前なら、お前の家族を殺した奴やつに勝てるんだろ？」

  　紅羽はゆっくりと首を振った。

  「私はまだ、当時の兄には及びません」

  「そんな……」

  「私はそれからあの襲撃者について調べました。本名不明、二つ名は傭よう兵へい狩りの傭兵『ブラックファング』。私の追い求める敵です」

  「ブラックファング……？」

  　紅くれ羽はは一瞬、迷うように視線を揺らし呟つぶやく。

  「私は実は、今回の坊っちゃんの護衛任務が嫌で仕方がなくて、何度も上の人間に別の仕事を回してもらうように掛け合っていました」

  　命令無視？

  　この規律の塊かたまりのような紅羽が？

  「……なんだよ。そんなに、僕の元に来るのは嫌だったのかよ」

  　紅羽は目を閉じ優しく首を横に振った。

  「違います。坊っちゃんが嫌だったのではなく、平和な日本に来るのが嫌だったのです」

  　一いつ旦たん言葉を切ると、紅羽がまっすぐこちらの瞳ひとみを見る。

  「──坊っちゃん、いずれ私は死にます」

  「え？」

  「私は次の戦場を生き抜くでしょう。その次の戦場も、さらにその次の戦場も生き抜くでしょう。しかし私が生き残り続ける限り必ず次の戦場が待っています。そして、私は無敵でもなければ不死身でもありません。私はいずれ、きっとどこかの国の戦場を歩いている時、いきなり心臓か頭を撃ち抜かれて膝ひざをつき倒れます」

  　紅羽の瞳には虚きよ無む的な諦あきらめが満ちていて、銀ぎん史し朗ろうは不安になる。

  「なんだよ、それ。……お前、死に場所を探してるのか？　どうして、そんなこと言うんだよッ」

  「両親が死んで以降、どうやって生きればいいのか、わからないのです。わからないので、私は兄や父たちがやっていたことを繰り返し行っています。私はあの日からずっと抜け殻がらなんです。動き、考え、物を食べますが、本当の意味で生きてはいません」

  　銀史朗は驚きよう愕がくしながらもゆるく首を左右に振る。

  　きっと紅羽の時間は、止まったままなのだ。

  　紅羽はやがてゆっくり銀史朗の手を払い、ベッドから立ち上がる。

  「坊っちゃん、お話は終わりです。泣いても笑っても、次のＳＬＰで最後です。決行は明後日。長なが澤さわ楓かえでと恋仲になれるように、お互い死力を尽つくしましょう。安心してください、例の約束は忘れていません。坊っちゃんと長澤楓の関係が上手くいかなかったら私も護衛の任を辞じしましょう。これで、成功しても失敗しても、坊っちゃんには一定のメリットが残ります」

  「僕と一緒にいるのは……いまでもつまらないのか？　いまも一緒にいたくないって、そう思ってるのか？」

  　紅くれ羽はは銀ぎん史し朗ろうから視線を逸そらす。

  「護衛の領分を越えているので発言できません」

  「お前は、どうなんだよ！　お前の意見、聞かせてくれよ！」

  　俯うつむいた紅羽の肩が大きく震える。

  「護衛の領分を超えているので、発言……できません」

  「お前…………」

  「……私は、任務に戻ります」と言ってパジャマ姿のまま部屋の隅で膝ひざを抱えると、物もの憂うげな表情で銀史朗の護衛を始めた。

  　銀史朗は伸ばしかけた手を所在なく宙をさまよわせて、やがて歯は嚙がみしながら下ろす。握った拳こぶしが怒りで震え、銀史朗もヤケクソのようにどっかとベッドに飛び込んだ。

  　布ふ団とんからは紅羽の汗と、髪の毛から香る女の子の匂においがした。

  　両手を頭の後ろで組んで天使の絵が描かれた天てん蓋がいを眺める。

  　紅羽に行くなと言葉で伝えることがどれほど虚むなしいことかは、短い付き合いながらよく知っていた。

  　神かみ尾お紅羽は、言葉では動かない。

  　次のＳＬＰが失敗すれば、きっと約束通り去ってしまう。

  　そして幾いく多たの戦場を命じられるままに馳はせるのだ──それこそ命が尽つきるまで。

  　それだけは、絶対に駄目だ。

  　ならばどうすればいい？

  　決まっている。

  　行動するんだ。

  　楓かえでと恋仲になれば紅羽は残留する。

  　引き留めておける。

  　銀史朗は宙に向かって手を伸ばし、ぐっと拳を握りしめた。

  　楓への告白を成功させよう。

  　自分のために。

  　紅羽のために。

  　篠しの突つく雨音が、銀史朗と紅羽の間の気まずい沈黙をいくらか緩和してくれる。

  　その夜、銀史朗は一睡もせず必死で思考を巡めぐらせ続けた。

  　銀史朗にとって、長い夜になった。

  

  　翌日の夕刻。

  　バスジャック兄弟──吉よし田だ正しよう太た郎ろうと吉田源げん太たは慎重に頷うなずき合うと、楽らく丸まる学園高等部の裏通用門から入り、なるべく人目を避けながら体育館裏に辿たどり着く。その時丁ちよう度ど終礼のチャイムが鳴り響く。

  　腕時計を何度も確認しながらそわそわとうろつくことしばし──

  「ここには来るなと言っただろッ」

  　ふいに苛いら立だたしげな声が聞こえて振り返ると、夕日を背負い細長い影を引いて男がツカツカと歩いてくる。

  　細身の体にぴっちりしまった清潔なスーツ。理知的な眼め鏡がねをかけているが、細められた瞳ひとみは獰どう猛もうに輝いている。

  　数学教師・近ちか村むら隆たかし。

  　学校では上う手まいことやっているようで、校長からの信任厚く、生徒の評判もうなぎ上りらしい。

  　そんな彼が誘ゆう拐かいビジネスを取り仕切るマフィアの幹部だと知ったら、学校の教師や生徒連中は一体どんな顔をするだろうか。

  　正太郎は背中に嫌な汗を搔かきながらも居ずまいを正す。

  「す、すまねぇ。どうしても明日のことで確認を入れておきたいことがあって」

  　近村は蔑さげすんだ視線で正太郎を見下ろした。

  「あ？　どうしてお前等は一回言っただけじゃ理解できないんだよ？　オツム足りてるのか？　おい？　なに黙ってんだよ」

  　近村は正太郎の頭髪を摑つかむと、楽しそうにグリグリと振り回す。近村の表おもての顔しか知らない人間ならば信じがたいほどの豹ひよう変へんに目を剝むくだろう。

  「ま、オツムが足りてりゃ返せない借金なんかしねぇか。ハッ」

  　弟の源太が「ぐっ」と呟つぶやき、いまにも近村に飛びかかりそうに歯を剝き出しにしているのを正太郎は手で制する。

  　やめろ、源太。

  「大体、お前等が比ひ嘉が財ざい閥ばつの新しい護衛が到着する前に比嘉銀ぎん史し朗ろうを攫さらってりゃこんな面倒なことにはなってないんだよ。『あのお方』もご立りつ腹ぷくだ。おまけに到着した護衛はクソ強つえぇ上にスキがない。アイツらに張り付いてスキを探すまでやたら時間を食ったよ」

  「近村さん、そっちの方はもう解決したのか？」

  　よくぞ聞いてくれたとばかりに近村が口の端を薄く持ち上げた。

  「ああ、成果はあった。神かみ尾お紅くれ羽はの弱点を見つけた。もう奴やつは恐るるに足りない──」

  「──チカセン……なに、してるの？　その人たち誰？」

  　その時、まったく予期せぬ方向から声がかかり、近村は嚙かみつくような勢いで振り返る。背後、不安に揺れる瞳で立ち尽くしているのは栗くり色いろの髪の女生徒だった。

  『チカセン』と親しげな愛称で呼んだことから、彼を慕う生徒の一人なのだろう。

  　近ちか村むらはしばらくの間、不気味な沈黙を返す。

  　やにわにがらりとテンションを変えて笑顔を作ると、鷹おう揚ように両手を広げて女生徒に近づく。

  「なんだお前、まだ学校に残ってたのか？　ほらなにしてる？　いつも寄り道せずに帰れって言ってるだろ」

  　女生徒はほっと胸を撫なで下ろして緊張を解く。

  「なんだ、いつものチカセンじゃん……」

  　次の瞬間、近村のつま先が跳はね上がり女生徒の腹に食い込む。

  　体をくの字に折った女生徒が束つかの間ま、信じられないように瞳ひとみを見開くが、やがて意識が刈り取られてがっくりと体を崩す。

  　音を立てないように抱き留めながら、近村は忌いまいましげにこちらを振り返る。

  「見ろッ、お前等のせいで余計な手間が増える」

  　女生徒を引きずってくると、面倒そうに横の源げん太たに投げ渡す。

  「こいつからも身の代金が取れるかもしれない。一応、監禁しておけ」

  「あ、あんた大丈夫なのか？　この女生徒がいなくなったら騒ぎにならないか？」

  　近ちか村むらはなにを言っているんだとばかりに首を振る。

  「もうこの学校は潮しお時どきだよ。『あのお方』の所しよ望もうする比ひ嘉が銀ぎん史し朗ろうさえ捕まえれば頃合いを見てよその狩り場に移るさ」

  　突如、電でん光こう石せつ火かの速度で何者かが近村の背後に近づく。

  　近村が振り向いた瞬間、その顔面に拳こぶしを叩たたき込まれ「ギャッ」という叫び声と共に吹き飛び、地面を三回転半も転がる。

  　そこには、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうをした長身、筋肉質の男が傲ごう然ぜんと立っていた。

  　正しよう太た郎ろうと源太はその圧倒的な気迫に思わず一歩あとずさりする。

  　正太郎は彼に見覚えがあった。近村とよく行動を共にしている体育教師の──たしか内ない藤とう左さ近こんといったか。

  「愛する生徒に手を上げるとは何事か！」

  「な、内藤先生ッ」

  　内藤は腰を落とし拳を突き出す構えを取る。

  「話は聞こえた。一度でも同じ志こころざしを持つ仲間だと思った自分が恥ずかしいわッ。恥を知れ馬鹿者が！」

  「ひっ」

  　近村は顔面を押さえながら、尻しりで必死にあとずさりして、こちらを振り返る。

  「は、早く俺を守れ！　なにやってるんだクズ共が！　内藤は──こいつは空手の元世界チャンピオンだぞ！」

  　近ちか村むらに盾たて代わりに押し出されるが、正しよう太た郎ろうは内ない藤とうの発する殺気に呑のまれ胃が固く縮み上がるような恐怖に襲われていた。

  　──空手の元世界チャンピオン。

  　視線を縫ぬわれたまま胸ポケットをまさぐるが、すぐに銃の持ち合わせがないことに気付き、息を呑む。

  　とてもではないが、太た刀ち打うちできる相手ではない。

  　内藤の巨漢が一歩踏み込んでくると、絶望に正太郎と源げん太たは一歩引く。

  　正太郎が膝ひざを屈しかけたその時、場に第三の闖ちん入にゆう者が現れた──いや、最初からそこにいたのか。

  　突如、校舎の曲がり角から太い腕が二本、内藤の顔と首に絡からみつき羽は交がい締めにする。

  「なッ？」

  　内藤の表情に驚きよう愕がくが走り滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れる。

  　が、万まん力りきの如ごとき腕は緩ゆるみもしない。

  　体重百キロはくだるまいと思われる内藤が校舎の角の向こうにずるずると引きずられていき、手足以外見えなくなる。

  　曲がり角の向こうで、声なき暗あん闘とうが繰り広げられ、こちらから見える内藤の足が突っ張り、何度も地面を引っ搔かく。

  　あまりにも常じよう軌きを逸いつした光景に、正太郎はみじろぎすらもできない。

  　趨すう勢せいは、やがて決した。

  　内藤の突っ張っていた手足が、ふいにだらりと弛し緩かんする。

  　しばらくして、曲がり角の向こうから押し殺した声が聞こえてくる。

  「無ぶ様ざまだな、近村さんよぉ」

  　途端に近村が歓喜の表情を浮かべながら立ち上がる。

  「お、お前かッ、よくやった。殺したのか？」

  「いや……だが、なんなら殺すかい？」

  「待てッ、内藤もこんなナリで一応は金持ちのボンボンだ。身の代金が取れるかもしれないから生かしておけ」

  　調子づいた近村が、失神した内藤の足あし下もとまで行くと、その体を蹴けりつけ始める。

  「馬ば鹿かがッ。お、お、俺はいつも貴様が気に入らなかったんだ！　大体いつもいつも偉そうに先輩面づらしやがって。ヒヒッ、いい気味だ」

  　正太郎は、近村の残ざん虐ぎやく性に怖おぞ気けをふるう。

  　近村は一体誰と会話しているのか。

  　たったいま空手の達人を圧倒せしめたのは何者なのか。

  　角を曲がれば、その顔を容易に拝おがむこともできるだろうが、それはできない相談だった。姿を見たが最後、自分は生きて帰れないという直感が正しよう太た郎ろうを貫つらぬいていた。

  　近ちか村むらは溜りゆう飲いんが下がると、第三の闖ちん入にゆう者に向かって晴れやかな顔を向ける。

  「お前がいてくれて助かったよ。さすが『あのお方』が大金を払って雇やとった用心棒だな、ハーマン・スタックトン」

  　いや、と言葉を切って口の端を吊つり上げる。

  「ブラックファングって呼んだ方がいいかい？」

  「……どちらでも、好きに呼べ」

  　近村がくるりとこちらに踵きびすを返す。

  「もういい、お前らは行け。この女と内ない藤とうはブラックファングに任せる」

  　正太郎と源げん太たは顔を見合わせる。代表して、正太郎が一歩進み出た。

  「なあ近村さん、こいつらちゃんと身の代金が支払われたら解放するんだよな？」

  　近村は愉ゆ快かいで仕方がないというように両手を広げ片頰ほおを歪ゆがめる。

  「おい冗談だろ？　俺たちは顔を見られてるんだぜ。カネが支払われたらラッキー、じゃなかったらまあ残念だが、どちらにせよ土に還かえってもらう。それが、自然の摂せつ理りってもんだろ？　え？」

  　正太郎は知らず二の腕を擦こすっていた。

  　そのまま黙礼して、二人は逃げ出すように学校を出る。

  　帰り道は、重い沈黙が降りていた。

  「正太郎兄ぃ、アイツが言ってた『あのお方』って……」

  「マフィアのドン、花はな菱びし舟しゆう齋さいだよ。一度だけ呼び出されて会ったことがある。左目が傷でふさがってる。恐ろしいオッサンだよ」

  　正太郎は、ポケットに両手を突っ込んだまま、暮れなずむ空をひがみっぽく仰いだ。

  　一体、どこで道を間違えたのかと記憶をたぐっていくと、やはり末の妹がかかっている難病の手術費用にと、闇やみ金きんに金を借りたことだろう。

  　借金は雪だるま式に膨ふくらんでいき容易に返済できる額を超過。そうして闇金は、借金を取り立てる権利をよりにもよって最悪な連中に売り渡した。

  　いまはもう、マフィアの片棒を担ぎ犯罪を重ね、明日をも知れない運命にある。

  　借金を踏み倒して逃げることも頭の片隅にあったが、ブラックファングと呼ばれていたあの恐ろしい男を見て、正太郎は完全に意気がくじけていた。

  「正太郎兄ぃッ、俺たち絶対間違ってるよ。見ただろアイツら、やってることがもう人間じゃないよッ」

  「黙ってろ！」

  　源太が肩を落とす。

  　彼とて、選えり好みしていられる状況でないことはとうに承知しているのだ。だが、どうすればいいのかだけが見えてこない。

  「正しよう太た郎ろう兄ぃ、俺たち、どうなるんだい？」

  　源げん太たの声は、泣きそうだった。

  「…………わからん」


  



  


   第七訓　間違った決断は、最後まで下されない決断に勝る！


  

  　紅くれ羽はの進退がかかっている運命の日だというのに、学校での時間はひどくおだやかに過ぎ去った。

  　内ない藤とうの無断欠勤が束つかの間まの話題になったが（初めてのことらしい）、それも午後になる頃には誰もが忘れていた。

  　掃除当番を終え、鞄かばんを肩に掛けると、銀ぎん史し朗ろうは緊張した面おも持もちで昇降口で靴くつに履はき替え待ち合わせ場所に向かう。

  　外はすでに濃い夕日が西に沈みかけている。

  　校舎裏にはすでに楓かえでがいた。

  　自分が呼び出したにもかかわらず、待たせてしまったらしい。

  「ゴメン」

  「話って、なに？　跡取りくん」

  　その言葉で一気に心臓が大きく脈打ち、全身に血液を送り出す。

  　銀ぎん史し朗ろうは居ずまいを正すと、楓かえでの前に向き直る。

  　紅くれ羽はから聞いた最後のＳＬＰの内容は、驚くほどシンプルだった。

  　正面切っての告白だ。

  　銀史朗は紅羽との一幕を思い出しながら静かに瞳ひとみを閉じる。

  

  『坊っちゃんは〝セブンヒッツ理論〟という言葉をご存じですか？　マーケティングの世界では接触回数が増えれば増えるほど相手に好感を持つというデータがあるのです』

  『ＳＬＰとなんの関係があるんだよ！』

  『私が言いたいのは、この理論の根底にある不変の人間心理の部分です。人が最も恐れるのはなにを考えているのかわからない人間であり、その逆は、あけすけで裏表のない人間です。

  　坊っちゃんは成功するにしろ失敗するにしろ長なが澤さわ楓によくアタックし、よく玉ぎよく砕さいした。坊っちゃんの人間くさい部分、恥ずかしい部分、駄目な部分を含めて、いま長澤楓は坊っちゃんをとても良く理解しています。

  　もう私は多くを語りません。坊っちゃんは気付かれていないかもしれませんが、連日の特とつ訓くんの甲か斐いもあっていまの坊っちゃんは目を見張るほど強くたくましく成長なされました。顔つきもとても男らしくなっていると思います。

  　私は、世界の誰がなんと言おうとも、そんなあなたを一人の男性としてとても魅力的だと思います。

  　もし私が去るようなことになっても、もう心残りは微み塵じんもありません。

  　ここまでの六回にわたるプログラムで坊っちゃんが積み重ねてきたものがあれば必ずや上う手まくいきます。御ご武ぶ運うんを。あなたに神の祝福がありますように』

  

  「今日は、大事な話があって呼んだんだッ」

  　まともな話だと伝わったのか、楓かえでも居ずまいを正す。

  　脈が速くなり、呼吸が浅くなる。

  　束つかの間ま、耳から音が消え、いままで紅羽と共に駆け抜けたＳＬＰの断片が高速で脳裏をよぎる。

  　銀史朗はぎゅっと目をつぶるとやけくそのように天に向かって絶叫する。

  「き、君のことが好きだッ！　バスジャックの時、一目見たときからずっと好きだったんだ。付き合ってください！」

  　楓がびっくりした表情をして口元を押さえる。

  　楓かえではしばらく、迷うようにそわそわと体を動かす。

  　やがて眉まゆ尻じりを下げ視線を逸そらすと、浮かない表情をした。

  「あのね、銀ぎん史し朗ろうくん──」

  　楓の反応にカッと脳が沸ふつ騰とうする。

  　駄目だ、と思ってゆるく首を振ると、思わず詰め寄って楓の手を取っていた。

  「馬ば鹿かなこと言ってるかもしれないッ。みっともないこと言ってるかもしれないッ！　でも、楓ちゃんがＯＫしてくれないと、紅くれ羽はが行っちゃうんだ！」

  「え？　紅羽ちゃんが──？」

  「──そこまでだガキ共！」

  「え？」

  　振り返った瞬間、鉄てつ塊かいが視界に迫ってきたと思うや激痛と共に吹き飛ばされ、下草の生はえた地面に顔面から叩たたきつけられる。

  　拳けん銃じゆうの底部でこめかみを殴なぐりつけられたと気付くまで、しばらく時間がかかった。

  　楓の悲鳴が聞こえて、痛む頭を押さえ無理矢理地面に手をついて仰ぎよう臥がすると、襲撃者の顔を拝おがむ。

  　そこで銀史朗は痛みすら忘れて驚きよう愕がくした。

  　銀史朗の登校日に現れたバスジャック兄弟だ。あの時はマスクとサングラスで顔を覆おおっていたが、間違いない。

  　たしか兄が正しよう太た郎ろうで弟が源げん太たといったか。

  　どうしてこんなところに。

  　ここは、曲がりなりにも学校の敷地内だ。

  　誰かが手引きでもしない限り……。

  「立て！」

  　小柄な兄の方に銃口を向けられ、銀史朗は睨にらみ付けながら立ち上がる。見れば楓は後ろ手に縛られ、口には粘着テープが貼はられていた。

  　楓が悲しそうな表情で首を振る。

  　抵抗しちゃ駄目、と言っているのがわかる。

  　銀史朗も縛られ拳銃で小こ突づかれながら通用門から出ると、表に止めてあった車の後部座席に楓共とも々ども押し込まれ、猛スピードで発進。

  「やったよ兄貴！」

  「黙っとけッ。まだ終わったわけじゃない」

  　正太郎は片手で爪つめをかじりながら、「こうするしか、こうするしかないんだ……」と呟つぶやく。車内には殺気立った空気が充満していた。

  　源太の方も一瞬、助手席からこちらを振り返り同情っぽい視線を寄越す。

  　前回見たときは、もっと緊張感のない、良い意味で憎めない人柄だったような気がしたが、この短期間でなにが彼らをそこまで変えたのだろうか。

  　てっきり人ひと気けのないところに向かうと思いきや、車は通りを何回か折れ、大きな車線に乗り、どんどん街の中心街の方に進んでいく。

  「これで、俺たちの借金、チャラにしてくれるかな？」

  「……そう信じたい。でも、アイツらは、汚いことを平気でやるマフィアだ。もしかしたらということも、あるかもしれねぇ」

  　銀ぎん史し朗ろうは眦まなじりを鋭くする。

  　──マフィア？

  　銀史朗は、うっすらと事件の背景が見えてきたような気がした。

  　どちらにせよ、こんなところでぐずぐずしているわけにはいかない。

  　銀史朗は彼らが前方を見ている隙すきをついて、思い切り息を吸い込み腹を引っ込める。

  　身もだえするように小刻みに体を揺すり、ねじる。

  　痛い。

  　骨が軋きしむような激痛に歯を食いしばりながら、それでもなんとか縄の戒いましめを解くことに成功する。紅くれ羽はとの忍者修行の中で行おこなった縄抜けが、まさかこんなところで役に立つとは思わなかった。

  　隣の楓が驚きよう愕がくに目を丸くしている。

  　急いで楓の縄を解こうとした瞬間、助手席の弟、源げん太たが、もの凄すごい勢いで振り返る。

  「あッ、テ、テメェ！」

  　弾はじかれたように楓が右足を伸ばし、銀史朗側の後部座席のドアを引き開ける。

  　何を、と脳がパニックに陥おちいっているのも束つかの間ま、楓が銀史朗に体当たりする。楓の意図に気付いたときは、銀史朗は体勢を崩し後部座席から路面に投げ出される寸前だった。

  　刹せつ那な、すべてがスローモーションで視界に映じる。

  　抗あらがいようのない力で上体が後ろに倒れ楓が遠ざかっていく。

  　楓の悲しそうな表情。

  　銀史朗だけ逃がすつもりなのだ。

  　胸が締め付けられるような愛いとおしさがこみ上げてきた。

  　次の瞬間、想像したよりも遙はるかに強い衝撃が全身を殴おう打だしながら視界が何回転もし、急ブレーキ音が被かぶさる。

  　あまりの激痛に気を失いかける。

  　気がつくと、路面にうつぶせになった状態で転がっていた。口の中が切れて鉄くさい血の味が広がる。

  　目め眩まいがする視界の中、痛む体を庇かばいながら立ち上がり周囲を見渡すと、背の高いビル、巨大な看板が所狭しと軒のきを連ねている。

  　どうやら、繁華街のようだ。

  　怒り狂ったようなクラクションに振り返ると、後続車は玉突き事故寸前で急停車していた。先頭のタクシーから中年の男性が怒鳴り込んできて、野や次じ馬うまが銀ぎん史し朗ろうを囲み、何事か囃はやし立てている。

  　耳を押さえると、強く打ったのか、くわんくわんと鳴る。

  　はたと前方を見るが、楓かえでの乗った車は、もう見えなくなっていた。

  　──楓ちゃんッ。

  「坊ちゃん無事ですかッ」

  　振り返ると、紅くれ羽はが息を急せき切らせて駆けつけてきたところだった。

  　銀史朗は憤ふん然ぜんと一歩、紅羽に詰め寄った。

  「お前、なにやってたんだ！　楓ちゃんが攫さらわれた！」

  　紅羽が顔を深く伏せた。

  「申し訳ありません。告白の場に居合わせることをためらったがゆえの隙すきをつかれました。私の責任です」

  「……これからどうする？」

  「ご安心を」

  　紅羽が懐ふところから見慣れない形をした拳けん銃じゆうを取り出す。

  「発信機トレーサーを車のトランク部に撃ち込んでおきました。これで車が逃げ込んだ先が追えます」

  　そう言って、受信機を取り出し電源を入れる。

  　さすがというべきか、この辺りの手て管くだは如じよ才さいない。

  　銀史朗は車が消えた先をもう一度睨にらみ据すえた。

  　いま、助けに行くから。

  　その時、ふいに銀史朗の携帯電話が震える。

  　知らない番号だ。

  　紅羽の方を見ると、緊張した面おも持もちで頷うなずいた。

  　銀史朗は通話ボタンを押して耳に当てる。

  『お前が、比ひ嘉が善ぜん司じの息子か』

  　低くしゃがれた声を聞いた途端に、ずんと胃が重くなり、皮ひ膚ふが総そう毛け立つ。

  「だ、誰だよ、お前」

  『私か？　私は花はな菱びし舟しゆう齋さい。お前の父親に因いん縁ねんのある者だよ』

  　──父アさイんツに因縁？

  「楓ちゃんは関係ないだろ。解放しろよ！」

  『ではお前が助けに来たらどうだ？』

  　肩が叩たたかれ、振り向くと紅くれ羽はが無言でトレーサーの受信機を顔の前に持ってくる。

  　光点は移動を止めており、首を巡めぐらせると光点の位置に周囲から頭一つ抜けた黒いビルがあった。

  　銀ぎん史し朗ろうは弱みを見せてはいけないと思い、胸を張る。

  「最近は、マフィアも随ずい分ぶん儲もうかってるんだな」

  『ああ、馬ば鹿かな金持ちが多くて助かる』

  「いま行く。待ってろよ」

  　携帯を乱暴に切ると紅羽に向き直る。

  「僕を守りながら戦えるか？」

  「問題ありません」

  　銀史朗は自分の掌てのひらを見た。ブルブルと震えるのをぐっと握りつぶす。

  「じゃあ行くぞ」

  　肩をそびやかして歩く銀史朗の後ろに紅羽が続く。

  　そのまま歩くと、正面の魔城めいた黒いビルが視界にどんどん大きくなる。

  　ビルのエントランスは広く、大きな石柱が等間隔に立った、高さにして八メートルほどある大部屋だった。

  　奧にエレベーターが見えるが、その前にはゲート状の金属探知機、金髪で柄がらの悪そうな黒服が二名、片方はくちゃくちゃとガムを嚙かみながらパイプ椅い子すに座っている。

  　マフィアのビルの門番をやる人間だ。

  　見た目通りロクな奴やつではないだろう。

  　黒服はうさんくさそうな表情で学生服の銀史朗と紅羽を見た。

  「ここは関係者以外立ち入り禁止だ。とっとと回れ右すんだな」

  「私たちは、あなたのボスに呼ばれています」

  「舟齋様に？」

  　黒服の当惑を見て取った紅羽が勝手に金属探知機に入るが途端にけたたましいビープ音が鳴る。

  　黒服たちが顔を見合わせたあと下げ卑びた笑いを浮かべ、片方が指をわきわきと動かしながら近づく。

  「はいはい通せんぼ、そのままじっとしててねー。ちょっと体触さわるけど動いちゃ駄目だよ」

  「お、おいお前ら……」

  　銀史朗が思わず身を乗り出しかけるが、紅羽がそれを手で制する。

  　紅羽は無表情に両手でわずかにスカートをたくし上げると、両腿ももに巻いたレッグホルスターに拳けん銃じゆうが吊つってあるのを見せる。

  　黒服たちの顔色が変わった。

  「て、テメ……銃持って……」

  　紅くれ羽はが銃を抜きざま流れ星のような速度で水平に払う。

  　気がつくと、黒服の片われが声もなく膝ひざをつき、どうと倒れた。

  　打撃武器インパクトウエポンを兼ねた二挺ちよう拳けん銃じゆう・ストライクガンだ。

  「ひっ、ヒイイイ、なんだお前ッ！」

  　パイプ椅い子すに座っていたもう片方が傍かたわらの机の上に置かれたボタンを押す。

  　直後に銃声。肩を撃たれた黒服は椅子ごとひっくり返りながら悲鳴を上げる。

  「坊っちゃん急ぎましょう。警報ボタンを押されました」

  　紅羽に続き、銀ぎん史し朗ろうも奧のエレベーターに走るが、すぐに紅羽が片手を上げ静止するように促うながす。

  　正面を睨にらむ紅羽の視線を追うと、二台あるエレベーターが同時に到着し、中から靴くつ音おとも高らかに大量の小銃や短機関銃で武装した黒服が吐き出される。

  　エレベーター前に展開したマフィアの槍やり衾ぶすまの如ごとき大量の銃口は、充分以上に銀史朗の心しん胆たんを寒からしめる。

  　代表してオールバックが余裕の表情で進み出る。

  「我々はエントランスを血で汚したくない。お前たちは二人、こっちは三十人からの精鋭だ。戦っても意味がない」

  　銀史朗は歯は嚙がみしながらも内心、冷や汗を搔かいていた。どうすればこの局面を切り抜けられるのか。

  　ふと、銀史朗はこの光景にデジャブを覚える。

  　すぐにどこで似た光景を見たのかを思い出した時には、紅羽が両手にスプレー缶サイズの円筒缶を持って進み出ていた。

  「弱きこと、力なきことは恥ずかしいことではありません。命が惜しい者はいますぐ銃を捨て回れ右をしなさい。逃げる者は追いません。戦う者は帯を締め構えを取りなさい。お相手つかまつりましょう」

  　マフィアは小さく口を開けたまま固まってしまう。おそらく紅羽の言っていることが理解できないのだろう。

  「お、おい紅羽！」

  　──今回ばかりはさすがに。

  　紅羽が半分だけ振り返る。

  「坊っちゃん、怪け我がしますので石柱の陰に移動してください。三分で終わらせます」

  「き、き、貴様あああああああッ。舐なぁめるなああああ」

  　マフィアが銃口の照しよう準じゆんを紅羽に合わせるより紅羽の方が一瞬早く、紅羽は両手に持った円筒缶のピンをまとめて歯で抜くと、そのまま敵の足あし下もとに転がす。

  　転がりながら煙えん幕まくを周囲に噴射し、見る見る視界を覆おおっていく。紅くれ羽はは投とう擲てき後、速やかに二挺ちよう拳けん銃じゆうを展開。浮き足立つ敵陣に真正面から突っ込んでいく。

  　すぐに煙幕で視界が利きかなくなり銀ぎん史し朗ろうには中で何が起こっているのかわからないが、凄すさまじい銃声と悲鳴が交錯し、流れ弾だまが一発、銀史朗の顔の横をかすめる。

  　銀史朗は悲鳴を上げながら慌あわてて伏せ、趨すう勢せいを見守った。

  　激しい悲鳴と怒号。

  　断続的に響く銃声に合わせて白煙の中から銃口炎がチカチカと光る。

  　銃声はしだいに間隔が開き、ついにはシンとなった。

  　スモークが晴れ目を凝こらすと、紅羽が六時を指すように二挺拳銃を上下に構えたまま静止している。

  　周りには、黒服が呻うめき声を上げ折り重なるように倒れていた。明らかに彼女が撃った弾より被弾した弾が多いのは、おそらく同士討ちによるものだろう。

  　背後から一人、よろよろと紅羽に近づく影があった。

  　危ない、と叫びかけるが、オールバックマフィアは彼女の肩を捕まえることができずに宙を摑つかむと膝ひざをついた。

  「ば、化け物め……」

  「練れん度どが低い者が銃を執とるとこうなるのです。再戦を希望するならいつでも相手になります。無償の暴力を振るいましょう」

  「クソッ、ついてねぇ……」

  　それだけ言うと、オールバックはパタリと倒れ気絶した。

  　銀史朗は時計を見ると、きっかり三分が経過していた。

  　紅羽が拳銃をホルスターにしまうと、エレベーターのボタンを押して振り返る。

  「さ、坊っちゃん早く」

  

  　エレベーターに直通用の鍵かぎが差しっぱなしだったので最上階までのボタンを押す。

  　エレベーターはわずかな浮遊感のあと上昇していく。総ガラス張りで、遠く外の町並みが見渡せた。

  　もう放課後から随ずい分ぶん時間が経たっているような気がしたが、まだ夕日が赤く照っているところを見ると、そうではないらしい。

  　緊張は、時を追うごとに増していき、掌てのひらを擦こすり合わせる。

  「紅羽、あのマフィア……花はな菱びし舟しゆう齋さいって名乗ったんだけど、聞いたことあるか？」

  　紅羽は固く強こわ張ばった表情で「はい……」と一いつ旦たん言葉を切る。

  「坊っちゃんのお父上と対立したマフィアの中に、そんな名前があったような気がします。売春や麻薬も彼の商売のうちですが、なかでも武力を盾たてにした強請ゆすりやたかり、誘ゆう拐かいが悪名高いです。左目のふさがった傷は、お父上との紛争のさなかについたものと聞きます」

  「なんだよ、父アさイんツの起こした問題のとばっちりじゃないか──」

  　銀ぎん史し朗ろうは横目で紅くれ羽はを見ながら続ける。

  「──って拗すねた感じで言うと、またお前、嫌そうな顔するんだろ？」

  「え？」

  　紅羽が目を丸くするのを確認してから、銀史朗は前方を強く見み据すえる。

  「いいよ。起こってしまったものはしょうがない。いまは楓かえでちゃんを助けることだけ考えよう。アイツに恨み言を言うのは、そのあとだ」

  　銀史朗が苦笑気味に笑いかけると、紅羽は小さく口を開けた。

  「坊っちゃん……」

  　銀史朗は無言で紅羽の手を握る。

  　紅羽がぴくりと震えるのを感じて、銀史朗は深く俯うつむく。

  「でも、ちょっとだけ怖いから、手、握るからな」

  「………………はい」

  　少しして「坊っちゃん」と紅羽が呟つぶやく。

  「私からも、一つだけ言っておかなければならないことがあります」
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  「なんだよ」

  「私も、少しだけ、怖いです」

  　びっくりして横を見ると、紅くれ羽はが人差し指を口元に持ってきて含み笑いする。

  「護衛任務に差し障さわるので内緒ですが」

  　夕焼けが半分だけ紅羽の横顔を照らす。

  　銀ぎん史し朗ろうは小さく口を開けた。頰ほおが熱を持ち、それを見られまいと、首を無理矢理紅羽から引き離す。

  「ば、馬ば鹿かッ」

  　エレベーターケージ内に微妙な空気が流れる。

  　二人の沈黙の隙すき間まに、巻き上げ機がワイヤーをたぐる静かな駆動音が入り込む。

  　やがて──

  「坊っちゃん、長なが澤さわ楓かえでへの告白はどうなりました？」

  　銀史朗は俯うつむきかけるが、思い直し顔を上げ、上唇を舌で湿らせると固く目ま蓋ぶたを閉じる。

  「駄目だった」

  　繫つないだ手に、きゅっと力が込められる。

  「そうですか……。では、無事に帰れてもお別れですね」

  「……うん。でもすぐ発たつわけじゃ、ないんだろ？」

  　紅羽は、逡しゆん巡じゆんを見せた。

  「荷造りなどの準備もあるので、一週間くらいはお屋敷にとどまることになると思います」

  　脳裏で、ほぼ身一つで屋敷を訪れた紅羽を思い出していた。

  「好きなだけいろよ」

  「そういうわけには、まいりません」

  　紅羽が微笑した。朗ほがらかに。

  「でも、もうしばらくメイド長の作る料理が食べられます」

  「そうだな。じゃあ、早く終わらせて帰ろう。早く帰らないとまた沙さ也や加かに叱しかられるからな」

  「坊っちゃん、着きます」

  　静かに目蓋を開けて、最上階を睨にらむ。

  　握った手は、自然にほどけた。

  　到着音がして重い音と共に扉とびらが開く。

  　最上階のせいか夕日が押し迫ってくるように感じる。

  　四方は総ガラス張りで解放感があり、大理石の柱が林立、エントランス階よりもさらに広く感じる。

  　敷き詰められた二メートル四方のタイルが薄緑色に発光している。

  　真正面、大理石柱の一番奧のデスクから壮年の男が立ち上がりこちらに来る。仕立ての良いスーツに口ひげ、オールバックの髪型という出いで立ちはいかにもマフィア然としているが、治ち癒ゆ痕こんのある縦に裂けた左目の傷は、思わず威圧されるような凄すごみを放っている。

  　その傍かたわらにはニヤニヤ笑いを浮かべる近ちか村むらが控えており、銀ぎん史し朗ろうは一目で事件のカラクリを理解した。

  「待ちかねたぞ。お前が比ひ嘉が善ぜん司じの息子か」

  　銀史朗は足の震えを隠し、拳こぶしを握りしめながら大股またで近づく。

  「どうして僕を狙ねらうんだ！　僕や楓かえでちゃんは関係ないだろ！」

  　舟しゆう齋さいは銀史朗の理解の無さにあきれるように両手を広げる。

  「比嘉の血は、この私が根絶やしにする！　あとは順序の問題だ」

  「フン、それって本人には、怖くて復ふく讐しゆうできないからじゃないかッ」

  「わかっておらんな小わっぱ。お前を先に殺した方が比嘉善司が悔しがるだろう？　アイツに対する最も効果的な復讐とはアイツの愛している者を殺し尽くすことだ」

  　舟齋は獰どう猛もうに笑いながら左目を撫なでさする。

  「──ああ、この左目が疼うずくよ。早く比嘉の血が吸いたいとな」

  「アイツは、僕が死んだって、なんとも思わないぞ」

  「殺してみればわかるさ」

  　銀史朗は歯を食いしばる。

  「楓ちゃんはどこだ？」

  　傍らの近村が顎あごをしゃくると、大理石の柱の影から正しよう太た郎ろうと源げん太たに連れられ縛られ猿ぐつわを嚙かまされた楓が現れる。後ろの正太郎と源太は、こちらと視線を合わさないように俯うつむいている。

  　柱の影には、内ない藤とうと見知らぬ女生徒まで倒れていて驚く。おそらくは、舟齋の誘ゆう拐かいビジネスの犠ぎ牲せい者たちだ。

  　銀史朗は目め眩まいがするほどの怒りがこみ上げてきた。

  「紅くれ羽はッ！　遠慮はいらないからやっちまえ！」

  　紅羽が一歩進み出る。

  「花はな菱びし舟齋ですね……大人しく縄ばくにつきなさい。私に雑ざ魚こをいくらけしかけても無駄なことです」

  「雑魚？　ハハッ、違うさ、貴様の相手はこいつだよ」

  　舟齋がパチンと指を弾はじく。

  「来い！　ブラックファング！」

  　紅羽の表情が恐ろしいほどに強こわ張ばり、銀史朗も驚きよう愕がくに一歩しりぞく。

  　聞いたことがある。どころか、つい最近、紅羽の口から聞いた、彼女の家族の仇かたき……。

  　反対側の柱から、ぬるりと、闇やみが凝ぎよう結けつしたような男が進み出てきた。

  　年は三十前半、黒いコンバットブーツに黒いジャケット。鍔つば広ひろの帽子を被かぶっており、腰にはマグナムカートリッジ仕し様ようのリボルバー拳けん銃じゆう。感情を交えない冷たい瞳ひとみ。背せ丈たけや筋肉の量は内ない藤とうに勝るとも劣らない、いかにも戦士、という出いで立ちだった。

  　夕日を背に、大きな長い影が紅くれ羽はに覆おおい被さり、紅羽が一瞬、棒立ちになった。

  「まさか、そんな……」

  「不思議な星の巡めぐり合わせだな」

  　ブラックファングの声に紅羽ははっとすると、慌あわてて銃を抜き構える。

  「私を……覚えているのですか、ブラックファング……？」

  「ああ、覚えている。兄が死ぬのを目の前で見ていた弱者だ」

  　紅羽は靴くつを踏みしめ、腰を落とす。

  「私は、もう昔の私ではありません」

  「やってみろ」

  　紅羽がホルスターに手を伸ばし、ブラックファングは腰を落としてまっすぐ紅羽に視線を据すえる。

  　端はたから見ているだけの銀ぎん史し朗ろうですら、あまりに殺気立った空気に吐き気がこみ上げてくる。

  　ブラックファングは無言で指をくいくい、と上げて紅羽を挑発する。それが戦いの合図になる。

  　紅羽が発砲するが、ブラックファングは落ち着いた様子でしゃがむと回避し、林立する柱の間をトリッキーな動きで縫ぬいながら紅羽の方に向かってくる。図ずう体たいはデカイのに、驚くほど俊敏な動きだ。

  　数発撃って早々に拳銃に見切りをつけると、紅羽はクナイに持ち替えて、すっと柱の間を歩く。彼女も打って出たのだ。

  　驚くべきは、紅羽が足音どころか気配まで完全に消し去っているところだ。

  　紅羽が柱のうちの一本を通り抜けると、ふいにその姿が銀史朗の視界から搔かき消え、はっとする。

  　自分だけが紅羽をロストしたわけでないことは、左右を見て慌てて立ち尽くすブラックファングの様子からも見て取れる。

  　ふと視線を上げた時、思わず声を上げそうになった。

  　いつの間にか、ブラックファング直上の天井に紅羽がクモのように張り付いていた。

  　獲え物ものを見定めるや直上から襲いかかる。

  　しかし敵も然さるもの。肩口にクナイが突き刺さる寸前でガッチリと紅羽の腕を取り、そのまま振り回すとタイル面に首の骨を叩たたき折らんばかりの勢いで投げつける。

  　紅羽は猫のように空中で上下の間隔を取り戻すと、衝撃を殺しながら着地、タイルの上を転がりながらも二本、クナイを投とう擲てき。

  　ブラックファングは咄とつ嗟さに腕を上げてクナイを受ける。

  　強きよう靱じんな筋肉は、すべて皮ひ膚ふでクナイを止める。ダメージ軽微。

  　すでに紅くれ羽はは次の手に移っていた。

  　体勢を低くしてあっという間にブラックファングの足あし下もとに駆け寄ると、腓ひ腹ふく筋きんをローキックで蹴けりつける。

  　ブラックファングの表情が歪ゆがみ、丸太のように太い足にダメージがあったのを伝える。

  　間かん髪はつを容いれずに紅羽が飛び上がりブラックファングの横面に回し蹴りを叩たたき込む。

  　ゴッという鈍い音がここまで聞こえてきてブラックファングの歯がタイルを転がり、遅れて鼻血が垂たれる。クリーンヒット。

  　まるでダビデとゴリアテの戦いだ。

  　だが、神話通り、小柄な紅羽に有利に勝負が運んでいる。

  　銀ぎん史し朗ろうは拳こぶしを握った。

  　いける！　いまの紅羽は、彼女の兄がなしえなかった高みに達している。

  　その時、ブラックファングのジャケットから何かが滑り落ち、硬質な音を立ててタイルを跳はねた。

  　ストライクガンをホルスターから抜きかけていた紅羽の動きが、その時ピタリと止まる。

  　目を凝こらすと、それは銀のロザリオだった。

  　銀史朗は叫び出しそうになった。どうしてロザリオなんか、アイツが持ってるんだ。

  　いけない、と思ったときは遅かった。

  　紅羽は真っ青になって膝ひざをつくと、自分の体を強く抱き、ガタガタと震える。

  　ブラックファングは袖そでで鼻血を拭ぬぐいながら近づき、紅羽を見下ろすと鼻を鳴らす。

  「半信半疑だったが……近ちか村むらさんの言ったことは、本当だったんだな」

  　ブラックファングが「くだらねぇ」と吐き捨てるや大きく足を振りかぶる。

  「紅羽避よけろッ！」

  　思わず片目をつぶるほど痛烈な蹴りが紅羽の胸部に当たり、紅羽の小柄な体は三メートル以上も吹き飛び、宙を舞う。やがて慣性力と重力が打ち消し合い、ぴたりと空中で彼女の体が止まると、ゆっくりと落下し、ぐしゃりという音と共に頭からタイルに激突する。そのダメージのほどはいままでのアドバンテージを消化して余りあるものだとその音が伝える。

  「紅羽ああッ！」

  　気付けば銀史朗は走り出していた。彼女の元まで行くと抱き起こす。紅羽は体を折ってこふこふと辛つらそうな咳せきを漏もらす。口元には血が垂れている。

  　銀史朗は啞あ然ぜんとした。紅羽が負ける？　あり得ない。悪い冗談だ。

  　体は、か細く震えていて、冷たい。これじゃ、まるで普通の女の子みたいじゃないか。チクショウッ。

  「お前、最強なんだろッ？　なにやられてるんだよ。僕を守るんじゃ、なかったのかよ！」

  　紅くれ羽はが弱々しい瞳ひとみでこちらを見た。

  「坊っちゃん。いまこの瞬間も見えるんです……焼ける空、重油の雨、血の垂たれるロザリオ──すみません、もう私は戦えません」

  「お前……ッ」

  「ずっと、後悔してるん……です。あの時死んだのが、なぜ、自分じゃなかったのか。私が死ぬべきだった。生きて、いる、価値のない、私が……」

  　脳がカッと発火する。

  「じゃあッ！　お前と一緒にいて楽しかった、僕の暮らしはなんだったんだよッ！」

  　紅羽がハッとする。銀ぎん史し朗ろうは紅羽の握っている銃を奪い、ロザリオに向けて引き金を引く。

  　狙ねらい過あやまたず命中したストライクガンの四五口こう径けい弾が銀製のロザリオを粉こな々ごなに砕く。

  　銀史朗は立ち上がり絶叫した。

  「見たか、紅羽ッ、あんなのただの物だッ、あんなのに縛られるなよ！　お前価値あるよ！　必要だよ！　ないなら僕が作ってやるッ！」

  　銀史朗は眦まなじりを決すると紅羽に向かってぐっと手を伸ばす。

  「神かみ尾お紅羽、僕のために戦えよ。いずれ僕は比ひ嘉が財ざい閥ばつを継いで世界を動かすほどの人間になってやる。その時お前に、僕の隣でその景色を見る権利をやる。だから頼む、僕のために戦ってくれッ」

  「坊っちゃん…………」

  　紅羽はわずかにためらったあと、膝ひざに両手をつき、懸命に立ち上がろうとする。顔は蒼そう白はく、顔中、汗でぐっしょりで、身体は冗談みたいに大きく震えている。肉体的なダメージのみではない。

  　彼女もまた、戦っているのだ。脳裏に焼き付いた黒い砂漠の光景と。

  　自分になにができる？　震えながら彼女が立ち上がったのを確認して、咄とつ嗟さに背中に腕を回し、思いきり抱きしめていた。

  　紅羽の体がびっくりしたように大きく震える。驚くほど柔らかくて華きや奢しやな体。銀史朗の胸に紅羽の温かい体温。銀史朗は彼女の細い肩に顎あごを乗せ、耳元で囁ささやく。

  「紅羽、戦うぞ。もう黒い雨に怯おびえないように。ロザリオにうなされないように」

  　至近距離で見つめ合う。紅羽は静かに目をつぶり、再び開けた。もう迷いの色は見えない。震えは止まっていた。

  　体の向きを変えブラックファングをまっすぐに見る。

  　撃げき鉄てつの起きたマグナムリボルバーの照しよう準じゆんが合わされ、引き金に指がかかっている。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状況なのに、思考だけはクリアだった。

  「紅羽、一発なら銃弾を弾はじけるんだよな？」

  　紅くれ羽はがはっとしてこちらを見て、すぐにクナイを掲げて正面を見み据すえる。

  「やってみます」

  　直後、ブラックファングが引き金を引ききり、撃げき鉄てつが薬やつ莢きよう底部を叩たたき、撃発。

  　背せ筋すじがぞわりとして、森しん羅ら万ばん象しようの速度がスローモーションで視界に映る。

  　四四口こう径けいマグナムカートリッジが銃口から回転しながら吐き出され、反動で銃口が大きく跳はね上がる。

  　紅羽がクナイを構え真まっ向こうから迎え撃つや、とてつもない反射神経で銃弾の軌き道どうに先んじてクナイの切っ先を持ってくる。

  　直後に甲かん高だかい金属同士の悲鳴。鉛なまり弾だまとスチール製のクナイがぶつかり、火花を散らす。

  　やがて紅羽のクナイが銃弾を弾はじき切って、マグナム弾の弾道が直撃コースから逸そらされる。ブラックファングが目を剝むく。

  　カートリッジのパワーで吹き飛ばされる紅羽の体を抱き留めながら、銀ぎん史し朗ろうは彼女の脇わきの下から手を入れ紅羽のストライクガンを照準サイテイング。

  　紅羽も銃把グリツプに手を添そえる。

  　見れば敵も二射目に移ろうとしている。視線が交錯。リボルバー拳けん銃じゆうの引き金に連動して回転弾倉シリンダーがカリ、と音を立てて回転。同時にストライクガンの撃鉄が落ちて撃針フアイアリングピンを介して薬莢底部を打撃する。

  　引き金を引いた瞬間、凄すさまじい発砲炎と共に肩を蹴けり上げる強烈な反動、轟ごう音おん。

  　銃声は同時。

  　銃口から硝しよう煙えんが立ち上り、鼻び孔こうを強い火薬の匂においが焼く。

  　時間の感覚が戻ってきて、最初に聞こえてきたのは手負いの獣けものじみた浅く短い自分の呼吸だった。

  　ブラックファングはリボルバーを取り落とし膝ひざをつく。彼の脇腹に着弾している。

  　ほんの一刹せつ那な分、こちらの方が早かったのだ。紅羽と顔を見合わせる。

  「坊っちゃん！」

  「やった！　勝った！」

  　そこで、はたと紅羽を抱き留めたままの姿勢であることに気付き、二人同時に真っ赤になって飛び退のく。

  　もう一度黒い戦士の方を見ると、なにがおかしいのかブラックファングが不気味な半笑いを浮かべ、小さく腹を揺する。だがやがて、血を吐くと前のめりに倒れて昏こん倒とうした。

  「ば、馬ば鹿かな！　これはなにかの間違いだ！」

  　見れば、舟しゆう齋さいが首を振りながらあとずさりする。

  　銀史朗は両手を広げ一歩踏み出す。

  「間違いなもんか。観念しろ、お前の負けだ！」

  　その時、近ちか村むらが驚くほど洗練された動きで拳けん銃じゆうを構え、吠ほえる。

  「神かみ尾お紅くれ羽は！　お前だけはあああ──」

  　直後、長く尾を引く銃声が室内にこだました。

  　銃声は、近村のものではなかった。

  　近村がおそるおそるそちらに首を巡めぐらせると、硝しよう煙えんが上がった拳銃を持っているのは吉よし田だ正しよう太た郎ろう──銀ぎん史し朗ろうを二度にわたって襲撃した犯人だ。

  「貴様……こんなことをして、ただで済むと、思うなよ」

  　苦痛に歪ゆがんだ近村に、正太郎が冷ややかな一いち瞥べつをくれる。

  「いくらなんでも、往おう生じよう際ぎわが悪すぎるだろ、アンタ」

  　近村の銃がタイルを滑り、近村が苦痛と屈くつ辱じよくにまみれた表情で昏こん倒とうする。

  「楓かえでちゃん！」

  　銀史朗は真っ先に楓に走り寄り猿ぐつわと縄を解く。

  　楓は銀史朗を見上げたまま口をぱくぱくとさせている。

  「だ、大丈夫、楓ちゃん？　僕だよ、僕だ」

  　楓が俯うつむいてぎゅっと唇を嚙かむと、あろうことか銀史朗の胸に無言で飛び込んで、強く制服の肩口を握る。

  　映画のような号ごう泣きゆうもなければ、感かん涙るいもなかった。

  　ずっと気き丈じように振る舞っていたけど、きっと恐怖で声も出ないのだ。それを押して彼女は、あの時自分を車両から逃がしてくれた。

  　長なが澤さわ楓、なんて強い少女なのだろう。

  　銀史朗は黙って肩を撫なで、楓が落ち着くのを待つ。

  　頃合いを見計らって立ち上がると、気まずげに俯いているバスジャック兄弟の元に向かう。

  　弾はじかれたように弟の源げん太たが顔を上げる。

  「あ、兄貴だけは助けてくれ！　俺たちは元々、妹の手術費用を捻ねん出しゆつするためにアイツらに金を借りて、それで──」

  「──言い訳はやめろ源太！　見苦しい」

  　兄の正太郎に一いつ喝かつされて、源太は俯いてしまう。

  　銀史朗は、胸を反そらせて正太郎の前に立つ。

  「いくらだ？」

  「は？」

  　銀史朗は財布からキャッシュカードを抜いてタイルに叩たたきつける。

  「９９５４」

  「おい、何を……？」

  「だから、暗証番号だよ。無利子で貸してやる。ただし絶対に返しに来い！　逃げようとしたら、マフィアの代わりに僕が地獄の底まで取り立てに行くからな！」

  　正しよう太た郎ろうは最初放心していたが、やがて祈るように両手を組み合わせてそこに額ひたいを落とした。

  　銀ぎん史し朗ろうは二人に背を向けると、最後に残った舟しゆう齋さいの元に大股またで詰め寄る。

  　舟齋はあとじさりながらも、大声で虚きよ勢せいを張る。

  「私がこれくらいで諦あきらめると思うな！　命がある限り何度でもお前を──」

  　銀史朗は拳こぶしを大きく振りかぶり、力の限り顔面を殴なぐりつけた。

  「ギャッ」

  　舟齋が吹っ飛び、背後にあった机に頭からぶつかると、完全に気絶。

  「お前もう喋しやべるな！　いいからもう喋るなよ！」

  　息いき急せききってそれだけ言うと、銀史朗はガラスの外に輝く夕日を見ながら溜ため息いきをつき肩の力を抜く。

  　本当にこれで終わったのだろうか？　──そう思い周囲に首を巡めぐらせてぎょっとする。

  　紅くれ羽はが、昏こん倒とうしたブラックファングに至近距離で拳けん銃じゆうを照準サイテイングしているのだ。

  　銃口は縦じゆう横おう無む尽じんに飛びはね、歯の根が合わないのか小さく震えている。

  　直後、銀史朗はブラックファングの昏倒間際の半笑いの意味を悟さとった。紅羽に、自分を殺させるつもりなのだ。

  　銀史朗はゆっくりと紅羽に近づくと、そっと銃の上に手を置いた。

  「やめろよ」

  「でも坊っちゃん、私は……」

  　初めて見る紅羽の悔しそうな表情に、胸が締め付けられるような気持ちになるが、顔にだけは出すまいと自分に言い聞かせる。

  「……わかってる。でも撃ったら、そいつと同じになっちゃうぞ、お前」

  　引き金にかけた指が小刻みに震え、血が抜けて真っ白になっている。いまにも引き金を引ききってしまいそうだ。「ふ……く……」という食いしばった歯から漏もれる小さな嗚お咽えつが聞こえる。

  　紅羽は撃たなかった。

  　紅羽は肩で大きく息をすると、やがて震える手で拳銃を下ろす。

  「紅羽……」

  「すみません、取り乱しました。屋上で少し頭を冷やしてきます。警察と救急車には私から連絡しておきます」

  　銀史朗は手を伸ばしかけるが、紅羽は素早く背を向けてエレベーターに乗り込んでしまう。銀史朗はその背中を複雑な表情で見送った。

  「跡取りくん」

  　振り返ると、楓かえでが立っていた。

  　両腿ももを擦こすり合わせ、髪を弄もてあそびながらチラチラとこちらを窺うかがっている。

  「楓かえでちゃん、もう大丈夫なの？」

  「うん。さっきは、その、混乱しちゃっててゴメンね」

  　楓は恥ずかしげに深く俯うつむく。

  「ありがとう跡取りくん、ずっとそれが言いたくて……」

  　言われて銀ぎん史し朗ろうは頭を搔かく。

  「楓ちゃんこそありがとう。楓ちゃんがあの時、体を張って逃がしてくれなかったら僕なんて……」

  　お互い気恥ずかしさに視線を逸そらす。だが不意に、楓が意を決したように深呼吸した。

  「それで、跡取りくん……あの、告白の返事なんだけどね」

  　すっかり忘れていた。途端に落ち着かなくなる。

  「あ、跡取りくん、すごくカッコ良かった！　あたし感動したよ。お姫様を助けるために魔女と戦った王子様みたい。告白の返事だけど、やっぱり嬉うれしいから受けさせて」

  「楓ちゃん……」

  　心の中が温かくなり、自然と笑みがこぼれてしまう。楓の好意が素直に心に染しみ入ってくる。喜んで告白の返事を受けていただろう──少し前の銀史朗なら。

  「ゴメン」


  [image: ]


  　銀ぎん史し朗ろうは頭を下げると、楓かえではきょとんとする。

  「え？」

  「気付いてなかったんだけど、まだ紅くれ羽はと一緒にやってたプログラムの八つ目が残ってたんだ。それを終わらせに行かなきゃ」

  「プログラム？」

  「うん、だから僕から頼んでおいてなんだけど──ゴメン」

  　銀史朗は踵きびすを返すと走り出す。そこではたと気付いて振り返り手を振る。

  「楓ちゃん、最後にこれだけは言っておきたかったんだッ。君は素敵だ！　ずっと思ってたッ、なんて綺き麗れいな人なんだろうって！　じゃあね、ありがとう」


  


   終章

  

  　屋上階に着きケージの扉とびらが開くと、扉の隙すき間まから眩まばゆいばかりの茜あかね色の夕日が差し込んでくるので、銀史朗は掌てのひらをかざして眼を細める。

  　黄たそ昏がれ時どきが世界を黄こ金がね色に染め上げ、暖かい微風が頰ほおを撫なでていく。風からは新緑の匂においがした。

  　本格的な夏の到来は近いのかもしれない。

  　屋上階はヘリポートになっており、中央には大きな○印と、その中央にはアルファベットのＨの文字がプリントされている。

  　紅羽はヘリポートの端で、所在なさげに空を見ていた。

  「紅羽」

  　紅羽がおかっぱ髪を押さえながら半分だけ振り返る。

  「坊っちゃん」

  「終わったよ、全部」

  「そうですか」

  　紅くれ羽はの隣に並び手すりに身を預けると、言葉もなく町並みを眺める。毎日のように言葉を交わしてきたはずなのに、何から話し始めればいいのかすぐにはわからない。

  「その、お前に……」

  「はい」

  「倒れてるお前に、『いずれ比ひ嘉が財ざい閥ばつを継いで世界を動かすほどの人間になってやる』って言っただろ。色々考えたんだけど、勉強し直そうと思うんだ。比嘉財閥について、そして次期当主としてやっていくにはどうすればいいのか」

  「良い心がけだと思います」

  「なんだよ、それだけかよ」

  「いえ」と言って紅羽がこちらに向き直り、胸元から一通の手紙を取り出す。

  　いぶかりながら受け取って、中身を開封して驚く。銀ぎん史し朗ろうの父親からのものだった。

  



  『これを読んでいるということは、お前は心身共に立派に成長したということなのだろう。


  俺はお前の成長を誰よりも嬉うれしく思う。


  いまのお前は、新たな世界が開けたような心境ではないだろうかと想像する。


  かつて、世界を恨みと絶望の目で見て、お前の祖父を憎んでいた俺もまた、お前と似たような経験を通していまこの世界にいる。


  突然だが、お前に私の仕事を手伝ってほしい。


  すべて順じゆん風ぷう満まん帆ぱんにはいかないだろうし、他人の人生を左右する重大な決断を迫られることもあるが、やりがいのある仕事だ。


  そして願わくば、これからお前は、自分のためではなく、他人の幸せと笑顔のために金を使ってほしい。


  おめでとう銀史朗、いつかお前が俺を許せる時が来たら是非会いに来てくれ』


  

  「父さん……」

  「もし、私のお眼め鏡がねに適かなうほど坊っちゃんが成長されたら、渡してくれと頼まれていたものです。そして、私からも坊っちゃんに、おめでとうを言わせてください」

  　紅羽は風に揺れる髪を押さえながら、うっすらと微ほほ笑えむ。

  　何か言葉を発した瞬間、泣いてしまいそうになって、俯うつむく。

  　こういう時、咄とつ嗟さに言葉が出てこない自分が恨めしい。

  　銀史朗は大きく洟はなをすすって顔を上げた。

  「紅くれ羽は、代わりといってはなんだけど、僕からもお前にプレゼントがある」

  「私に？」

  　丁ちよう度どその時、遠くの空をバタバタとかすかな音を立ててプロペラ音が聞こえてきて、銀ぎん史し朗ろうはここだ、と手を振る。

  「さっき電話でヘリをチャーターしたんだ。あれで空港まで行って、そこから戦闘機に乗り換える」

  　事態をよく把握しきれないのか、紅羽が怪け訝げんな表情をする。まあ当然か。

  　銀史朗はすっと手を差し出す。

  「紅羽、死んだお前の父さんと兄さんのお墓を探しに行こう。そしてもっといいところに移してあげるんだ。お前だって墓ぼ前ぜんで報告したいことくらい、あるだろ？」

  　紅羽は肩をすぼめ、胸の前できゅっと祈るように手を組み合わせる。

  「坊っちゃん……」

  　銀史朗は、紅羽の瞳ひとみに映り込んだ自分を見ながら自問する。果たして、自分の選択は正しかったのだろうか。紅羽のためを思えば、あの時、彼女に復ふく讐しゆうを遂げさせてやるのが道理ではなかったのだろうか。

  　あの男は、死んでもいいほどのクズだったのかもしれない。命が助かったことなど微み塵じんの感謝もしないかもしれない。

  　そこまで考えて、いや、と首を振る。本当の復讐とは、あの男を殺すことでも裁判所の手に委ゆだねることでもなく、奴やつが泣いて悔しがるほど、紅羽が幸せに生きることにあるのだ。

  　戦場しか知らない紅羽に、綺き麗れいなもの、美しいもの、楽しいものをたくさん見せたいと心から思う。

  　すでに、いくつかのプランが銀史朗の中にあった。

  　ヘリのローター音は見る見る大きくなり、まき散らす衝撃波が銀史朗と紅羽の衣服をはためかせる。

  　銀史朗は居ずまいを正して紅羽の細くて華きや奢しやな両肩に手を置く。

  「紅羽、ヘリが着く前にどうしても言っておきたいことがある」

  　言うが早いが、腕に思い切り力を込めて、紅羽を胸に抱き寄せる。

  　突然抱きしめられた紅羽は、頰ほおを真っ赤に染め、目を白黒させていた。

  「え？　あ、あの……坊っちゃ──」

  

  　──銀史朗は顔を真っ赤にしながら天を仰ぎ、愛を叫んだ。

  

  　ヘリのローター音が銀史朗の声を搔かき消し、その叫びは紅羽にしか聞こえなかった。


  


   あとがき

  

  　あとがきから読んでいる方のために説明しますと、この小説は、生活のほとんどを戦場で過ごした女の子が、護衛のため富豪の少年の元にやってきて、生活習慣のギャップから騒動を巻き起こすミリタリーアクション・ラブコメディです。

  　担当さんが『フルメタル・パニック！』の性別逆転版と言ったのは、言い得て妙と言えましょう。といっても具体的な内容も似ているのかと問われれば、そういうわけではありませんが。

  

  　ところで、みなさんの読書におけるプライオリティってなんでしょうか？

  　プライオリティってのは、要は優先順位のこと。

  　面白いこと、という漠ばく然ぜんとしたものではなく、クスリと笑えること、悪者をやっつけるカタルシス（爽そう快かい感）、切ない恋愛や、主人公がモテまくっていい気分になることなど、人によって読書に求めるものの優先順位って前後するはずなんです（考えたことない人は、一度自分の読書傾向から、自分が読書にどういうものを求めているのか考えてみると意外な発見があるかもしれません）。

  　これが神かん崎ざき紫し電でんの場合だと「読みやすさ」が大体トップにくる。

  　まあ神崎先生ったら本を読むのが遅い。

  　文字を目で追うのが遅い人間が最も困るのは、難解な文章や、読むのに大変な力量を必要とする文章に出くわしたとき。

  　これらの最たる特とく徴ちようは、読み直しやページのめくり直しを何度となく要求してくることと言っても過言ではない。

  　読書速度の遅い人間にとってこれは死活問題で、何度も読み返して物語の流れや人物関係を把握し直している間に頭が痛くなる＆眠くなってバタンキューです。

  　私は難解系、高尚系、悪文系のほかに翻訳文にも弱くて、名文と謳うたわれるドストエフスキーの『罪と罰』ですら、読了してやろうと十回チャレンジして全敗してます。

  　そういう忸じく怩じたる思いの積み重ねが現在の「読みやすい文章を書きたい」という渇かつ望ぼうに繫つながっているのかもしれません。

  　まあ当然、書きたいと思ってすぐそんな文書をかけるようになるわけないので、小説家になりたいと青っ洟ぱな垂たらしながら切望してからいまに至るまでずっと、血を吐はくような努力を続けているわけですが。

  　本書もそんな願望を持って作られており、読者の皆さんにとってこの本が快適な速度で読める楽しい本になるよう自分の出来る範はん囲いで力を尽つくしました。

  

  　もう一つ、謝辞とは別に担当さんについて。

  　デビューから四年間、当方の担当編集者を務めてくれたＹ田氏こと山やま田だ和かず正まさ氏が、今回で当方の担当を離れることになりました。

  　山田氏と言えば、タスクの圧倒的処理速度と、赤入れ修正原稿の容よう赦しやの無さで、ガガガ文庫内では半なかば伝説的存在になっていた方。

  　思い返せば色々感じ入ることもあるのですが、当方に送られてきた山田氏からのメール末尾「最初の本も（そして最後に担当した本も）神かん崎ざき紫し電でんの本だったことを考えると、感かん慨がい深いものがあります」が、やたら当方の涙を誘ったことを併あわせて記させていただきます。

  　このお話も、山田氏のアイディアによるところが少なくなく、当方の過去作をご存じの方で、「おや、いつもの神崎紫電っぽくないな」と感じていただけたならば、当方と担当氏の目もく論ろ見みは成功したこととなります。

  　当方としては新しいジャンルに挑戦して経験値をあげられたことで、貴重な体験をさせていただいたと思っています。

  　本当に、お疲れ様でした！

  

  　謝辞に移ります。

  　今回も、いつも以上にギリギリでご迷めい惑わくをかけた担当編集山田氏。

  　美び麗れいなイラストで本文に彩いろどりを添そえてくださったイラストレーターのあき氏。

  　その他編集部含め、本書に関わってくださったすべての方に百の謝罪と一万の感謝を。

  　最後に、貴重なお時間を使って、このあとがきを読んでくれた読者様。

  　最近少しだけ他社さんでも仕事をさせていただいているので、検けん索さく窓に『神崎紫電』と打ち込むのが億劫でなければ、是非調べてやってください。

  　また、近いうちにお会いできるといいですね。

  　重ねてお礼を。ありがとう！　ありがとう！

  

  blog http://kanzakisiden.blog.fc2.com/

  twitter http://twitter.com/#!/Siden_K


  神崎紫電

  Shiden Kanzaki

  

  北海道出身東京都在住。『第一回小学館ライトノベル大賞ガガガ文庫部門大賞受賞』のファミレス作家。東京にきて二年目の梅雨を経験。はくべきパンツを全損して洗濯も出来ず、本格的に裸族への転向を迫られつつある。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  恋のキューピッドはハンドガンをぶっ放す。

  

  ２０１２年12月１日　電子書籍版発行
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